
会 議 等 報 告 書 

１ 会議等名 糸島市地域公共交通会議（第２０回） 

２ 開催日時 平成２９年３月２３日（木）  １５時００分 ～ １６時３０分  

３ 開催場所 糸島市役所 新館４階 ２号会議室 

４ 出席者 別紙のとおり 

５ 協議事項 

 
（１）糸島市地域公共交通網形成計画（案）パブリックコメント結果について 

●事務局より、糸島市地域公共交通網形成計画（案）パブリックコメント結果について説

明（３～４ページ） 

・運転免許証自主返納者に対して新年度よりタクシーチケットやバス回数券を配布する事

業を予定しているとのことだが、それについて質問したい。自主返納の際に運転経歴証明

を有料で発行しているが、この事業の対象者は運転経歴証明の交付を受けたものだけが対

象なのか、自主返納者全員が対象なのか。（委員） 

→自主返納者全員が対象である。行政と警察と連携して事業を進めていきたい。（事務局） 

・自主返納者に対する事業は具体的にどのような制度なのか。この制度を利用できるのは

１回限りか。（委員） 

→自主返納者に対して、タクシーチケット、バス回数券、ＪＲのＩＣカードのチャージの

いずれか一つ5,000円相当額を差し上げるものである。なお、毎年配布ではなく、返納時

の１回限りである。（事務局） 

→１回限りの5,000円では免許証を返納する動機にはなりにくい。もう少し制度の拡充は

できないのか。（委員） 

→免許証自主返納者に対する制度の充実については今後も課題として検討していくが、自

主返納者へのサービスだけではなく、高齢者全体の移動の問題としてとらえる必要があ

る。交通弱者への対応も併せて検討させていただきたい。（会長） 

（原案どおり承認） 

（２）糸島市地域公共交通網形成計画（案）について 

●事務局より、前回の会議後の修正点について説明（５～７ページ及び別冊計画案） 

・駅施設のバリアフリー化について文言を修正し、再度１０５ページに掲載したとの説明

があった。説明の中でバリアフリー化はエレベーターの設置などの大掛かりな工事が必要

なものだけではないため、文言を修正したとのことであったが、３３ページにはエレベー

ターや跨線橋への上屋設置の記載が残っている。整合性は取れているのか。（委員） 

→３３ページは平成２３年策定の「糸島市地域交通計画」に掲載した内容であり、その実

施状況をまとめたページである。今回の計画により実施していく旨の記載ではないため、

このままとしたい。（事務局） 

→前回の計画の内容を再度確認し、３３ページの記載内容について事務局において精査す

ること。１０５ページの駅施設のバリアフリー化の記載内容については委員の方で問題は

ないか。（会長） 

→特に問題はない。（委員） 



５ 協議事項 ・９８ページの鉄道に関する目標指標において、「利用者数」という表現があるが、これ

は「乗降者数」のことか。（委員） 

→そうである。（事務局） 

→この部分の表現はＪＲとしては「利用者数」「乗降者数」のどちらを一般的に使うのか。

（会長） 

→乗降者数が一般的である。（委員） 

→事務局において、表現の修正をするように。（会長） 

・鉄道利用者数１割増の目標を設定しているが、そのための施策はどのようなものがある

のか。（委員） 

→バス路線の見直しにより、分かりやすく速達性の高いバス路線とし、ＪＲと接続するこ

とにより利用者数が増加するものと考えている。また、糸島市においては様々な移住・定

住促進の施策を実施しており、それによる人口増加により乗降者数も増加していくと考え

ている。九大の移転に伴う人口増も一つの要因であると考えている。（事務局） 

・バスの利用者を増やすためには、利用しやすいバスにする必要があると思うが、その点

でどのような施策を考えているのか。（委員） 

→アンケート調査において、路線が分かりにくく、どこから乗ってどこに行くのかが分か

らないとの回答があったため、１０７ページに記載しているように路線の重複や迂回ルー

トをなるべくなくし、行きたいところに早く行けるようにすることにより、利用しやすい

バス路線になるのではないかと考えている。また、市街地循環線についても郊外から来る

バスとの乗継により、行きたいところに行けるようなバス路線とすることを考えている。

（事務局） 

・バス停の時刻表で駅など目的地への到着時刻が分かるようになれば利用者にとって分か

りやすいのではないか。（委員） 

→１０８ページに乗継マップの作成・提供について、１１５ページに公共交通マップの作

成・提供について記載しており、分かりやすい情報提供に努めていきたい。（事務局） 

・１１７ページのバス利用促進協議会の取組み内容にバスの運賃体系見直しについての記

載があるが、利用促進協議会のみでなくバス路線全体としての運賃体系見直しについての

記載も必要ではないか。（委員） 

→１０７ページのコミュニティバスのネットワーク見直しの中に追加記載したい。（事務

局） 

・９７ページのイメージ図に九大線の中央ルートを位置づけていただきたい。立地適正化

計画を策定していく上で、コンパクトシティ＆ネットワークを目指しており、基幹交通軸

として前原駅から初までを設定しているが、将来的には中央ルートも加えたい。（委員）

→イメージ図では駅から九大へ直接結ぶような図になっている。実際の運行ルートに合わ

せた図に修正し、中央ルート経由も位置づけたい。（事務局） 

本日いただいた意見を踏まえて計画の修正をさせていただく。修正については会長に一任

していただきたい。（会長） 
（修正について会長に一任することを承認） 

 



 （３）九大線の路線変更及びバス停の設置について 
●事務局より説明。（８～１５ページ） 
・バス停位置については、警察署との事前協議はしているのか。（委員） 
→事前に協議済みである。福岡運輸支局へバス停新設の届出をしたのちに書面による警察

協議となる。（事務局） 
（原案どおり承認） 

（４）農村センター前バス停の移設及びバス停名の変更について（報告） 
●事務局より説明。（１６～１７ページ） 
・農村センター前バス停は、現在下りバス停のみバス停標識があり、上りはその向かいで

停車し、乗降している。今回上りバス停は移設なしとなっているが、バス停標識はどうす

るのか。（委員） 
→上りバス停については新たにバス停標識を設置することとしている。（事務局） 
（５）その他 
次回の公共交通会議については、年度が替わり委員の交代の可能性もあるため、後日調

整させていただきたい。（事務局） 

６ 決定事項 ・パブリックコメントへの対応について承認。 
・糸島市公共交通網形成計画（案）の修正について会長に一任。 
・九大線の路線変更及びバス停の設置について承認。 

７ 懸案事項 特になし。 
 



 
■次回会議；  月  日（ ） ：  ～ 
（予定協議案件） 
▼未定 

 

糸島市地域公共交通会議【第２０回】 

 

平成２９年３月２３日（木）１５時～ 

糸島市役所 新館４階 ２号会議室 

 

● 委員出欠    別紙「委員名簿」（P2）参照 

 

１ 会長あいさつ 

 

２ 経過報告 

  

３ 協  議 

（１） 糸島市公共交通網形成計画（案）パブリックコメント結果について（P3～4） 

※ 別紙資料参照                      【事務局説明】 

 

 

（２） 糸島市公共交通網形成計画（案）について（P5～7及び別冊）  

   ※別紙資料参照 

 

 

（３） 九大線の路線変更及びバス停の設置について 

※ 別紙資料参照 （P8～15）                【事務局説明】 

                      

 

（４） 農村センター前バス停の移設及びバス停名の変更について（報告） 

※ 別紙資料参照 （P16～17）                【事務局説明】 

 

 

（５） その他 

 



糸島市地域公共交通会議委員名簿（敬称略） 平成29年3月23日開催

氏　　名 所　属　・　役　職 規程　第３条 出欠、代理出席

会　長 馬場　貢 糸島市　企画部長
糸島市長又はその指名
する者

○

副会長 柚木　利道 糸島市行政区長会　会長 市民代表 ○

委員 小島　裕之
昭和自動車株式会社
自動車事業本部　副部長

一般乗合旅客自動車運
送事業者

○

委員 森田　秀規
昭和自動車株式会社
タクシー事業部　福岡西部事業所　所長

一般旅客自動車運送事
業者

○

委員 小山　登
一般社団法人福岡市タクシー協会
常務理事

旅客自動車運送事業者
の団体

○

委員 中原　輝夫 ＪＲ筑前前原駅　駅長
その他市長が必要と認め
る者

○

委員 友池　隆 糸島市シニアクラブ連合会　会長 市民代表 ○

委員 西　正博
九州運輸局
福岡運輸支局長

九州運輸局長又はその
指名する者

代理出席
河津　隆幸
（首席運輸企画専門官）

委員 池川　寿美
昭和自動車株式会社
バス乗務員代表

一般旅客自動車運送事業
者の事業用自動車の運転
者が組織する団体

○

委員 大枝　良直
九州大学大学院　工学研究院
環境都市部門　准教授

学識経験を有する者 ×

委員 堺　裕之
福岡県　企画・地域振興部
交通政策課　交通総務係長

その他市長が必要と認め
る者

○

委員 川原　綾二
福岡県　糸島警察署
交通課長

糸島警察署長又はその
指名する者

代理出席
井上　誠司
（交通指導係長）

委員 林田　雄二
福岡国道事務所
福岡西維持出張所長

市内に存する道路の道路管理
者又はその指名する者

代理出席
中野　浩三
（管理第二係長）

委員 酒井　一郎
福岡県福岡県土整備事務所
前原支所　庶務課長

市内に存する道路の道路管理
者又はその指名する者 ○

委員 友池　光洋
糸島市　建設都市部
建設課長

市内に存する道路の道路管理
者又はその指名する者 ○

委員 林　良典
糸島市　建設都市部
都市計画課長

その他市長が必要と認め
る者

○

＜任期＞　平成28年2月12日～平成30年2月11日

＜オブザーバー＞

＜委託事業者＞

矢倉　豊

吉田　貴博

＜事務局＞

阿部　聡寛

岡﨑　正幸

木村　直人

(株)ケー・シー・エス九州支社

(株)ケー・シー・エス九州支社

糸島市　企画部　地域振興課長

糸島市　企画部　地域振興課　課長補佐兼公共交通係長

糸島市　企画部　地域振興課　公共交通係　主査



頁 該当箇所 意見の概略 対応

35

④運賃体系の見直しに関連 　バス運賃は200円定額と
なっていますが、近距離の運
賃が100円になると高齢者の
方が気軽に利用できるように
なると思います。
　また、高齢者優遇措置など
もあるといいと思います。

　バス運賃については、200
円定額制導入前は150円～640
円でした。150円区間だった
利用の運賃については、200
円定額運賃の導入により値上
げとなりましたが、640円区
間の利用については大幅な値
下げとなっています。バスの
持続可能性確保の観点から現
時点では100円運賃及び高齢
者優遇措置の導入は難しい状
況です。
⇒現行のままとします。

73

②分野別の将来像（市民生活）の
実現の「拠点施設へのアクセスの
確保」に関連

　早急に取り組んでいただき
たい。
　バス時刻の見直しとして
は、あごら着を事業開始時刻
に合わせたものとしていただ
きたい。（午前は10時、午後
は13時）

　8-2目標達成に向けた施策
展開の【目標３】【施策①】
において、「市街地循環線の
役割に対応した見直し検討」
について記載しているため、
本意見への回答は包括できて
いると考えます。
⇒現行のままとします。

44

4-2公用交通に関する施策につい
て

　JR筑肥線筑前前原駅から福
岡市中心部までの所要時間の
短縮について、行政としてJR
九州と交渉していただきた
い。

糸島市も会員となっている、
「筑肥線複線化電化促進期成
会」からJR九州に対して毎年
要望活動を行っており、その
中で「快速電車の充実及び普
通電車の高速化」についても
要望しています。本計画にお
いても、8-2目標達成に向け
た施策展開の【目標１】【施
策①】において、「JR筑肥線
の機能の充実」について記載
しているため、本意見への回
答は包括できていると考えま
す。
⇒現行のままとします。

44

4-2公用交通に関する施策につい
て

　高齢者への無料パス券交付
を検討していただきたい。ま
た、バスの乗降について可能
な限り自由乗降できるように
してもらいたい。

　高齢者への無料パス券の交
付については今のところ考え
ていません。なお、平成２９
年４月から高齢者の運転免許
証自主返納対策としてバス回
数券またはタクシーチケット
を配布する事業を予定してい
ます。
　また、自由乗降については
一部自由降車できる区間はあ
りますが、自由乗車について
は運行の安全性の観点から実
施しておりません。
⇒現行のままとします。

糸島市地域公共交通網形成計画（案）に対する市民意見（パブリックコメント）とその対応について



頁 該当箇所 意見の概略 対応

糸島市地域公共交通網形成計画（案）に対する市民意見（パブリックコメント）とその対応について

44

4-2公用交通に関する施策につい
て

　市外からのバス利用者が目
的地に行く際の利便性向上の
ため観光地を巡る循環路線を
検討してはどうか。

　8-2目標達成に向けた施策
展開の【目標６】【施策②】
において、「観光スポットへ
アクセスする公共交通の充実
の検討」について記載してい
るため、本意見への回答は包
括できていると考えます。
⇒現行のままとします。

※頁数については、糸島市地域公共交通網形成計画（案）のものとなっています。



1 

 

第 19回地域公共交通会議及びその後の地域公共交通網形成計画（素案）に対する意見への修正・対応方針（案） 
 

素案 

頁 
ご意見・指摘事項 

修正 

案頁 
修正内容、対応方針 （◎：パブコメ時に既修正、●事前送付資料後の修正） 

19 

21 

○民間の路線バス、昭和バスが運行とあり、表記を統一する。 19 ◎ｐ19を「路線バス（昭和バス）」と修正（ｐ17の表記とあわせる） 

29 ー 29 

ほか 

●「公共交通空白地域」と「公共交通不便地域」が混在、並列記載となっていたので、

「公共交通不便地域」で統一。 

80 ○芥屋線（道目木経由）は本数が少ないからではなく、通学対応ダ

イヤであり、学生減により減少している。 

83 ◎「芥屋線（道目木経由）は通学対応の路線であり、学生数の減少に伴い利用者数は

年間 1000人程度で推移している。」とコメント修正。 

87 

ほか 

○ｐ87の課題整理は分かりにくい。 

○課題のとりまとめから基本方針への流れが分かりにくい。 

・ｐ90～91 の 4 つの項目を基本的な方針とするなら、ｐ87 を課題

と方針に整理する必要があるが、ｐ87 以前の問題点・課題とｐ

87のとりまとめが分かりにくい。 

78 

～ 

89 

94 

 

 

 

 

 

 

 

 

70 

～ 

76 

○公共交通の問題点・課題については、全体的に再構成。 

・「まちづくりとの整合の観点からの課題」が分かりにくさの一つの要因で、内容的に

も「公共交通に求められる役割」とほぼ同じとなることから、公共交通の問題点・課

題は、まちの「公共交通が将来像の実現向けて役割を発揮していくための問題

点・課題」として整理。 

・まちづくりとの整合の観点からの課題（施策の推進）と市民等のニーズへの対応の

観点からの課題は相互に密接に関連していることから、両者を統合したうえで、４

つの大きな課題として再整理し、大きな課題の下に、いくつかの小項目を設定。 

・持続可能性の観点からの課題は、5つ目の大きな課題として整理し、効率的運行と

直接的な利用促進策、地域との協働に特化して記載。 

●課題の構成がわかるように課題項目の一覧を追加。（ｐ98） 

●課題と方針との関係は、94頁に整理。（方向性をｐ92-93に合わせて再整理） 

○市民等のニーズへの対応の観点からの課題（素案ｐ74～79）の住民ニーズのグラフ

等の記載は、「５．市民等の移動ニーズ（各種調査結果）」の最後に移し、「市民等の

移動ニーズ（まとめ）」として記載。●市民の公共交通に対する満足度を追加。 

87 

ほか 

○高齢者に関する記載や会議における意見があったが、目標及び

施策に高齢者自動車事故防止等に係る記載が見当たらない。ど

のように整理しているのか。 

81 

 

 

 

 

116 

○再構成した「課題２高齢者などの交通弱者の生活移動の確保」に「高齢者の交通事

故防止の観点からの公共交通の利用促進」の項目を設けて課題として記載。 

・課題として、まず高齢者にとって分かりやすく使いやすい公共交通の実現をあげ、

次いで公共交通をうまく使う生活スタイルへの意識の転換、運転免許返納の促進

方策の検討を記載。 

○施策展開では、「目標７市民の公共交通に関する理解の促進」の中の「モビリティマ

ネジメント等の展開」に、特に高齢者についての記載を追加し、運転免許返納と公共

交通利用の促進の優先的働きかけ、公共交通への転換促進のための支援策の検

討について追加。 



2 

 

素案 

頁 
ご意見・指摘事項 

修正 

案頁 
修正内容、対応方針 （◎：パブコメ時に既修正、●事前送付資料後の修正） 

ー ○運賃体系 84 

87 

●持続可能性の確保に係る路線バス、コミュニティバスの課題に「適正な運賃体系の

検討」を追加。 

ー ○フリー乗降 87 ●持続可能性の観点からのコミュニティバスの今後の課題から、フリー乗降の検討を

削除。（持続可能性の観点ではないこと、具体的な検討課題にはしていないため） 

90 ○「使いやすい公共交通」と「利用しやすい公共交通」が混在。 92 

ほか 

●「利用しやすい公共交通」に統一。 

95 

～ 

97 

○目標は、ｐ90～91 の方針の下にある説明から導かれているの

か。 

92 

98 

～ 

101 

○目標は、ｐ92～93の方針（方向性）の下の説明から導かれている。 

○2つ目の九州大学・・・、3つ目の観光交流・・・、4つ目の地域全体で連携・協働・・・に

ついては、ほぼ目標と対応しているが、1 つ目の快適で安全・安心な暮らし・・・につ

いては分かりにくいので、目標との対応関係を踏まえて再整理（ｐ92）。 

ー  95 ●自主運行バスの位置づけ・役割を追加。 

94 ○ネットワークイメージに自主運行バスは 2 地区表示があるが、そ

の他はないのか。 

97 ◎志摩校区、怡土校区を追加する旨会議で回答→2地区を図に追加する。 

95 

～ 

97 

－ 98 

～ 

101 

○各数値指標の前に、その数値指標を設定した理由を追記。 

95 ○JR筑肥線 1日平均利用数の目標値の変更。 98 ○JR筑肥線 1日平均利用数の目標値について、新駅の効果が盛り込まれていなかっ

たため、新駅の効果で純増分 2000人を加えた 32,000人を目標値とする。 

95 ○目標 1 の説明に「いと・しま」号があるので、数値目標にも要るの

ではないか。 

98 ◎会議では追加する旨回答したが、今後の実質的な施策があまりないので、説明文か

ら「いと・しま号」を除外し、目標指標は追加しない。 

・ただし、施策展開（ｐ106）においては、いと・しま号のパーク＆ライドは記載。 

95 ○目標のところの方策１の記載が、その前出の記載と少しだけ異な

る。 

98 

103 

ほか 

●「快適で安全・安心な暮らしを支え、分かりやすく利用しやすい公共交通体系の構

築」で統一。 

95 ○目標２、目標３に、フィーダー系統補助と同様に収支率を入れる

か、検討のこと。 

98 

99 

□地域公共交通網計画の数値指標については、市民にも分かりやすく、地域住民等

の取組みの効果が目に見える利用者数とし、収支率はフィーダー系統補助の事業

評価の指標としたい。 

95 ○路線バスも指標に追加。 98 

 

122 

○目標２に、路線バスも市中心部への移動をコミュニティバスとともに担っているため、

路線バスの年間利用者数の数値指標を追加。 

○ｐ122の評価のために収集するデータと収集方法の表にも追加。 

97 ○目標７の指標 100 ○数値指標 高齢者の暮らしを支える公共交通を必要だと思う市民の割合の 

現況値を 89.2％→87.2％、関連して目標値を 95％→92％（概ね 5％増）に修正。 



3 

 

素案 

頁 
ご意見・指摘事項 

修正 

案頁 
修正内容、対応方針 （◎：パブコメ時に既修正、●事前送付資料後の修正） 

97 ○目標７の指標に「市民の公共交通の満足度」があっても良いので

はないか。 

100 ●数値指標 糸島市の公共交通サービスに満足している市民の割合を追加。 

97 ○目標８の指標に自主運行バスも追加。 101 ◎目標８の数値指標として、「自主運行バスの運営地区（校区）数」を追加し、現況値 2

地区、目標値 4地区とする。 

ー  103 ●分かりにくかったので、「取組みの方向性－目標－目標達成に向けた施策」と表題

部を修正し、取組みの方向性はｐ92-93の記載と整合した内容（要旨）に修正。 

101 ○バリアフリーは関係課とも調整し、慎重に記載する。 105 ◎関係課との調整を踏まえて、駅のバリアフリー化は乗降者数から実施すべき個所は

整備済である、整備の優先度は低いため実施施策からは削除。 

●駅施設のバリアフリー化は上記理由でパブコメ案では削除したが、高齢者や障がい

者など誰でも鉄道を利用できる環境を整えることは引き続きの課題であるため追

加。 

102 

112 

○パーク＆ライド、モビリティ・マネジメント等の用語がわかりにく

い。 

106 

116 

◎それぞれの箇所に簡単な説明を付記する。 

○巻末に「用語説明」を追加。（ｐ126～128） 

109 ○鉄道駅における観光情報とバス情報の提供の実施主体 113 ○鉄道駅における観光情報とバス情報の提供の実施主体に糸島市観光協会を追加。 

110 ○観光タクシーは既に実施しているが利用者はわずかである。一

層のＰＲが必要である。観光部局とも調整し、書きぶりに工夫し、

内容を充実する。 

114 ○観光タクシーと路線バスとの連携は現実的にはあり得ないので、観光タクシーの活

用として、情報提供を中心に取組みを進める記載に修正。 

○実施主体に糸島市観光協会を追加。 

ー  117 ●バス利用促進協議会のモニタリング結果による対応方策に「運賃見直し」を追加。 

117 ○ＰＤＣＡサイクルで行うという記載だけでは実効性が乏しい、例え

ば地域公共交通会議に報告するなど、実施に向けた具体方策を

記載する必要がある。 

121 ○各 PDCA サイクルの概要の表に、Ｃ（評価）及びＡ（改善）に、「地域公共交通会議に

おいて実施」、「地域公共交通会議の意見を踏まえ実施」を記載。 

－ ○本計画の取組みで、これまでと変わることを 1頁で簡潔に示す。 － ○別紙として、作成。 

118 ー 122 ◎市民アンケートの実施時期及び観光入込客調査の実施時期を「計画期間終了時」と

修正する。 

118 ー 122 ◎財政負担の健全化は、目標指標には入れていないので、削除する。 

◎数値指標名等の表記を本文とあわせる。 

118 ー 122 ○指標の追加に伴い、記載追加（路線バス利用者数、市民満足度） 

118 ○ｐ118の評価のために収集するデータと収集方法の表に、どの目

標に対応した数値指標であるかの記載があると分かりやすい。 

122 ○表に目標欄を追加し、目標と数値指標の関係がわかるように記載。 

－ 巻末に、検討組織の規約や構成メンバーをつける。 123 ・巻末に、参考 1 として、糸島市地域公共交通会議設置規程及び委員名簿を追加。 

－ 巻末に、用語集をつけてはどうか。 126 ・巻末に、参考 2 として、用語説明を追加。 

 



（３）九大線の路線変更及びバス停の設置について 
 
１．路線変更理由 

九州大学伊都キャンパスへのアクセスを向上させるため、中央ルート（県道津和崎潤線）

が整備されている。中央ルート沿いには東風校区公民館及び東風小学校が立地しており、

ルート周辺に居住する高齢者や、公民館利用者等の交通手段の確保により集客が見込める

ため中央ルート経由の系統を新設する。 

※別紙、図面参照。 

※九大線高田経由は従来のルートを通ることとする。 

 

２．バス停について 

 １）東風公民館前バス停を新設 

 ２）東風小学校東バス停を新設 

  ※別紙図面参照 

  

 

３．実施時期 

   平成２９年５月～６月を予定 

 

４．補足 
・中央ルートは自転車専用レーンが設置されているため、自転車とバスの交錯の防止を図

るための路面表示を行うこととする。 
 
 
 
 
 



中央ルート路線変更図 



○東風小学校東バス停 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○東風公民館前バス停 
 



糸島市コミュニティバス 昭和自動車株式会社

6号車 7号車 8号車 6号車 ２号車 7号車 循環１号 8号車 6号車 7号車 8号車 循環１号 ６号車 7号車 8号車 6号車 8号車

（　経　由　） 波多江 波多江 高田 波多江 高田 波多江 波多江 高田 泊 波多江 高田 波多江 波多江 波多江 高田 泊 高田

前原駅北口 6:50 7:22 7:44 8:53 9:25 9:44 9:49 10:26 11:25
前原駅前 6:51 7:23 7:45 8:54 9:26 9:45 9:50 10:27 11:26
前原 6:52 7:24 7:46 8:55 9:27 9:46 9:51 10:28 11:27

伊都文化会館前 6:54 7:26 7:48 ↓ 9:29 9:48 9:53 10:30 ↓
糸島農協前 6:55 7:27 7:49 ↓ 9:30 9:49 9:54 10:31 ↓

浦志 6:56 7:28 7:50 ↓ 9:31 9:50 9:55 10:32 ↓
潤 6:58 7:30 7:52 ↓ 9:33 9:52 9:57 10:34 ↓

産の宮 6:59 7:31 7:53 ↓ 9:34 9:53 9:58 10:35 ↓
波多江駅 7:01 7:33 7:55 8:05 ↓ 9:36 9:55 10:00 10:37 ↓
周船寺駅 ↓ ↓ 7:45 ↓ 7:55 ↓ 8:45 ↓ ↓ 9:35 ↓ ↓ ↓ 10:50 ↓ 12:05

周船寺小学校前 ↓ ↓ 7:47 ↓ 7:57 ↓ 8:47 ↓ ↓ 9:37 ↓ ↓ ↓ 10:52 ↓ 12:07
高田 ↓ ↓ 7:49 ↓ 7:59 ↓ 8:49 ↓ ↓ 9:39 ↓ ↓ ↓ 10:54 ↓ 12:09

波多江小学校前 ↓ ↓ 7:51 ↓ 8:01 ↓ 8:51 ↓ ↓ 9:41 ↓ ↓ ↓ 10:56 ↓ 12:11
波多江駅西 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 8:11 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
産の宮北 7:03 7:35 7:52 7:57 8:02 8:07 8:13 8:52 ↓ 9:38 9:42 9:57 10:02 10:39 10:57 ↓ 12:12

東風小学校東 7:04 7:36 ↓ 7:58 ↓ 8:08 8:14 ↓ ↓ 9:39 ↓ 9:58 10:03 10:40 ↓ ↓ ↓
東風公民館前 7:05 7:37 ↓ 7:59 ↓ 8:09 8:15 ↓ ↓ 9:40 ↓ 9:59 10:04 10:41 ↓ ↓ ↓
東風小学校入口 ↓ ↓ 7:53 ↓ 8:03 8:05 8:11 8:53 ↓ ↓ 9:43 ↓ ↓ ↓ 10:58 ↓ 12:13

志登 ↓ ↓ 7:54 ↓ 8:04 8:05 8:11 8:54 ↓ ↓ 9:44 ↓ ↓ ↓ 10:59 ↓ 12:14
泊東口 7:06 7:38 7:55 8:00 8:05 8:10 8:16 8:55 ↓ 9:41 9:45 10:00 10:05 10:42 11:00 ↓ 12:15
大塚 7:07 7:39 7:56 8:01 8:06 8:11 8:17 8:56 ↓ 9:42 9:46 10:01 10:06 10:43 11:01 ↓ 12:16

前原公民館前 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 8:57 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:29 ↓
吉原橋 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 8:58 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:30 ↓

医師会病院前 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 8:59 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:31 ↓
新田 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 9:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:32 ↓
油比 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
町頭 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
松隈 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
馬場 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
泊二区 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 9:02 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:34 ↓
泊一区 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 9:03 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:35 ↓
桂木 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 9:05 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 11:37 ↓
泊北口 7:08 7:40 7:57 8:02 8:07 8:12 8:18 8:57 9:06 9:43 9:47 10:02 10:07 10:44 11:02 11:38 12:17
元岡口 7:09 7:41 7:58 8:03 8:08 8:13 8:19 8:58 9:07 9:44 9:48 10:03 10:08 10:45 11:03 11:39 12:18

九大ビッグオレンジ前 7:14 7:46 8:03 8:08 8:13 8:18 8:24 9:03 9:12 9:49 9:53 10:08 10:13 10:50 11:08 11:44 12:23
九大理学部前 7:15 7:47 8:04 8:09 8:14 8:19 8:25 9:04 9:13 9:50 9:54 10:09 10:14 10:51 11:09 11:45 12:24
九大工学部前 7:16 7:48 8:05 8:10 8:15 8:20 8:26 9:05 9:14 9:51 9:55 10:10 10:15 10:52 11:10 11:46 12:25

九 大 線　（　平　日　運　行　）



糸島市コミュニティバス 昭和自動車株式会社

7号車 6号車 8号車 7号車 8号車 6号車 7号車 6号車 8号車 7号車 6号車 8号車 6号車 8号車 7号車 8号車 7号車 7号車

波多江 波多江 高田 泊 高田 波多江 馬場・油比 波多江 高田 馬場・油比 泊 高田 泊 高田 波多江 高田 波多江 波多江 （　経　由　）

12:20 13:45 14:20 15:20 16:00 16:26 17:10 17:45 18:50 19:30 20:40 21:40前原駅北口
12:21 13:46 14:21 15:21 16:01 16:27 17:11 17:46 18:51 19:31 20:41 21:41前原駅前
12:22 13:47 14:22 15:22 16:02 16:28 17:12 17:47 18:52 19:32 20:42 21:42前原
12:24 13:49 ↓ 15:24 ↓ 16:30 ↓ ↓ ↓ 19:34 20:44 21:44伊都文化会館前
12:25 13:50 ↓ 15:25 ↓ 16:31 ↓ ↓ ↓ 19:35 20:45 21:45糸島農協前
12:26 13:51 ↓ 15:26 ↓ 16:32 ↓ ↓ ↓ 19:36 20:46 21:46浦志
12:28 13:53 ↓ 15:28 ↓ 16:34 ↓ ↓ ↓ 19:38 20:48 21:48潤
12:29 13:54 ↓ 15:29 ↓ 16:35 ↓ ↓ ↓ 19:39 20:49 21:49産の宮
12:31 13:56 ↓ 15:31 ↓ 16:37 ↓ ↓ ↓ 19:41 20:51 21:51波多江駅
↓ ↓ 14:10 ↓ 15:15 ↓ ↓ ↓ 17:00 ↓ ↓ 18:00 ↓ 19:05 ↓ 20:05 ↓ ↓ 周船寺駅
↓ ↓ 14:12 ↓ 15:17 ↓ ↓ ↓ 17:02 ↓ ↓ 18:02 ↓ 19:07 ↓ 20:07 ↓ ↓ 周船寺小学校前
↓ ↓ 14:14 ↓ 15:19 ↓ ↓ ↓ 17:04 ↓ ↓ 18:04 ↓ 19:09 ↓ 20:09 ↓ ↓ 高田
↓ ↓ 14:16 ↓ 15:21 ↓ ↓ ↓ 17:06 ↓ ↓ 18:06 ↓ 19:11 ↓ 20:11 ↓ ↓ 波多江小学校前
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 産の宮北
12:33 13:58 14:17 ↓ 15:22 15:33 ↓ 16:39 17:07 ↓ ↓ 18:07 ↓ 19:12 19:43 20:12 20:53 21:53産の宮北
12:34 13:59 ↓ ↓ ↓ 15:34 ↓ 16:40 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 19:44 ↓ 20:54 21:54東風小学校東
12:35 14:00 ↓ ↓ ↓ 15:35 ↓ 16:41 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 19:45 ↓ 20:55 21:55東風公民館前
↓ ↓ 14:18 ↓ 15:23 ↓ ↓ ↓ 17:08 ↓ ↓ 18:08 ↓ 19:13 ↓ 20:13 ↓ ↓ 東風小学校入口
↓ ↓ 14:19 ↓ 15:24 ↓ ↓ ↓ 17:09 ↓ ↓ 18:09 ↓ 19:14 ↓ 20:14 ↓ ↓ 志登
12:36 14:01 14:20 ↓ 15:25 15:36 ↓ 16:42 17:10 ↓ ↓ 18:10 ↓ 19:15 19:46 20:15 20:56 21:56泊東口
12:37 14:02 14:21 ↓ 15:26 15:37 ↓ 16:43 17:11 ↓ ↓ 18:11 ↓ 19:16 19:47 20:16 20:57 21:57大塚
↓ ↓ ↓ 14:24 ↓ ↓ 16:04 ↓ ↓ 17:14 17:49 ↓ 18:54 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 前原公民館前
↓ ↓ ↓ 14:25 ↓ ↓ 16:05 ↓ ↓ 17:15 17:50 ↓ 18:55 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 吉原橋
↓ ↓ ↓ 14:26 ↓ ↓ 16:06 ↓ ↓ 17:16 17:51 ↓ 18:56 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 医師会病院前
↓ ↓ ↓ 14:27 ↓ ↓ 16:07 ↓ ↓ 17:17 17:52 ↓ 18:57 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 新田
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 16:08 ↓ ↓ 17:18 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 油比
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 16:09 ↓ ↓ 17:19 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 町頭
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 16:10 ↓ ↓ 17:20 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 松隈
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 16:11 ↓ ↓ 17:21 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 馬場
↓ ↓ ↓ 14:29 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:54 ↓ 18:59 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 泊二区
↓ ↓ ↓ 14:30 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:55 ↓ 19:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 泊一区
↓ ↓ ↓ 14:32 ↓ ↓ 16:13 ↓ ↓ 17:23 17:57 ↓ 19:02 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 桂木
12:38 14:03 14:22 14:33 15:27 15:38 16:14 16:44 17:12 17:24 17:58 18:12 19:03 19:17 19:48 20:17 20:58 21:58泊北口
12:39 14:04 14:23 14:34 15:28 15:39 16:15 16:45 17:13 17:25 17:59 18:13 19:04 19:18 19:49 20:18 20:59 21:59元岡口
12:44 14:09 14:28 14:39 15:33 15:44 16:20 16:50 17:18 17:30 18:04 18:18 19:09 19:23 19:54 20:23 21:04 22:04九大ビッグオレンジ前
12:45 14:10 14:29 14:40 15:34 15:45 16:21 16:51 17:19 17:31 18:05 18:19 19:10 19:24 19:55 20:24 21:05 22:05九大理学部前
12:46 14:11 14:30 14:41 15:35 15:46 16:22 16:52 17:20 17:32 18:06 18:20 19:11 19:25 19:56 20:25 21:06 22:06九大工学部前

九 大 線　（　平　日　運　行　）



糸島市コミュニティバス 昭和自動車株式会社

九 大 線　（　平　日　運　行　）

6号車 7号車 8号車 6号車 7号車 8号車 6号車 7号車 6号車 8号車 循環１号 7号車 8号車 6号車 7号車 6号車 8号車

（　経　由　） 泊 波多江 高田 泊 波多江 高田 泊 馬場・油比 波多江 高田 波多江 泊 高田 波多江 波多江 波多江 高田

九大工学部前 7:19 7:51 8:20 8:13 8:36 9:10 9:17 9:55 10:22 10:25 10:30 11:00 11:40 12:10 13:00 14:40 14:50
九大ビッグオレンジ前 7:20 7:52 8:21 8:14 8:37 9:11 9:18 9:56 10:23 10:26 10:31 11:01 11:41 12:11 13:01 14:41 14:51
九大センターゾーン入口 7:21 7:53 8:22 8:15 8:38 9:12 9:19 9:57 10:24 10:27 10:32 11:02 11:42 12:12 13:02 14:42 14:52

元岡口 7:25 7:57 8:26 8:19 8:42 9:16 9:23 10:01 10:28 10:31 10:36 11:06 11:46 12:16 13:06 14:46 14:56
泊北口 7:26 7:58 8:27 8:20 8:43 9:17 9:24 10:02 10:29 10:32 10:37 11:07 11:47 12:17 13:07 14:47 14:57
桂木 7:27 ↓ ↓ 8:21 ↓ ↓ 9:25 10:03 ↓ ↓ ↓ 11:08 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
泊一区 7:29 ↓ ↓ 8:23 ↓ ↓ 9:27 ↓ ↓ ↓ ↓ 11:10 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
泊二区 7:30 ↓ ↓ 8:24 ↓ ↓ 9:28 ↓ ↓ ↓ ↓ 11:11 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
馬場 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 10:05 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
松隈 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 10:06 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
町頭 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 10:07 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
油比 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 10:08 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
新田 7:32 ↓ ↓ 8:26 ↓ ↓ 9:30 10:09 ↓ ↓ ↓ 11:13 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

医師会病院前 7:33 ↓ ↓ 8:27 ↓ ↓ 9:31 10:10 ↓ ↓ ↓ 11:14 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
吉原橋 7:34 ↓ ↓ 8:28 ↓ ↓ 9:32 10:11 ↓ ↓ ↓ 11:15 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

前原公民館前 7:35 ↓ ↓ 8:29 ↓ ↓ 9:33 10:12 ↓ ↓ ↓ 11:16 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
大塚 ↓ 7:59 8:28 ↓ 8:44 9:18 ↓ ↓ 10:30 10:33 10:38 ↓ 11:48 12:18 13:08 14:48 14:58
泊東口 ↓ 8:00 8:29 ↓ 8:45 9:19 ↓ ↓ 10:31 10:34 10:39 ↓ 11:49 12:19 13:09 14:49 14:59
志登 ↓ ↓ 8:30 ↓ ↓ 9:20 ↓ ↓ ↓ 10:35 ↓ ↓ 11:50 ↓ ↓ ↓ 15:00

東風小学校入口 ↓ ↓ 8:31 ↓ ↓ 9:21 ↓ ↓ ↓ 10:36 ↓ ↓ 11:51 ↓ ↓ ↓ 15:01
東風公民館前 ↓ 8:01 ↓ ↓ 8:46 ↓ ↓ ↓ 10:32 ↓ 10:40 ↓ ↓ 12:20 13:10 14:50 ↓
東風小学校東 ↓ 8:02 ↓ ↓ 8:47 ↓ ↓ ↓ 10:33 ↓ 10:41 ↓ ↓ 12:21 13:11 14:51 ↓

産の宮北 ↓ 8:03 8:32 ↓ 8:48 9:22 ↓ ↓ 10:34 10:37 10:42 ↓ 11:52 12:22 13:12 14:52 15:02
波多江小学校前 ↓ ↓ 8:33 ↓ ↓ 9:23 ↓ ↓ ↓ 10:38 ↓ ↓ 11:53 ↓ ↓ ↓ 15:03

高田 ↓ ↓ 8:35 ↓ ↓ 9:25 ↓ ↓ ↓ 10:40 ↓ ↓ 11:55 ↓ ↓ ↓ 15:05
周船寺小学校前 ↓ ↓ 8:37 ↓ ↓ 9:27 ↓ ↓ ↓ 10:42 ↓ ↓ 11:57 ↓ ↓ ↓ 15:07

周船寺駅 ↓ ↓ 8:39 ↓ ↓ 9:29 ↓ ↓ ↓ 10:44 ↓ ↓ 11:59 ↓ ↓ ↓ 15:09
波多江駅 ↓ 8:05 ↓ 8:50 ↓ ↓ 10:36 10:44 ↓ 12:24 13:14 14:54
産の宮 ↓ ↓ 8:52 ↓ ↓ 10:38 10:46 ↓ 12:26 13:16 14:56
潤 ↓ ↓ 8:53 ↓ ↓ 10:39 10:47 ↓ 12:27 13:17 14:57
浦志 ↓ ↓ 8:55 ↓ ↓ 10:41 10:49 ↓ 12:29 13:19 14:59

糸島農協前 ↓ ↓ 8:56 ↓ ↓ 10:42 10:50 ↓ 12:30 13:20 15:00
伊都文化会館前 ↓ ↓ 8:57 ↓ ↓ 10:43 10:51 ↓ 12:31 13:21 15:01

前原 7:37 8:31 8:59 9:35 10:14 10:45 10:53 11:18 12:33 13:23 15:03
前原駅前 7:38 8:32 9:00 9:36 10:15 10:46 10:54 11:19 12:34 13:24 15:04
前原駅北口 7:39 8:33 9:01 9:37 10:16 10:47 10:55 11:20 12:35 13:25 15:05



糸島市コミュニティバス 昭和自動車株式会社

九 大 線　（　平　日　運　行　）

7号車 6号車 8号車 7号車 6号車 8号車 7号車 6号車 8号車 6号車 8号車 7号車 8号車 7号車 7号車

波多江 波多江 高田 波多江 波多江 高田 波多江 波多江 高田 波多江 高田 波多江 高田 波多江 波多江 （　経　由　）

15:05 16:20 16:35 16:40 17:15 17:35 17:45 18:20 18:40 19:19 19:40 20:10 20:40 21:10 22:10九大工学部前
15:06 16:21 16:36 16:41 17:16 17:36 17:46 18:21 18:41 19:20 19:41 20:11 20:41 21:11 22:11九大ビッグオレンジ前
15:07 16:22 16:37 16:42 17:17 17:37 17:47 18:22 18:42 19:21 19:42 20:12 20:42 21:12 22:12九大センターゾーン入口
15:11 16:26 16:41 16:46 17:21 17:41 17:51 18:26 18:46 19:25 19:46 20:16 20:46 21:16 22:16元岡口
15:12 16:27 16:42 16:47 17:22 17:42 17:52 18:27 18:47 19:26 19:47 20:17 20:47 21:17 22:17泊北口
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 桂木
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 泊一区
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 泊二区
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 馬場
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 松隈
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 町頭
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 油比
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 新田
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 医師会病院前
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 吉原橋
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 前原公民館前
15:13 16:28 16:43 16:48 17:23 17:43 17:53 18:28 18:48 19:27 19:48 20:18 20:48 21:18 22:18大塚
15:14 16:29 16:44 16:49 17:24 17:44 17:54 18:29 18:49 19:28 19:49 20:19 20:49 21:19 22:19泊東口
↓ ↓ 16:45 ↓ ↓ 17:45 ↓ ↓ 18:50 ↓ 19:50 ↓ 20:50 ↓ ↓ 志登
↓ ↓ 16:46 ↓ ↓ 17:46 ↓ ↓ 18:51 ↓ 19:51 ↓ 20:51 ↓ ↓ 東風小学校入口
15:15 16:30 ↓ 16:50 17:25 ↓ 17:55 18:30 ↓ 19:29 ↓ 20:20 ↓ 21:20 22:20東風公民館前
15:16 16:31 ↓ 16:51 17:26 ↓ 17:56 18:31 ↓ 19:30 ↓ 20:21 ↓ 21:21 22:21東風小学校東
15:17 16:32 16:47 16:52 17:27 17:47 17:57 18:32 18:52 19:31 19:52 20:22 20:52 21:22 22:22産の宮北
↓ ↓ 16:48 ↓ ↓ 17:48 ↓ ↓ 18:53 ↓ 19:53 ↓ 20:53 ↓ ↓ 波多江小学校前
↓ ↓ 16:50 ↓ ↓ 17:50 ↓ ↓ 18:55 ↓ 19:55 ↓ 20:55 ↓ ↓ 高田
↓ ↓ 16:52 ↓ ↓ 17:52 ↓ ↓ 18:57 ↓ 19:57 ↓ 20:57 ↓ ↓ 周船寺小学校前
↓ ↓ 16:54 ↓ ↓ 17:54 ↓ ↓ 18:59 ↓ 19:59 ↓ 20:59 ↓ ↓ 周船寺駅
15:19 16:34 16:54 17:29 17:59 18:34 19:33 20:24 21:24 22:24波多江駅
15:21 16:56 17:31 18:01 18:36 19:35 20:26 21:26 22:26産の宮
15:22 16:57 17:32 18:02 18:37 19:36 20:27 21:27 22:27潤
15:24 16:59 17:34 18:04 18:39 19:38 20:29 21:29 22:29浦志
15:25 17:00 17:35 18:05 18:40 19:39 20:30 21:30 22:30糸島農協前
15:26 17:01 17:36 18:06 18:41 19:40 20:31 21:31 22:31伊都文化会館前
15:28 17:03 17:38 18:08 18:43 19:42 20:33 21:33 22:33前原
15:29 17:04 17:39 18:09 18:44 19:43 20:34 21:34 22:34前原駅前
15:30 17:05 17:40 18:10 18:45 19:44 20:35 21:35 22:35前原駅北口



糸島市コミュニティバス 昭和自動車株式会社

6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車
（　経　由　） 波多江 波多江 波多江 泊 泊 波多江 泊 油比 泊

前原駅北口 8:30 9:30 10:30 11:30 13:30 14:30 16:30 17:30 18:35
前原駅前 8:31 9:31 10:31 11:31 13:31 14:31 16:31 17:31 18:36
前原 8:32 9:32 10:32 11:32 13:32 14:32 16:32 17:32 18:37
伊都文化会館前 8:34 9:34 10:34 ↓ ↓ 14:34 ↓ ↓ ↓
糸島農協前 8:35 9:35 10:35 ↓ ↓ 14:35 ↓ ↓ ↓
浦志 8:36 9:36 10:36 ↓ ↓ 14:36 ↓ ↓ ↓
潤 8:38 9:38 10:38 ↓ ↓ 14:38 ↓ ↓ ↓
産の宮 8:39 9:39 10:39 ↓ ↓ 14:39 ↓ ↓ ↓
波多江駅 8:41 9:41 10:41 ↓ ↓ 14:41 ↓ ↓ ↓
産の宮北 8:43 9:43 10:43 ↓ ↓ 14:43 ↓ ↓ ↓
東風小学校東 8:44 9:44 10:44 ↓ ↓ 14:44 ↓ ↓ ↓
東風公民館前 8:45 9:45 10:45 ↓ ↓ 14:45 ↓ ↓ ↓
泊東口 8:46 9:46 10:46 ↓ ↓ 14:46 ↓ ↓ ↓
大塚 8:47 9:47 10:47 ↓ ↓ 14:47 ↓ ↓ ↓
前原公民館前 ↓ ↓ ↓ 11:34 13:34 ↓ 16:34 17:34 18:39
吉原橋 ↓ ↓ ↓ 11:35 13:35 ↓ 16:35 17:35 18:40
医師会病院前 ↓ ↓ ↓ 11:36 13:36 ↓ 16:36 17:36 18:41
新田 ↓ ↓ ↓ 11:37 13:37 ↓ 16:37 17:37 18:42
油比 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:38 ↓
町頭 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:39 ↓
松隈 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:40 ↓
馬場 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:41 ↓
泊二区 ↓ ↓ ↓ 11:39 13:39 ↓ 16:39 ↓ 18:44
泊一区 ↓ ↓ ↓ 11:40 13:40 ↓ 16:40 ↓ 18:45
桂木 ↓ ↓ ↓ 11:42 13:42 ↓ 16:42 17:43 18:47
泊北口 8:48 9:48 10:48 11:43 13:43 14:48 16:43 17:44 18:48
元岡口 8:49 9:49 10:49 11:44 13:44 14:49 16:44 17:45 18:49
九大ビッグオレンジ前 8:54 9:54 10:54 11:49 13:49 14:54 16:49 17:50 18:54
九大理学部前 8:55 9:55 10:55 11:50 13:50 14:55 16:50 17:51 18:55
九大工学部前 8:56 9:56 10:56 11:51 13:51 14:56 16:51 17:52 18:56

6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車 6号車

（　経　由　） 泊 泊 油比 泊 波多江 波多江 波多江 波多江 波多江

九大工学部前 9:00 10:00 11:00 11:55 14:00 15:00 17:00 18:00 19:00
九大ビッグオレンジ前 9:01 10:01 11:01 11:56 14:01 15:01 17:01 18:01 19:01
九大センターゾーン入口 9:02 10:02 11:02 11:57 14:02 15:02 17:02 18:02 19:02
元岡口 9:06 10:06 11:06 12:01 14:06 15:06 17:06 18:06 19:06
泊北口 9:07 10:07 11:07 12:02 14:07 15:07 17:07 18:07 19:07
桂木 9:08 10:08 11:08 12:03 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
泊一区 9:10 10:10 ↓ 12:05 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
泊二区 9:11 10:11 ↓ 12:06 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
馬場 ↓ ↓ 11:10 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
松隈 ↓ ↓ 11:11 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
町頭 ↓ ↓ 11:12 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
油比 ↓ ↓ 11:13 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
新田 9:13 10:13 11:14 12:08 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
医師会病院前 9:14 10:14 11:15 12:09 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
吉原橋 9:15 10:15 11:16 12:10 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
前原公民館前 9:16 10:16 11:17 12:11 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
大塚 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:08 15:08 17:08 18:08 19:08
泊東口 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:09 15:09 17:09 18:09 19:09
東風公民館前 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:10 15:10 17:10 18:10 19:10
東風小学校東 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:11 15:11 17:11 18:11 19:11
産の宮北 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:12 15:12 17:12 18:12 19:12
波多江駅 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:14 15:14 17:14 18:14 19:14
産の宮 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:16 15:16 17:16 18:16 19:16
潤 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:17 15:17 17:17 18:17 19:17
浦志 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:19 15:19 17:19 18:19 19:19
糸島農協前 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:20 15:20 17:20 18:20 19:20
伊都文化会館前 ↓ ↓ ↓ ↓ 14:21 15:21 17:21 18:21 19:21
前原 9:18 10:18 11:19 12:13 14:23 15:23 17:23 18:23 19:23
前原駅前 9:19 10:19 11:20 12:14 14:24 15:24 17:24 18:24 19:24
前原駅北口 9:20 10:20 11:21 12:15 14:25 15:25 17:25 18:25 19:25

九大線 ( 土・日・祝・日運行）　

九大線 ( 土・日・祝・日運行）



（４）農村センターバス停の移設及びバス停名の変更について 
 
１．経緯 

福岡市農村センターについては既に廃止されており、農村センター跡地は福岡市から民

間に売却された。跡地に商業施設を建設する予定があり、現バス停位置が出入口にかかる

ため、バス停を移設し、バス停名を変更することとする。 

 

２．新バス停名 

飯氏北バス停 

  

３．移設場所 

 別紙、図面参照 ※上り（前原方面行き）バス停は移設なし。 

 

４．移設時期 

   平成２９年１０月～１２月を予定 

 

５．補足 
バス路線上の移設であるため、公共交通会議での承認案件ではないが、報告するもの。 
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１．地域公共交通網形成計画の概要  
 

 

 

  



2 

１-１ 計画の背景と目的 

（１）計画の背景 

糸島市では、平成 23 年 3 月に、高齢者をはじめとした多様な交通ニーズに対応するための

交通体系を構築することを目的とした「糸島市地域交通計画」（計画期間：平成 23 年度～平成

32 年度の 10 年間）を策定し、基本方針である『便利で効率的な公共交通網の構築』に基づ

いて、各種施策を進めてきています。その成果として、コミュニティバスの利用者数が年々微

増しているなど、取り組みの効果も徐々に見えてきているところであります。 

しかし、同計画は 10 年間の計画期間とするものの、各種施策については 5 年間で実施する

こととしており、策定から 5 年経過し、これまでの取り組み状況や成果等も含めて、見直しの

時期を迎えています。 

一方で、糸島市では、平成 28 年 3 月に「第 1 次糸島市長期総合計画 後期基本計画」と「糸

島市総合戦略」を策定しています。「第 1 次糸島市長期総合計画 後期基本計画」では、前期基

本計画を引き継ぎ、基本構想の実現に向けてより一層進めていくための具体的な施策等を示し

ており、公共交通に関しては、渡船の利用者数増加や市内バスの利便性向上、自主運行バス事

業の展開による交通不便地域の縮減等が記載されています。また、「糸島市総合戦略」では、移

住促進や観光客の誘致等を推進する中で、便利で効率的、安全・安心な公共交通の充実を図っ

ていくことが記載されています。こうした市の上位計画等の策定を受けて、今後のまちづくり

を前進させていくためにも、公共交通に求められる役割はますます大きくなっています。 

このような中、平成 25 年 12 月には『交通政策基本法』が施行され、その中では国民等の

交通に対する基本的なニーズの充足、交通の機能の確保および向上、交通による環境への負荷

の低減、交通の適切な役割分担および有機的かつ効率的な連携など、交通に関する基本理念等

が定められました。また、“まちづくり”などとの連携や行政・交通事業者・住民その他の関係

者の連携・協働の促進などが規定されるとともに、市町村をはじめとする地方公共団体の責務

として、地域の特性に応じた交通施策を策定・実施することなどが明記されています。 

本市においても、前述した公共交通やまちづくりに関する課題の変化に対応していく必要が

あり、将来にわたって市民の生活を支える持続可能な公共交通体系の構築、並びに域内外の移

動を支え地域の活性化に寄与する公共交通体系の構築に向けた総合的な計画を策定するととも

に、行政・交通事業者・市民などの関係者が一丸となって、効果的・効率的な施策展開を推進

していくため、「糸島市地域公共交通網形成計画」を策定するものです。 

 

（２）計画の目的 

以上のような背景を踏まえ、糸島市地域公共交通網形成計画は、「糸島市地域交通計画」、「第

1 次糸島市長期総合計画 後期基本計画」並びに「糸島市総合戦略」に基づき地域が目指す将来

像を実現していくための公共交通のあり方を検討するとともに、将来にわたって市民の生活を

支える持続可能な地域公共交通体系の構築に向けた取り組みを定めるものです。  
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１-２ 計画の位置づけ 

糸島市地域公共交通網形成計画は、市政における全ての施策の基本となり本市の今後の進む

べき方向を明確にするための総合的・長期的な計画である「第 1 次糸島市長期総合計画 後期基

本計画」に基づくもので、「糸島市総合戦略」などの将来都市構造の形成に関する計画や保健福

祉、文化芸術、環境などの各種計画と連携を図りながら、コンパクトな連携都市の形成促進を

目指すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第 1次糸島市都市計画 

マスタープラン（H25.3） 

 

糸島市地域公共交通網

形成計画 

＜基本理念＞ 

『『知域力』を生かした 快適交流

と自立のまち いとしま』 

＜将来像＞ 

『コンパクトで魅力的な地域がネット

ワークする生活交流都市』 

＜公共交通の役割＞ 

◆公共施設や市街地間をネットワ

ークするバス路線網の形成 

◆交通弱者に配慮し公共交通の

拡充・強化 

◆離島住民の生活を支える航路

の確保 

糸島市次世代育成支援対策行

動計画（H27.3） 

糸島市地域福祉計画・地域福祉

活動計画（H26.3） 

 

糸島市高齢者保健福祉計画・第

6期介護保険事業計画

（H27.3） 

 

第 4期糸島市障害福祉計画

（H27.3） 

 

糸島市観光振興基本計画

（H23.3） 

他分野のまちづくり 将来都市構造の形成 

まち・ひと・しごと創生 

糸島市総合戦略（H28.3） 

 

第 1次糸島市長期総合計画（H23.3） 

『人も元気 まちも元気 新鮮都市 いとしま』 

コンパクトな多核連携都市の形成促進 

連 携 

糸島市健康増進計画

（H23.12） 

 

▲地域公共交通網形成計画の位置づけ 
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１-３ 地域が目指す将来像 

糸島市政における全ての施策の基本となる「第１次糸島市長期総合計画」では、「人と自然と文

化を生かした協働のまちづくり」という考えのもと、『人も元気 まちも元気 新鮮都市 いとし

ま』を将来像として、３つの市民行動指針、３つの成長戦略を設定しています。また、都市の将

来像を描いた「第１次糸島市都市計画マスタープラン」では『「知域力」を生かした快適交流と自

立のまち いとしま』を基本理念として、集約型都市を構成する３つの要素を定めています。本計

画においてもこれらを“地域が目指す将来像”として定めます。 

 

▼地域が目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１次糸島市長期総合計画 

第１次糸島市都市計画マスタープラン 

目指すべき都市像 

『知域力』を生かした快適交流と自立のまち いとしま 

ゾーン 土地利用のまとまり 

拠点  都市機能が集約する場 

連携軸 多様な交流や連携を支える交通ネットワーク 

集
約
型
都
市
を

構
成
す
る
要
素 
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１-４ 計画の対象区域と計画期間 

（１）計画の区域 

本計画は、糸島市の行政区域全域を対象とします。 

ただし、複数市町村にまたがる路線等を考慮し、場合により近隣市町村を対象とします。 

 

 

（２）計画期間 

本計画の計画期間は、平成 29 年４月から平成 34 年３月までの５か年とします。 
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１-５ 計画の構成 

糸島市地域公共交通網形成計画は、以下の項目で構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

糸島市の地域特性と公共交通の現状 

本市の地勢や人口、通勤・通学、公共交通の状況などを

整理しています。 

計画の基本理念・方針及び目標 

地域が目指す将来像や、公共交通に求められる役割など

を踏まえ、本市における公共交通のあり方（目指す将来

像）と基本方針を定めています。 

また、計画の目標や目標の達成状況を評価するための

数値指標を定めています。 

市民等の移動ニーズ 

（各種調査結果） 

計画策定にあたって実施した各

種調査結果の概要を整理してい

ます。 

糸島市の公共交通の問題点・課題 

本市の地域公共交通の問題点・課題を整理しています。 

取り組みの方向性と施策展開 

目標を達成するために行う事業や、実施期間、実施主体

などを定めています。 

将来のまちづくりの方向性 

上位・関連計画をもとに将来のまち

づくりの方向性を整理し、各種計画

で求められている公共交通の役割

を整理しています。 

今後の進め方 

計画を推進していくための各主体の役割を定めていま

す。また、計画達成状況の評価の考え方や、改善のプロ

セスなどを定めています。 

糸島市地域交通計画の実施状況 

平成 23年 3月に策定した糸島市地域交通計画に記載さ

れた各種施策の実施状況を整理しています。 
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２．糸島市の地域特性と公共交通の現状  
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２-１ 地域特性 

（１） 地勢 

○福岡県の西部の糸島半島に位置し、市北側には玄界灘に面した美しい海岸線が広がり、また、

市南側には背振山系の山々が連なっています。そして、それらの中間部には糸島平野と呼ば

れるなだらかな田園地帯が広がり、JR 筑肥線と国道 202 号沿線を中心に市街地が形成され

ています。 

 

〇東は福岡市、西は佐賀県唐津市、南は佐賀市と接し、福岡市の中心部天神から JR 筑肥線筑

前前原駅、また西九州自動車道前原インターチェンジともにおよそ30分の時間距離であり、

博多駅や福岡空港にも直通でアクセスでき、交通利便性が高い地域です。 

 

  

   

▲糸島市の位置 
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（２） 人口 

① 人口の推移 

〇糸島市の総人口は、1970 年（昭和 45 年）から増加し、2010 年（平成 22 年）をピーク

に減少に転じ、2040 年（平成 52 年）には 8.3 万人、2060 年（平成 72 年）には 6.6 万

人となると見込まれています。 

○糸島市では平成 27 年度に「まち・ひと・しごと創生糸島市総合戦略」を策定し、その各種施

策を確実に実施することにより、自然増及び社会増効果を見込み、2020 年（平成 32 年）に、

本市の総合計画の目標である、10 万 2 千人をほぼ達成し、以後、2040 年（平成 52 年）に

9 万 9 千人、2060 年（平成 72 年）に 8 万 9 千人の人口を維持するとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：糸島市人口ビジョン ▲ 糸島市の人口推移と将来推計人口 



10 

② 人口分布 

〇人口は JR 筑肥線沿線に集中しており、その他、志摩地区の一部や曽根地区で集中しています。 

○また、高齢化率をみると、高齢化率が 40%を超えている箇所が点在しており、高齢化問題が顕

著となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：人口：平成 22年国勢調査、施設位置：国土数値情報 

▲ 糸島市の 500ｍメッシュ総人口(Ｈ22) 

▲ 糸島市の 500ｍメッシュ高齢化率(Ｈ22) 
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（３） 土地利用 

○国道 202 号を挟んで 500m から 1 ㎞の市街地が広がり、市街地の北側と南側が農業地帯、

海岸沿いと中山間地には広大な森林地帯が広がる形態となっています。 

○用途地域内では、JR 筑前前原駅前周辺を中心に商店街が形成されているが、モータリゼーシ

ョンの進展や福岡市との交通基盤が整備されるにつれて、国道 202 号沿線にサービス業が多

数立地し、中心市街地の商業の衰退が進んでいっています。用途地域周辺では、大規模な区

画整理事業による住宅開発などが行われ、市街地の拡大が進んでいっています。 

〇また、本市の北部に九州大学伊都キャンパスが立地したことで、学生や教職員など大学関係

者の住宅用地、関連産業などの新たな宅地需要が高まっていることから、市街地内の未利用

地の活用や、都市計画法の市街地区域内の農用地の転換による有効活用をすすめつつ、土地

区画整理事業などを活用して、農業や林業との調和を図りながら、計画的に都市的土地利用

への転換を進めています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 土地利用現況図 

出典：糸島市国土利用計画  
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（４） 主要施設 

①商業施設 

○大規模商業施設は国

道 202 号の沿線に

集中しており、その

他、今宿バイパス沿

線に立地しています。 

○また、イオン志摩シ

ョッピングセンター

が志摩津和崎に立地

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②医療施設 

○医療施設は筑肥線沿

線に多く立地してい

ます。 

○特に市民が良く利用

する病院としては、

前原地区の医師会病

院などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 糸島市の大型商業施設の分布（店舗面積 1,000㎡以上） 

出典：全国大型小売店総覧

2014（東洋経済統計） 

▲ 糸島市の医療施設の分布 

出典：国土数値情報 

凡例 

●ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

●スーパー 

●ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ 

●専門店 

凡例 

■病院 

■医院・診療所 

■歯科 
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③公的施設 

○糸島市内には各地区に

おいて、公民館、運動

施設、福祉施設が立地

しています。 

○総合運動公園が雷山運

動広場隣接地に平成

35 年完成をめざし、

整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④教育施設 

○糸島市内には小学校が

1７校（うち分校１校）、

中学校が７校（うち分

校 1 校）、高校が２校

立地しています。 

○また、糸島市と福岡市

西区に跨るエリアに九

州大学伊都キャンパス

が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 糸島市の公的施設の分布 
出典：糸島市 HP 

▲ 糸島市の教育施設の分布 

出典：糸島市 HP 

凡例 

■運動施設 

■福祉施設 

■文化施設 

凡例 

■小学校 

■中学校 

■高等学校 

■大学 



14 

⑤観光資源 

○市内には、日本の歴史を

探訪する上で貴重な遺

跡が点在しています。中

でも、怡土地域には、国

宝に指定されている「内

行花文鏡」が出土した平

原遺跡や三雲井原遺跡

などの歴史資源が豊富

で、これらの遺物を展示

する伊都国歴史博物館

があります。 

○また、市の玄界灘に面し

た地域には、鳴き砂で知

られる姉子の浜、サーフ

ァーで賑わう幣の浜、桜

井二見ヶ浦の夫婦岩な

ど、玄界国定公園にも指

定された美しく変化に

富んだ海岸線が続いて

います。 

 

 

 

 

 

  

▲ 糸島市の観光資源の分布 

出典：糸島市観光振興基本計画 

凡例 

■史跡・遺跡 

●自然 
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（５） 人の移動特性 

① 通勤の状況 

〇糸島市内には約 45,800 人の就業者が常住しており、そのうちの約 5 割にあたる約 23,470

人は市内で就業し、約 5 割は市外に通勤しています。 

〇市外の通勤先で最も多いのは福岡市西区で約 6,800 人が通勤しており、次いで福岡市中央区が

4,200 人、福岡市博多区が約 4,000 人となっています。 

〇一方、市外から糸島市への就業者は福岡市西区からが約 2,700 人、福岡市早良区が約 800 人

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 糸島市と主な通勤先市町との通勤流動 

 

出典：平成 22年国勢調査 

 

福岡市 

中央区 

福岡市 

博多区 

福岡市 

西区 

6,789人 

福岡市 

南区 

福岡市 

早良区 

福岡市 

東区 

2,709

人 

471人 

1,965人 
789 人 

4,166人 

3,989人 

924人 

582 人 

福岡市 

城南区 

513人 

糸島市内 

23,470人 
唐津市 
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② 通学の状況 

〇糸島市内には約 6,000 人の通学者が常住しており、そのうちの約 3 割にあたる約 1,800 人は

市内の学校に通学し、約 7 割は市外の学校に通学しています。 

〇市外の通学先で最も多いのは福岡市西区で約 1,500 人が通学しており、次いで福岡市早良区市

が約 440 人、福岡市中央区が約 420 人となっています。 

〇一方、糸島市内には約 2,400 人が通学しており、そのうちの約 1 割が市外から通学していま

す。 

〇市外からの通学者が最も多いのは福岡市西区で約 212 人が糸島市に通学しており、次いで福岡

市早良区から約 37 人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 糸島市と主な通学先市町との通学流動 

 

出典：平成 22年国勢調査 

 

糸島市内 

1,816 人 

福岡市 

中央区 

福岡市 

博多区 

太宰府市 

福岡市 

西区 

1,542人 

福岡市 

南区 

福岡市 

早良区 

福岡市 

東区 

212人 

440人 
37人 

420 人 

323人 

318人 

137人 

福岡市 

城南区 

412人 
80人 
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２-２ 公共交通の現状 

（１） 運行状況 

〇糸島市内には、福岡市や唐津市といった東西方向への移動を鉄道（ＪＲ筑肥線）が担っており、

市内には路線バス（昭和バス）やそれを補うコミュニティバスが、また、姫島には航路が運行

されています。 

○また、福吉校区と一貴山校区の 2 校区においては、自主運行バスが運行されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

－ 路線バス 

－ ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 

－ 自主運行バス 

－ 市営渡船 

 

▲ 糸島市内の公共交通ネットワーク 

出典：国土数値情報、糸島市資料、西鉄バスホームページ 
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①  JR筑肥線 

〇糸島市内には波多江、筑前前原、美咲が丘、加布里、一貴山、筑前深江、大入、福吉、鹿家の

９駅があります。 

○運行本数は、筑前前原駅を境に異なっており、筑前前原以東は日中、およそ１５分間隔で運行

されており、以西ではおよそ３０分間隔で運行されています。 

〇また、JR 筑肥線では快速電車が１日上下 10 本運行されており、糸島市内の停車駅は平日が波

多江、筑前前原、筑前深江となっており、休日は筑前前原、筑前深江となっています。 

 

▼ JR筑肥線の運行本数（上段：平日、下段：休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出店：JR九州ホームページ、H28.3.26改正 
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博多方面 2 5 9 5 5 5 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 1 0 77
唐津方面 0 3 5 6 6 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 3 2 77
博多方面 2 6 8 6 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 2 1 0 77
唐津方面 1 1 2 3 3 4 2 2 2 2 3 2 3 4 4 4 3 2 3 0 50
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博多方面 2 4 4 2 2 1 2 2 3 2 2 1 3 3 2 2 3 1 0 0 41
唐津方面 1 1 1 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 3 2 1 40
博多方面 3 3 5 2 2 0 2 3 2 2 2 1 3 3 2 3 2 1 0 0 41
唐津方面 1 0 2 2 3 1 2 3 2 2 2 1 3 2 2 4 2 2 3 1 40
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博多方面 3 3 4 3 5 3 5 3 5 4 3 5 3 4 4 5 3 2 1 0 68
唐津方面 0 1 4 3 4 4 4 5 4 4 4 4 4 3 5 4 3 3 3 2 68
博多方面 3 3 4 5 5 5 4 4 4 4 4 5 5 4 4 4 3 2 1 0 73
唐津方面 1 1 2 3 1 3 3 2 3 3 2 2 3 4 2 2 2 3 3 0 45
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博多方面 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 1 0 0 37
唐津方面 1 1 2 2 1 2 1 3 2 2 2 2 2 3 2 2 1 3 3 1 38

波多江

波多江

筑前前原

美咲が丘

加布里

一貴山

筑前深江

大入

福吉

鹿家

福吉

鹿家

筑前前原

美咲が丘

加布里

一貴山

筑前深江

大入
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② 路線バス 

〇市内では、志摩地域から前原までを結ぶ路線バス（昭和バス）が運行されています。 

○芥屋線、野北線、船越線の３路線があり、芥屋線と野北線の運行は戦前から、船越線は昭和 34 

年から運行されており、古い歴史を持つバス路線です。 

〇運賃は全線で一律 200 円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国土数値情報、昭和バスホームページ 

▲ 糸島市内の路線バスネットワーク図 

 

 

  

凡例 

 芥屋線（加布里経由） 

 船越線 

 野北線 

 芥屋線（道目木経由） 
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▼ 市内の路線バス運行本数（上段：平日、下段：休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

路線 方面
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芥屋方面 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
前原方面 2 1 1 1 1 1 2 1 10
船越方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8
野北方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 7
芥屋方面 1 1
前原方面 1 1

路線 方面
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芥屋方面 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 2 1 10
船越方面 1 1 1 1 1 1 1 7
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 7
野北方面 1 1 1 1 1 1 6
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 7
芥屋方面 0
前原方面 0

芥屋線（加布里経由）

船越線

野北線

芥屋線（道目木経由）

芥屋線（道目木経由）

芥屋線（加布里経由）

船越線

野北線
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③ いと・しま号 

〇いと・しま号は、昭和バスが運行する福岡市・天神、博多駅と前原、加布里、初を結ぶ路線で、

糸島市から福岡市へ通勤・買い物等に利用されている路線です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 昭和バス「いと・しま号」路線図 

 

▼ 昭和バス「いと・しま号」運行本数（上段：平日、下段：休日） 
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天神・博多方面 1 2 2 2 1 1 1 1 1 12
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
天神・博多方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
天神・博多方面 1 1
前原方面 0
天神・博多方面 1 2 3 3 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21
前原方面 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 21

前原発着

計

前原営業所発着

加布里発着

前原発着

計

前原営業所発着

加布里発着
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④ コミュニティバス 

〇コミュニティバスは、９路線 16 系統で、初深江線を除くすべての路線で筑前前原駅を起・終

点としています。その内の６路線６系統で、国道（前原～産の宮）間の路線を重複して運行し

ています。 

〇運賃は全線で一律 200 円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ コミュニティバス_路線図 
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▼ コミュニティバス_運行本数（上段：平日、下段：休日） 
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雷山方面 1 1 1 1 1 1 1 7
前原方面 2 1 1 1 1 1 1 8
井原山方面 1 1
前原方面 1 1 2
井原山方面 1 1 1 1 4
前原方面 1 1 1 1 4
曽根方面 2 1 1 1 1 1 1 1 1 10
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8
曽根方面 1 1 1 1 1 5
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 7
川原方面 1 1 1 1 1 1 6
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8
今宿方面 1 2 1 2 1 1 2 1 1 2 1 2 17
前原方面 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 2 1 1 17
右回り 1 1 1 1 1 1 1 1 8
左回り 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 13
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深江方面 1 1 1 1 1 1 6
志摩方面 1 1 1 1 1 1 6
九大方面 1 1 1 1 4
前原方面 1 1 1 1 1 5
九大方面 1 1 1 1 4
前原方面 1 1 1 3
九大方面 1 1
前原方面 1 1
九大方面 0
周船寺方面 0
白糸方面 1 1 1 1 1 1 6
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 7
雷山方面 1 1 1 1 4
前原方面 1 1 1 1 1 5
井原山方面 0
前原方面 0
井原山方面 1 1 1 3
前原方面 1 1 1 1 4
曽根方面 1 1 1 1 1 5
前原方面 1 1 1 1 1 5
曽根方面 1 1 1 1 1 1 6
前原方面 1 1 1 1 1 1 6
川原方面 1 1 1 1 1 1 6
前原方面 1 1 1 1 1 1 6
今宿方面 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
前原方面 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
右回り 1 2 1 1 1 1 1 1 1 10
左回り 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

市街地循環線

九大線（泊経由）

九大線（油比・馬場経由）

九大線（高田経由）

白糸線

雷山線

井原山線（篠原経由）

井原山線（202号線経由）

曽根線（有田経由）

曽根線（波多江駅、あごら経由）

川原線

前原今宿線

初深江線

九大線（波多江経由）

九大線（泊経由）

九大線（油比・馬場経由）

九大線（波多江経由）

九大線（高田経由）

白糸線

雷山線

井原山線（篠原経由）

井原山線（202号線経由）

曽根線（有田経由）

曽根線（波多江駅、あごら経由）

川原線

前原今宿線

市街地循環線

初深江線
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⑤ 自主運行バス 

〇駅やバス停から離れている公共交通が不便な地

域を縮減するため、地域（校区）と協働で運行す

る『自主運行バス』の取り組みを進めています。 

〇自主運行バスとは、市が車両購入費、燃料費、保

険料、修繕費などの運行費を負担し、地域（校区）

は、ボランティアの運転手やスタッフにより、バ

スの運行を行うものです。 

〇現在、福吉校区と一貴山校区において自主運行バ

スが運行されています。 

 
▼ 自主運行バスの運行状況 

校区 運行開始 運行ルート 便数 料金 

福吉校区 平成 24年 4月 火曜日：鹿家・吉井下ルート 

水曜日：吉井上ルート 

木曜日：吉井浜・福井・大入・佐波ルート 

午前と午後の

4便（2往復） 

無料 

一貴山校区 平成 25年 4月 火曜日：一貴山・長石ルート 

水曜日：波呂・浜窪ルート 

木曜日：二丈支所ルート 

午前と午後の

4便（2往復） 

無料 

 

 

⑥ 市営渡船ひめしま 

〇市営渡船ひめしまは、糸島市が運航する岐志と姫島

を結ぶ航路で、１日４往復、毎日運航しています。 

○所要時間は約 16 分です。 

〇岐志では昭和バス「芥屋線」に接続しています。 

〇平成 28 年 3 月より新船が就航しており、バリア

フリー対応等、快適性が向上しています。 

 

 

 

 

▼ 市営渡船ひめしま_時刻表 

便名 姫島発 岐志発 

１ 7：00 7：50 

２ 9：50 11：50 

３ 14：20 16：00 

４ 17：10 18：10（３月～10月） 

17：50（11月～2 月） 
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（２） 利用状況 

① JR筑肥線 

〇JR 筑肥線の平成 26 年の利用者数は 1 日平均約 2 万 7200 人であり、ほぼ横ばいで推移

しています。 

○駅別の利用者数をみると、筑前前原駅が最も多く、1 日平均 1 万 4 千人が利用しており、続い

て、波多江駅が 5,500 人利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：糸島市 

▲ JR筑肥線駅別の乗降人数 

② 路線バス 

〇糸島市内を運行する路線バスの利用者数をみると、平成 25 年度を境に増加に転じており、平

成 27 年度は年間約 12.3 万人が利用しています。 

○路線別にみると、芥屋線（加布里経由）が年間 5.5 万人と最も利用が多く、続いて船越線が 3.9

万人、野北線が 2.8 万人の利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：糸島市資料 

※集計期間：各年度 4月～翌年 3月 

▲ 路線バスの路線別年間利用者数 
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③ コミュニティバス 

〇コミュニティバスの利用状況は年々増加しており、平成 27 年度の利用者数は約 25 万 5 千人

と平成 23 年度に比べ、6 万 9 千人増加しています。 

〇路線別にみると、九大線が九州大学伊都キャンパスへの移転が進んだため、9 万 2 千人の利用

と平成 23 年度に比べ 3 万 5 千人増加している。また、前原今宿線も 3 万 7 千人の利用があ

り、平成 23 年度に比べ 6 千人増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

④ 自主運行バス 

〇自主運行バスの平成 27 年度の利用者数は 5,156 人であり、年々増加しています。 

○校区別にみると、福吉校区（ふくよし号）は、年々増加傾向でありましたが、平成 27 年度の

利用者数は 2,250 人であり、前年度に比べ 440 人減少しています。 

○一貴山校区（いきさん号）は平成 24 年度運行開始以降、年々増加しており、平成 27 年度の

利用者数は 2,906 人と、前年度に比べ約 500 人増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：糸島市資料 

※集計期間：各年 4月 1日～翌年 3月 31日 

▲ 自主運行バスの利用状況  

2.0 2.2 1.8 1.8 2.0 
1.4 1.2 1.0 1.1 1.2 
1.9 1.9 1.8 2.0 2.1 
1.7 1.7 1.7 1.9 2.0 
1.2 1.1 1.1 1.2 1.3 
3.1 2.7 2.9 3.4 3.7 

5.7 6.7 7.4 
8.9 

9.2 1.7 1.9 2.2 

2.6 
2.2 

0.2 

1.6 
1.7 

18.6 19.4 20.2 

24.4 25.5 

0

5

10

15

20

25

30

H23 H24 H25 H26 H27

市街地循環線

初深江線（庁舎線）

九大線

前原今宿線

井原山線

川原線

曽根線

雷山線

白糸線

（万人）

▲ コミュニティバスの路線別年間利用者数 
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⑤ 市営渡船ひめしま 

〇市営渡船ひめしまの平成 27 年度の利用者数は 37,599 人であり、10 年間で約 4,000 人減

少しています。 

〇市営渡船ひめしまの利用者は、約３割が島民で、約７割は学校関係者や釣り客、観光客などが

占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：糸島市資料 

※集計期間：各年 4月 1日～翌年 3月 31日 

▲ 市営渡船の利用状況 
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（３） 運営状況 

〇糸島市は、路線バス 4 路線、コミュニティバス 11 路線の運行に、財政支出を行ってお

り、平成 27 年度は前年度より減少したものの、全体的には増加傾向にあり、平成 27 年

度は約 5,400 万円でありました。 

〇特に財政支出額が高いのはコミュニティバスで約 3,816 万円の財政負担をしています。

次いで、路線バスに約 1,580 万円を投じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：糸島市資料 

▲ 路線バスの財政負担状況 

 

▼ 糸島市の財政負担額（陸上交通のみ）：H27年度 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※集計期間：各年 10月 1日～翌年年 9月末日 

出典：糸島市資料 

  

（単位：千円）

欠損額
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（４） 公共交通不便地域の状況 

〇バス停から 500m 圏と人口メッシュ（500m）を重ね合わせ、公共交通不便地域を抽出しま

した。 

○自主運行バスの運行により、福吉校区と一貴山校区において、公共交通不便地域が縮減されて

います。 

○一方、一部では公共交通網でカバーできていない集落もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 公共交通不便地域 

 

 

 

  

凡例 

― 路線バス 

― ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 

― 自主運行バス 

― 市営渡船 
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３．糸島市地域交通計画の実施状況  
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３-１糸島市地域交通計画の概要 

 

▼ 糸島市地域交通計画の概要 

糸島市地域交通計画（平成 23年 3月） 

計画概要等 ＊平成 22 年 1 月に、旧前原市、旧二丈町、旧志摩町が合併し糸島市となる。 

＊公共交通については、各市庁舎間を結ぶバス路線「庁舎線」の運行を開始した

ほかは、旧自治体の体制を引き継いだままとなっている。 

 

○計画の目的 

・社会情勢の変化を踏まえ、公共交通不便地域を縮減し、高齢者をはじめとし

た多様な交通ニーズに対応するため、総合的な視点から、交通体系を構築す

ることを目的とする。 

○計画の位置づけと性格 

・将来の公共交通（鉄道、バス、渡船）のあり方を明らかにするものであり、

将来のまちづくりの指針となる『糸島市長期総合計画』などの上位関連計画

と密接な連携を図るものである。 

○計画期間 

・平成 23 年度～平成 32 年度（10 年間） 

・ただし、地域交通計画の施策については５年間とし、必要に応じて見直す。 

糸島市の公共交通

の課題 

＊公共交通の課題を、鉄道、コミュニティバス、路線バス、渡船という交通機関

別の課題に、公共交通不便地域の課題を加え、5 つの課題として整理している。 

＊課題の性格としては、利便性向上に係る課題が多く、公共交通の持続可能性に

関わる効率的な運営に係る課題もあげられている。また、一部、まちづくりと

の連携に係る課題もあげられている。 

 

○鉄道の課題 

・駅勢圏の拡大やネットワーク強化（駐車場や駐輪場の整備、バスとのネット

ワーク強化など） 

・利用しやすい施設の整備（バリアフリー化など） 

・利便性の高いサービス水準の確保（複線化、新駅設置） 

○コミュニティバスの課題 

・バス交通に対する満足度の向上（満足度の低い項目の改善） 

・バス交通ネットワークの再構築（市全体の均衡） 

・利用しやすいバス運行の実現（便数や運賃の見直し、運賃支払い電子化など） 

・バスの利用促進 

・市民協働によるバス交通の充実と経費節減（ＮＰＯなどとの連携） 

・車両の老朽化対策・輸送力の向上（買い替え、大型化など） 

・運行や運営体制の効率化（ダイヤや路線の見直し、指定管理者制度導入研究） 

○路線バスの課題 

・運行の効率化検討（利用促進、運行体制検討） 

・他の公共交通機関とのネットワーク強化（鉄道・バス・渡船の接続の改善） 

○渡船の課題 

・利便性の向上（鉄道やバスとのネットワークを強化、運賃見直しなど） 

・新造船の検討（老朽化対応） 
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○公共交通不便地域の課題 

・交通不便地域の縮減（住民参加型交通の導入など） 

地域交通計画 

考え方と基本方針 

○公共交通に求められる役割 

・公共交通を活性化させ、校区や地域の各拠点を連結させるコンパクトな公共

交通体系の実現を目指す。 

・拠点連結型の公共交通体系は、生活者の視点を第一に、自動車に依存せずに

日常生活をおくることができる生活環境の形成を目指すもの。 

○基本方針 

「便利で効率的な公共交通網の構築」 

①便利な交通体系の構築 

・各公共交通機関の連携による利便性の向上 

・均衡を図るため、路線形態や運賃体系、ダイヤの見直しなど、公共交通網

の再構築 

②市民協働 

・協働した公共交通手段の確保によって、公共交通不便地域の縮減 

・マイバス意識を醸成し、利用促進 

重点プロジェクト ①市民協働プロジェクト 

・協働による公共交通手段を確保し公共交通不便地域を縮減 

②九大連携プロジェクト 

・学術研究都市として成長するために、九州大学との交通アクセスを充実 

③市街地活性化プロジェクト 

・既存のバス路線との接続の調整し、路線の見直し等による回遊性の向上 

地域交通計画の施

策 

【全公共交通機関】 

施策１：各公共交通機関の良好な結節 

施策２：グリーン通勤の促進 

【鉄道】 

施策１：駅施設の充実 

施策２：新駅設置の促進 

施策３：ＪＲ筑肥線の複線化促進 

【コミュニティバス】 

施策１：九大線の充実 

施策２：市街地の活性化・回遊性の向上 

施策３：拠点を中心としたバス路線の再構築 

施策４：運賃体系の見直し 

施策５：支払いの電子化推進 

施策６：車両の見直し 

施策７：利用促進 

施策８：運営体制の見直し検討 

【路線バス】 

施策１：利用促進 

施策２：運営体制の見直し検討（コミュニティバス化） 

【渡船】 

施策１：利便性の向上 

施策２：輸送力向上・バリアフリー化推進 

【交通不便地域】 

施策１：自主運行バスによる交通不便地域の縮減 



33 

３-２ 計画の各種施策の内容と実施状況 

糸島市地域交通計画に記載された各種施策の内容と実施状況は次のとおりです。 

 

▼ 各種施策の内容と実施状況 

【全公共交通機関】 

施策 事業の内容 実施状況 備考 

①各公共交通

機関の良好

な結節 

○各公共交通機関の接続状況の

改善 

・鉄道とバス、バスと渡船な

ど、各公共交通の接続ダイ

ヤを改善 

○ ・島民及び観光客の利便性向上の

ため渡船ダイヤの見直し〈H24

年度＞、渡船と路線バスの接続改

善のため、路線バスのダイヤを改

正〈H27 年４月〉 

 

②グリーン通

勤の促進 

○鉄道駅周辺の駐車場・駐輪

場・駅前広場などの整備促進 

・駐車場や駐輪場、駅前広場

や駅までのアクセス道路な

どの整備 

○ ・筑前深江駅では、駅西側駐車場

整備が完了（H27 年度） 

 

 ○公共交通機関利用、パーク＆

ライドの推進 

・バスなどの公共交通機関の

利用やパーク＆ライドを啓

発 

○ ・「イオン志摩ショッピングセンタ

ー」パークアンドライドを実施

（イオン志摩 SC に駐車→高速

バスいと・しま号利用、H28.4.1

から 1 年間、利用状況により継

続、駐車料金は実質無料） 

＊「イオンモー

ル福岡伊都」

（福岡市）では

JR 乗換えで実

施 

 

【鉄道】 

施策 事業の内容 実施状況 備考 

①駅施設の充

実 

○駅施設のバリアフリー化促進 

・エレベーターや跨線橋への

上屋設置など、バリアフリ

ー化や施設の改善 

＊加布里駅、筑前深江駅など 

○ ・筑前深江駅では、橋上駅、自由

通路、駅前広場等を整備中（H26

～H28 年度） 

・波多江駅では、エレベーターを

備えた自由通路整備を実施中

（H28～H30 年度） 

＊加布里駅、そ

の他の駅は整

備なし。 

 ○鉄道駅周辺の駐車場・駐輪場

などの整備推進 

・鉄道駅周辺への駐車場や駐

輪場の整備 

○ ・筑前深江駅では、駅西側駐車場

整備が完了（H27 年度） 

 

②新駅設置の

促進 

○浦志・篠原地区への新駅設置

の促進 

・新駅の設置（鉄道徒歩圏の

拡大） 

○ ・H２５年１２月には、筑肥線新

駅建設促進会、ＪＲ九州、糸島

市の３者で、新駅設置の条件を

確認する「覚書」を締結 

・新駅は、H31 年春を開業目標と

して事業実施中（H28～H30 年

度） 

 

③ＪＲ筑肥線

の複線化促

進 

○筑前前原駅以西の複線化促進 

・国土交通省や交通事業者に

対して、筑肥線複線化の要

望を継続 

○ ・毎年、「筑肥線複線化電化促進期

成会」（事務局:唐津市）を通じて、

JR・九州運輸局に要望を行って

いる。 
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【コミュニティバス】 

施策 事業の内容 実施状況 備考 

①九大線の充

実 

○九大線高田経由路線の新設 

・路線バスと重複しないよう、

周船寺駅から高田・波多江経

由で九州大学までのルート 

◎ ・周船寺駅～産の宮～九州大学路

線の新設 

（車両購入１台）〈H23 年度〉 

・H２８年度から通学時間帯の便

を１便増便 

・車両の買い替えによる大型化を

実施。 

（29 人乗り→37 人乗り） 

・九大センターゾーン入口バス停

（H26 年度）、九大理学部前バ

ス停（H27 年度）を新設。 

・H２８年度から九大線高田経由

以外の九大線を２便増便。 

＊九州大学移転

の進捗に合わ

せて、九大線

の輸送力等を

強化 

②市街地の活

性化・回遊

性の向上 

○市街地循環線の整備 

・筑前前原駅を起点に、美咲

が丘・南風台、前原東土地区

画整理事業計画地域（仮称）、

健康福祉センターあごら、波

多江、糸島医師会病院など国

道 202 号や篠原地区を通

るルートを検討 

◎ ・市街地循環線（ぐるりんバス）

の新設（車両購入２台）〈H25

年度〉 

・前原駅、美咲が丘・南風台、篠

原、健康福祉センターあごら、

波多江、糸島医師会病院を経由

前原駅（左回りと右回り） 

 

③拠点を中心

としたバス

路線の再構

築 

○各路線の市街地循環線への接

続 

・各路線を市街地循環線へ接

続し、乗り継ぎを改善 

△ ・市街地循環線への各線の接続

〈H25 年度〉 

 ・乗継拠点が未整備であり、各路

線とのダイヤの調整はできてい

ない。 

 

 ○各路線の運行本数・ダイヤの

見直し 

・市街地循環線への接続に伴

い、各路線の便数やダイヤの

見直し 

△ ・市街地循環線への各線の接続に

伴いダイヤ改正〈H25 年度〉 

 ・市街地循環線の導入により白糸

線の産業団地、美咲が丘経由を

廃止。（同経由は市街地循環線で

カバー） 

・それ以外の路線での市街地循環

線への接続のためのダイヤ改正

はできていない。 

 

 ○庁舎線の見直し（路線・運賃

の見直し） 

・庁舎線の運賃の見直し 

・分庁方式終了後、生活路線

バスへ切り替え 

◎ ・運賃を一律 200 円へ定額化

〈H25 年度〉 

・分庁方式終了後、生活路線「初

深江線」として運行継続。同時

に運賃を１００円から２００円

に見直し。土日の運行便数を３

往復から６往復へ増便 
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施策 事業の内容 実施状況 備考 

④運賃体系の

見直し 

○コミュニティバス全線への定

額運賃制度の導入検討 

・定額制（200 円程度）の導

入 

◎ ・コミュニティバスの運賃を一律

200 円へ定額化（庁舎線も同

様）〈H25 年度〉 

・Ｈ26.1.20～庁舎線を除く市内

全路線を２００円定額運賃へ。

（都市間バス いと・しま号除

く）庁舎線は、Ｈ27.4～２００

円定額運賃へ） 

 

 ○運賃割引制度の導入検討（乗

り継ぎ割引など） 

・乗継割引の導入 

× ・乗り継ぎ割引は未実施  

⑤支払いの電

子化推進 

○ＩＣカードシステム導入の調

査・検討 

・ＩＣカードによる運賃支払

いシステムの導入 

◎ ・ICカードを導入、九州大学の学

生・教職員の割引自動化は実施

済 

・総務省のＩＣＴ街づくり補助金

を活用し、糸島市独自のＩＣカ

ード「いとゴンカード」を作成。

現金チャージ機能と支払システ

ムは導入済み。ただし、いとゴ

ンカードにチャージした現金は

コミュニティバスでしか使用で

きないため、回数券の方が割安

感があり、ＩＣカードによる運

賃支払いは普及していない。 

・ニモカカードの導入については、

初期費用が大きいため導入困

難。 

 

⑥車両の見直

し 

○老朽化による車両買い替え 

・老朽化したマイクロバス３

台とジャンボタクシー３台

の買い替え 

◎ ・老朽化による車両購入時に車両

を大型化 

・H23 年度：1 台、H24 年度：

2 台、H25 年度：1 台、H26

年度 1 台 

・29 人乗り車両の老朽化が進ん

でいたため、29 人乗り車両を優

先的に買い替え。ジャンボタク

シー３台については現在も運行

中。 

 

 ○車両の大型化推進 

・買い替え時に、ジャンボタ

クシーからマイクロバスへ

切り替えなど、車両の大型化 

◎ ・同上  

⑦利用促進 ○マイバス意識の醸成 

・愛称募集、親しみやすい車

両デザイン 

◎ ・愛称募集「はまぼう号」に決定

〈H23 年度〉 

・はまぼうをテーマとした車両デ

ザイン〈同〉 
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施策 事業の内容 実施状況 備考 

 ○積極的な情報提供（路線バス

共通） 

・時刻表や路線図を市内全戸

に配布など 

△ ・市街地循環線の導入時には同路

線の時刻表を全戸配布 

・その後は、予算の都合上、時刻

表・路線図の全戸配布は未実施 

 

 ○利用しやすいバスの環境づく

り（路線バス共通） 

・ベンチや屋根などの整備 

△ ・Ｈ28 年度において、ベンチ設

置を行う予定。次年度以降も順

次実施予定。 

 

 ○バス利用促進協議会の設置

（路線バス共通） 

・バス利用促進協議会を設置

し利用促進 

△ ・雷山校区、長糸校区、怡土校区

にバス利用促進協議会を設置

し、回数券の購入等の協力を得

た。 

・しかし、ここ数年、協議会は休

眠状態であり、校区に対する利

用促進は実施できていない。 

 

⑧運営体制の

見直し検討 

○指定管理者制度（市営バス化）

導入の研究 

・市営バス化と指定管理者制

度導入 

－ ・コミュニティバスの指定管理者

制度導入（市営バス化）の検討

済〈H25 年度〉、導入しない決

定 

＜参考：決定理由等＞ 

・市町村運営の自家用有償運送と

した場合、各種届出業務を自治

体担当者が行わなければならな

いため、事務量が増大すること、

また自家用有償運送の場合の安

全性の確保に問題が生じる恐れ

があること、などから現行どお

り昭和タクシーが運行する路線

に対して市が補助するという方

式を継続することとした。 

 

 ○九大線の路線バス化（独立採

算路線）の研究 

・黒字転化に伴う路線バス化 

－ ・九大線の路線バス化（独立採算

制）検討済、導入しない決定 

＜参考：決定理由等＞ 

・昭和バスにおいて、九大線を独

立採算制で運行した場合の試算

をしたところ独立採算制での運

行はできないという結果となっ

た。 
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【路線バス】 

施策 事業の内容 実施状況 備考 

①利用促進 ○積極的な情報提供（路線バス

共通） 

 ※コミュニティバスに記載  

 ○利用しやすいバスの環境づく

り・ベンチや屋根などの整備 

 ※コミュニティバスに記載  

 ○バス利用促進協議会の設置

（路線バス共通） 

 ※コミュニティバスに記載  

②運営体制の

見直し検討 

○コミュニティバス化の調査・

研究 

・志摩地域の３路線（芥屋線、

船越線、野北線）のコミュ

ニティバス化 

（長期的な費用対効果の検

証） 

－ ・志摩路線（芥屋線・船越線・野北

線）のコミュニティバス化と定額

制導入の検討済〈H25 年度〉、導

入しない決定 

＜参考：決定理由等＞ 

・九大線の路線バス化（独立採算路

線）と一体的に検討し、九大線を

コミバスとしての残し、志摩地域

は路線バスとして運行を継続す

ることとなった。 

 

【渡船】 

施策 事業の内容 実施状況 備考 

①利便性の向

上 

○便数見直しの調査・検討 

・増便を経費と利便性向上の

両面から検討 

－ ・増便により利便性は向上するが、

渡船の特性上、利用者は島民や姫

島小中学校の教師が主であるため

増便による利用者増は見込めず、

経費のみが増大することとなるた

め、増便は行っていない。 

＊日に 4 便の

まま 

 ○運賃の見直し検討 

・渡船運賃の見直し 

○ ・平成２６年４月１日の消費税増税

（５％→８％）に伴い運賃改正を

実施 

 

 ○利用促進 

・観光資源の活用など、姫島

のＰＲを実施 

△ ・今年度、姫島の観光資源を紹介す

るマップを作成する予定 

 

② 輸 送 力 向

上・バリア

フリー化推

進 

○新造船の調査・研究 

・新造船に合わせてバリアフ

リー化と輸送力向上 

◎ ・新船進水〈H28.2〉、H28 年 3 月

就航 

・バリアフリー仕様、快適性向上 

・旅客定員 76 名 

・旧船の旅客定員は９０名だったた

め、旅客定員としては減となって

いる。（船舶建造に係る国庫補助を

受ける場合、効率化船舶とする必

要があり、１０％減トンする必要

があったため） 

・しかし、旅客定員を減らしても積

み残しになるようなことはほとん

どない。 

 



38 

 

【公共交通不便地域】 

施策 事業の内容 実施状況 備考 

①自主運行バ

スによる交

通不便地域

の縮減 

○地域・NPO 主体の自主運行バ

スの導入 

・交通不便地域を縮減するた

め、コミュニティや NPO 

などによる自主運行バスの

導入（市は車両や運行コス

トなどを助成） 

○ 

継 

続 

・2 地域で実施済（各年度 1 運行

地域を増加） 

・福吉校区（週 3 日、日 4 便）

〈H24.4 本格運行〉 

・一貴山校区（週 3 日、日 4 便）

〈H25.4 本格運行〉 

 

 ○民間の送迎車両との連携検討 

・自主運行バスの車両につい

て、民間の店舗や病院など

の車両の活用可能性を検討 

△   

◎：実施済み、○：一部実施済み、△：未実施、－：検討の結果実施しない決定 
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３-３ 計画に記載された公共交通の課題への対応状況の整理 

計画に記載された公共交通の課題への対応状況について、解決（改善）した課題、残された課題

に分けて整理しました。 

 

○各公共交通機関の乗り継ぎは、渡船とバスについては改善されたが、鉄道とバスについ

ては課題として残されている。 

○鉄道については、新駅設置が進捗しており、鉄道利用の徒歩圏の拡大が図られる。駅施

設のバリアフリー化は筑前深江駅で整備中であり、加布里駅等でも進めていく必要があ

る。鉄道駅へのアクセス性を高めその利用を促進していくための駐車場・駐輪場の整備

は課題として残されており、今後、必要性の高い駅について整備を進めていく必要があ

る。 

○コミュニティバスは、九大線の充実や市街地循環線の新設により、まちづくりに対応し

て、そのネットワークの充実が図られた。今後も、九州大学の移転の進捗に合わせて九

大線の充実を図るとともに、公共交通ネットワーク全体の将来像を踏まえて、その路線

の検証・見直しを行う必要がある。 

○その際、路線バスも含めて、拠点を中心としたバス路線の再構築を市街地循環線への乗

継拠点の整備と合わせて検討していく必要がある。 

○コミュニティバスの運賃は 200 円均一料金化が実現し、わかりやすい運賃体系となっ

た。また、老朽車両の買い替え時に大型化が図られ輸送能力は強化されている。 

○コミュニティバス、路線バスの一部について、運行体制の見直し検討が行われたが、現

行の運行体制が妥当との結論となり、今後はそれを踏まえてネットワークを検討してい

く必要がある。 

 

○コミュニティバス、路線バスともに、バス停における待合環境（建屋、ベンチ等）の改

善を計画的に進めるとともに、利用促進に向けた情報提供のあり方を検討・実施する必

要がある。 

○渡船については、バスとの乗継利便の改善、新船導入によるバリアフリー化等利便性の

向上が図られ、現時点では残された大きな課題はない。 

○公共交通不便地域については、2 つの校区で自主運行バスが導入され、不便地域の縮減

が図られた。今後も、必要な地域で自主運行バスの導入検討を行なっていく必要がある。 
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▼ 各種施策の内容と実施状況 

施策 解決（改善）された事項 残された課題 

【全公共交通機関】   

①各公共交通機関の良

好な結節 

○島民及び観光客の利便性向上のた

め、渡船ダイヤ及び路線バスダイヤ

の見直しを行い、乗り継ぎ利便性は

向上した。 

○鉄道とバスの接続状況の改善を

図っていく必要がある。 

②グリーン通勤の促進 ○「イオン志摩ショッピングセンター」

パークアンドライドの試行を実施。 

○パークアンドライドの試行結果

を踏まえて、継続実施の検討を行

う必要がある。 

【鉄道】   

①駅施設の充実 ○筑前深江駅・波多江駅のバリアフリ

ー化や駅周辺整備は実施中であり進

展している。 

○鉄道駅周辺の駐車場・駐輪場の整

備等による鉄道へのアクセス環

境の向上を図る必要がある。 

②新駅設置の促進 ○新駅設置及び周辺地区整備は事業中

で、鉄道利用の徒歩圏は拡大する。 

 

③ＪＲ筑肥線の複線化

促進 

 ○要望活動は継続しているが、具体

化の目途は立っていない。 

【コミュニティバス】   

①九大線の充実 ○九州大学移転の進捗にあわせて輸送

力の強化や利便性向上が図られた。 

・周船寺駅～産の宮～九州大学路線

の新設 

・バス停の新設 

・増便 

・車両の大型化 

 

②市街地の活性化・回

遊性の向上 

○市街地循環線（ぐるりんバス）が新

設され、整備中の前原東土地区画整

理事業区域の公共交通ネットワーク

が確保された。 

 

③拠点を中心としたバ

ス路線の再構築 

○市街地循環線の新設に伴い白糸線の

ルート及びダイヤの改正は行われ

た。 

○庁舎線は、分庁舎方式終了後、生活

路線「初深江線」として運行を継続

している。同時に、運賃見直しと土

日の増便を実施した。 

○市街地循環線への乗継拠点が未

整備であり、全体ネットワークの

中での乗継拠点を整備し、円滑な

接続のためのダイヤの見直しを

行う必要がある。 

④運賃体系の見直し ○コミュニティバスの運賃を一律

200 円へ定額化した。 

 

○乗り継ぎ割引は検討課題として

残されている。 

⑤支払いの電子化推進 ○IC カードを導入、九州大学の学生・

教職員の割引自動化は実施されてい

る。 

 

⑥車両の見直し ○老朽車両を買い替え時に大型車両に

切換えが実施中で、輸送力の強化が

図られている。 
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施策 解決（改善）された事項 残された課題 

⑦利用促進 ○コミュニティバスの愛称を決定し、

車両デザインと合わせてマイバス意

識の醸成を図っている。 

 

○利用促進に向けては、情報提供や

バス停の待合環境の改善を部分

的に行ったにとどまり、全体的実

施には至っていない。 

○バス停における待合環境の改善

を計画的に実施していく必要が

ある。 

○利用促進に向けて、紙媒体に限定

せず有効な情報提供のあり方を

検討・実施していく必要がある。 

⑧運営体制の見直し検

討 

○コミュニティバスの市営バス化や九

大線の路線バス化の検討の結果、現

行の運営方法が妥当との結論を得

た。 

○収支状況等に応じて運営体制の

再検討を行う必要がある。 

【路線バス】   

①利用促進 ※コミュニティバスに記載  

②運営体制の見直し検

討 

○志摩地域の路線バス 3 路線のコミュ

ニティバス化の検討の結果、現行の

運営方法が妥当との結論を得た。 

○収支状況等に応じて運営体制の

再検討を行う必要がある。 

【渡船】   

①利便性の向上 ○増便は、利便性向上と航路経営（収

支）の観点から検討を行った結果、

増便は困難との結論を得た。 

○消費税増税に伴う運賃見直しを実施

した。 

○島外からの利用促進に向けて、H28

年度に姫島の観光資源を紹介するマ

ップを作成する予定。 

 

②輸送力向上・バリア

フリー化推進 

○新船を導入、バリアフリー化を実現。 ○旅客定員は縮減したが、積み残し

等の発生はほとんどない見込み。 

【公共交通不便地域】   

①自主運行バスによる

交通不便地域の縮減 

○福吉校区、一貴山校区において自主

運行バスを導入・本格運行をしてお

り、公共交通不便地域の縮減が図ら

れた。 

○今後、必要な校区において自主運

行バスの検討を行うとともに、そ

の際、民間の送迎車両との連携の

検討も行っていく必要がある。 
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４．将来のまちづくりの方向性  
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４-１ 公共交通に求められる役割 

第 1 次糸島市長期総合計画並びに第１次糸島市都市計画マスタープラン、および糸島市長期総

合計画を上位計画として策定されている各種計画では、交通が関係するまちづくり計画が示され

ており、それらを受けて公共交通に求められる役割は以下のように整理できます。 

 

（１）本市の行政運営における公共交通の位置づけ 

本市における公共交通については、市の上位・関連計画からは次のような位置づけが読みと

れる。 

●拠点連携型都市構造の実現に向けた交通ネットワークの重要な要素 

 拠点を中心に道路や公共交通のネットワーク化による一体性の高い市域の創出が目指さ

れ、生活や都市活動を支える不可欠な移動手段として、自動車交通と並び公共交通が位

置づけられている。 

 特に、高齢化等が進む社会においては、車を運転しない、あるいは車を持たない人でも

快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくりの実現にとって公共交通は重要な役

割を担っている。 

●都市の成長戦略を推進していくうえで重要な基盤 

 第 1 次糸島市長期総合計画（基本構想）では、成長戦略の一つとして、九州大学の“知

力”と“若い力”を生かすことが掲げられ、その推進に向けて、大学の活動環境を整え

るとともに、大学関係者の移住・定住を促すうえでの重要な基盤として、公共交通の充

実があげられている。 

 

（２）公共交通に求められる役割 

地域公共交通の役割は、高齢社会における安全・安心のまちづくりを進め定住環境の向上を

図ることと、九州大学の活動を支えその効果を都市活力の維持・向上につなげていくことの 2

つの観点から捉えられる。さらに、今後に向けての付加的役割として、観光交流面からの役割

があげられる。 

●主たる役割：高齢社会における安全・安心のまちづくりを進め定住環境の向上を図る観点 

 九州大学の活動を支えその効果を都市活力の維持・向上につなげていく観点 

●付加的な役割：観光交流を支える観点 

 

１．高齢社会における安全・安心のまちづくりを進め定住環境の向上を図る公共交通ネットワ

ーク 

【通勤・通学】 

 本市は、豊かな自然環境と福岡市都心部への良好なアクセス環境を生かした福岡都市圏

の魅力ある住宅都市としての性格を有している。（平成 27 年には減少に転じたが、平成

22 年までは人口の増加が続いていた。） 

 福岡市等市外への通勤・通学においては、JR筑肥線と、市内各地域から JR 筑肥線の各

駅へのアクセス手段として公共交通（バス交通）が定住基盤としての重要な役割を担う。 
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【買い物・通院等の生活移動】 

 市民の日常の買い物・通院等については、現在は自動車への依存度は高いが、今後

の高齢化の一層の進展を踏まえると、車を運転しない、あるいは車を持たない高齢

者や学生の暮らしを支える移動手段として公共交通は不可欠な役割を担っている。 

 

２．九州大学の活動を支えその効果を都市活力の維持・向上につなげていく公共交通ネットワ

ーク 

 広域交通軸である JR 筑肥線の筑前前原駅等から九州大学伊都キャンパスへの公共

交通によるアクセスを確保し、学生や教職員の通学・通勤、大学への来訪者の円滑

な移動を支えていくことが重要である。 

 伊都キャンパス、市内の良好な住宅地と JR筑肥線の各駅や都市機能が集積した拠点

とを結び、公共交通での生活移動を支えることは、大学関係者の移住・定住を促進

するためにも重要となる。 

 

３．観光交流を支える公共交通ネットワーク 

 観光入込客数は 530 万人（平成 25 年）で増加傾向にあり、本市の産業にとっても

大きな役割を担っている。 

 糸島市観光振興計画においても、前原から観光地までの二次交通アクセスが課題と

してあげられており、今後観光振興を図っていくためには、高齢社会の一層の進展、

行楽シーズンの車の渋滞の問題への対応の観点から、観光交流を支える移動手段と

しての公共交通の役割にも留意していく必要がある。 

 

４-２ 公共交通に関連する施策 

公共交通に関連する施策としては、市内の生活移動の公共交通手段の確保、定住促進に

資する公共交通手段の確保、九州大学伊都キャンパスに関わるアクセス等の公共交通手段

の確保、観光交流に関わる公共交通手段の確保に係る施策があげられている。 

 

項目 施策の概要 

全体 
・鉄道を軸として、バス路線と結節する公共交通ネットワークの

構築 

市内の生活移動の公共交通

手段の確保 

・市民の日常生活を支える路線バスやコミュニティバス、渡船な

どの公共交通ネットワークの充実 

・JR 各駅と拠点、拠点間を結ぶ交通ネットワークの強化、それに

よる高齢社会に対応した自動車に依存しない環境の実現 

・既存の市内のバス路線のダイヤ改正による利便性向上、車両大

型化による輸送力の向上 

・バス停やベンチなどの整備による乗車環境の改善 

・自主運行バス事業が必要な校区への制度導入、交通不便地域の

縮減 

・公共交通機関のバリアフリー化 

注）前原駅及び波多江駅北側は実施済 

・渡船事業の利用者数の増加による経営安定化、回数券の導入 
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項目 施策の概要 

 

＜拠点整備＞ 

・筑前前原駅前における公共交通機関（バス）との円滑な乗換え

の確保 

・波多江駅周辺、筑前深江駅周辺、新駅周辺における、公共交通

機関（バス）との連携強化 

・志摩初地区周辺におけるバス利用者の利便性向上のための機能

充実やバスルートの整備 

定住促進に資する公共交通

手段の確保 

・九大線の充実による、九州大学関係者の定住促進 

・新駅周辺の効率的なバスルートとダイヤの編成、利便性の高い

交通網の構築 

九州大学伊都キャンパスに

関わるアクセス等の公共交

通手段の確保 

・九州大学へのアクセスの向上、九州大学に接続するバスの増便・

運行時間の拡大など輸送力の強化 

・九州大学との連携が図られやすい交通ネットワークの形成 

観光交流に関わる公共交通

手段の確保 

・既存のバス路線の行楽シーズンにおけるバスの増便（調査項目） 

・観光タクシーの活用（重点項目） 

 

４-３ 公共交通に関わる都市機能（施設） 

総合計画や他分野の計画では、公共交通ネットワーク検討に関わる各分野の施策として

の拠点施設等が示されている。 

多くの拠点施設は、3 つの旧市町（前原、二丈、志摩）の範囲ごとに設けられている。 

表 公共交通に関わる都市機能（施設）等 

項目 留意すべき中核的施設等 

拠点施設等 健康・福祉 

・地域包括支援センター（5 か所） 

・障がい者相談支援センター（現 3 か所→検討 5か所） 

・健康福祉センター等（健康福祉センター「あごら」「ふれあい」、

高齢者福祉施設（二丈苑）、健康ふれあい施設「きららの湯」、

介護予防センター「はつらつ館」、高齢者いこいの家（4 か所）

など） 

 
健康増進 

（ｽﾎﾟｰﾂ） 

・健康福祉センター「あごら」トレーニング室、健康ふれあい施

設「二丈温泉きららの湯」のプール、介護予防センター「はつ

らつ館」、健康福祉センター「ふれあい」、健康ふれあい施設「二

丈温泉きららの湯」での運動教室 

 
子 育 て 支

援 

・子育て支援センターにこにこ（二丈）、同すくすく（前原）、同

ぽかぽか（志摩） 

 
生涯学習・ 

文化・芸術 

・図書館（3 館、本館、二丈、志摩）、博物館 

・公民館（15 か所） 

・伊都文化会館、美術館 
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５．市民等の移動ニーズ（各種調査結果）  
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●糸島市における公共交通の利用実態およびニーズを把握するため、市民や公共交通の利用

者等を対象とした調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通勤者・通学者・買い

物・通院等外出者 

移動需要の主体 本業務で実施する調査 

①通勤・通学、日常生活に関する WEBアンケート調査 

②高齢者アンケート調査 

③子育て世帯アンケート調査 

④大学生アンケート調査 

⑤九州大学教職員アンケート調査 

調査目的：通勤・通学、買い物、通院等の日常生活の移動実態や公共
交通に対するニーズの把握 

結果の活用：通勤・通学需要、日常生活に対応した公共交通ネットワーク
及びサービスの検討の基礎データ 

調査目的：高齢者の移動実態や公共交通に対するニーズの把握 
結果の活用：高齢者の移動需要に対応した公共交通ネットワーク及びサ

ービスの検討の基礎データ 

調査目的：子育て世帯の移動実態や公共交通に対するニーズの把握 
結果の活用：子育て世帯の移動需要に対応した公共交通ネットワーク及

びサービスの検討の基礎データ 

調査目的：九州大学の学生及び教職員の日常生活の移動実態や公共
交通に対するニーズの把握 

結果の活用：九州大学の学生及び教職員の移動需要に対応した公共交
通ネットワーク及びサービスの検討の基礎データ 

高齢者 

子育て世帯 

市内在住の九州大学

の学生及び教職員 
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５-１ WEB市民アンケート調査結果 

（１）調査の概要 

○本計画の策定にあたり、市民の移動特性や公共交通の利用状況、公共交通に対する不満・改

善要望、公共交通のあり方に対する考え、現在の公共交通に対する評価などを把握すること

を目的に、市民を対象とした WEB アンケート調査を実施しました。 

 

▼調査の概要 

調査目的 
・糸島市が抱える地域公共交通の問題点・課題の把握に向けた基礎データの収集 

・今後の公共交通のあり方の検討に向けた基礎データの収集 

調査対象 
・市政モニターに登録している 18～64 歳の市民 160 人 

・WEBアンケート調査は任意 

調査方法 
・市政モニターアンケート 

・WEBアンケート（市ホームページに掲載） 

調査期間 回答期間：平成 28 年 10 月 15 日（土）～10 月 31 日（月） 

把握項目 

・市民の日常的な外出・移動の状況 

・公共交通の利用状況、公共交通に対する不満や改善要望 

・これまでの公共交通に関する取り組みに対する評価 

・公共交通のあり方に対する考え 

・分析に必要な属性 

回収状況 回収票数：173 票 

 

 

（２）回答者の属性 

○回答者の年齢は、30 代が 30％を占め、続いて４０代、５０代の順です。 

○回答者のうち、約 8 割が運転免許を持ち、自由に使える自家用車を持っています。一方で、運転

免許を持っていないが約 7%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.9%

11.6%

6.9%

0.6%

運転免許も、自分が使える自家用車も持っている

運転免許は持っているが、自分が使える自家用車は持っていない

運転免許を持っていない

現在は運転免許を持っているが、近い将来、免許を返納するつもりである

ｎ=173

▼ 回答者の年齢 ▼ 回答者の運転免許及び自家用車保有状況 

1.2%

8.7%

30.1%

26.6%

16.2%

9.8%

5.2%

1.7%

１５～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳

４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳

７５歳以上 不明

ｎ=173
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（３）外出目的別の外出行動 

 

〇日常生活の中で最も多い外出目的について、「通勤・通学」が最も多く、約 5 割が回答しています。

また、「買物」を約 3 割が回答しています。 
 

 

外出目的 外出行動の概要 

通勤・通学 ・回答者の約 40％が市内、約 59％は市外に通勤・通学しており、やや市外が多

くなっています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、約５割が回答しています。 

・一方、公共交通の利用は、JR を約４割が回答していますが、その他は少なくな

っています。 

 

買い物 ・回答者の約 7 割が市内に買物先を持っています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、約８割弱が回答していま

す。家族等の送迎も含めると、約９割弱がマイカー利用です。 

・一方、公共交通の利用は少なく、いずれも数％しか回答されていません。 

通院 ・回答者の約 7 割が市内の病院に通院しています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、約 6 割が回答しています。 

・一方、鉄道の利用が 11%であるが、他の公共交通の利用は少なく、いずれも数％

しか回答されていません。 

 

（４）公共交通の利用状況 

○直近 1 ヶ月の公共交通の利用について、約６割が「利用した」と回答しています。 

〇公共交通利用者のうち、主な外出先について約８割が「市外」を回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.5%41.5%

利用した 利用していない

ｎ＝147

▼ 公共交通の利用状況 ▼ 公共交通利用者の外出先 

11.6%

82.6%

5.8%

市内 市外 無回答

ｎ＝86
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（５）公共交通利用者の外出特性 

〇主な外出目的について、約 4 割が「通勤」を回答しており、「買い物」を約 1 割が回答してい

ます。 

〇利用している交通機関は、「鉄道（JR・地下鉄）」が約 8 割と最も多く、また、「路線バス（昭

和バス・西鉄バス）」を 1 割強が回答しています。 

 

 

 

  

 

 

〇駅・バス停までの移動手段については、約 8 割が「徒歩」と回答しており、最も多く、次に、

約 9％が「自家用車（自分で運転）」、約 7%が「自転車」を回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.0%

3.5%14.0%
4.7%

34.9%

通勤 通学 買い物 通院 その他

ｎ＝86

▼ 公共交通利用者の駅・バス停までの交通手段 

▼ 公共交通利用者の主な外出目的 
▼ 公共交通利用者が外出する際、 

最もよく利用する交通手段 

9.3% 3.5% 1.2%

7.0%

76.7%

2.3%

自家用車（自分で運転） 自家用車（家族の送迎）

タクシー バイク・原付

自転車 徒歩

無回答

ｎ＝86

79.1%

14.0%

20.9%

9.3%

1.2%

鉄道（JR・地下鉄）

路線バス（昭和バス・西鉄バス）

高速バス（いと・しま号）

コミュニティバス（はまぼう号）

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ｎ＝86



51 

（６）公共交通に対する改善要望 

〇公共交通利用者の公共交通に対する不満

点・改善点については、「便数を増やす 

ダイヤを見直す」が最も多く、約７割が

指摘しています。次いで、「運賃の割引制

度などを充実させる」「運行ルートや時刻

表、運賃などに関する情報提供を充実さ

せる」が多く、それぞれ３割弱が指摘し

ています。 

○その他、「鉄道へ乗り継ぎしやすいように

ダイヤを調整する」「駅やバス停などの周

辺の駐車場、駐輪場を充実させる」も多

く回答されています。 

 

 

 

 

 

（７）公共交通を利用しない理由 

〇公共交通非利用者の公共交通を利用しな

い理由については、「利用したい時刻にバ

スがない」が最も多く、約４割強が回答

しています。 

〇次いで、「バスでは行きたいところへいけ

ない」を約４割弱が回答しており、その

他では「自宅から駅・バス停が遠い」「小

さな子どもを連れての利用は大変」が多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

▲公共交通利用者の公共交通に対する改善要望 

（複数回答） 

 

▲公共交通非利用者の公共交通を利用しない理由 

（複数回答） 

 

68%

24%

11%

17%

18%

13%

2%

20%

26%

13%

5%

7%

27%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やす ダイヤを見直す（利用した

い時間にバスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調

整する（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも

遅れてくることがある）

運行ルートを見直す（自宅や目的地からバ

ス停が遠い、目的地まで行けない）

運行ルートを分かりやすくする（どのバスに

乗れば目的地まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善

する（ベンチ・待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降

口の段差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場駐輪場を

充実させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情

報提供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設

置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃を分かりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

43%

25%

5%

28%

38%

13%

0%

8%

0%

8%

8%

20%

17%

12%

28%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい時刻にバスがない

目的地まで時間がかかる

遅れることがあるため、時間が読めない（時

刻表通りに運行しない）

自宅や目的地から駅・バス停が遠い

バスでは行きたいところへ行けない

駅やバス停での待ち時間がつらい

駅や乗り場、車両等に段差があるため、利

用しにくい

駅やバス停まで行くのが難しい、行くのが面

倒

時刻表や運賃、乗り方などがよく分からない

利用できるバスや鉄道があるのか、よく知ら

ない

運賃が高い

乗り継ぎが必要になるため面倒

そもそも交通機関を利用しようと考えたこと

がない

家族など複数人数で利用すると、運賃が高

くつく

小さな子どもを連れての利用は大変

その他
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（８）今後の糸島市における公共交通の必要性について 

〇すべての項目において「必要だと思う」「やや必要だと思う」の回答が 7 割を超えており、

公共交通に対する市民の必要性が高いことが伺えます。 

〇特に、「通勤・通学の足を支える公共交通」「高齢者の暮らしの足を支える公共交通」は「必

要だと思う」の回答が 8 割を超えており、通勤・通学、高齢者に対する公共交通の必要性

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

（９）現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価について 

〇すべての項目において「とても満足している」「やや満足している」の回答が 5 割を下回っ

ており、市内の公共交通の満足度は低くなっています。 

〇特に、「高齢者の移動に対する評価」や「観光客等の来街者の移動に対する評価」は、「と

ても満足している」「やや満足している」の回答が 2 割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲ 現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価 

▲ 今後の糸島市における公共交通の必要性 

82.1%

73.1%

87.2%

76.9%

48.1%

66.7%

12.8%

17.3%

9.0%

12.2%

28.8%

21.2%

2.6%

5.8%

1.9%

7.1%

12.8%

7.7%

1.3%

2.6%

0.6%

2.6%

6.4%

3.2%

0.6%

1.3%

1.3%

1.3%

3.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学の足を支える

公共交通(n=156)

買い物、通院など、

くらしの足を支える公共交通
(n=156)

高齢者のくらしの足を支える

公共交通(n=156)

福岡市など他市町との円滑な

行き来を支える公共交通(n=156)

観光客等の来街者の移動を

支える公共交通(n=156)

市中心部にアクセス

しやすい公共交通(n=156)

必要だと思う やや必要だと思う どちらでもない あまり必要だと思わない 必要と思わない 無回答

8.3%

2.6%

1.9%

10.9%

3.2%

5.1%

22.4%

17.9%

12.2%

32.1%

12.8%

25.6%

19.2%

18.6%

30.8%

9.0%

32.7%

18.6%

35.9%

36.5%

32.1%

32.1%

31.4%

32.7%

14.1%

23.7%

22.4%

15.4%

19.2%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学の

移動に対する評価(n=156)

日常生活の

移動に対する評価(n=156)

高齢者の移動に対する評価
(n=156)

福岡市等の他市町への

移動に対する評価(n=156)

観光客等の来街者の

移動に対する評価(n=156)

市中心部への

移動に対する評価(n=156)

とても満足している やや満足している よく分からない あまり満足していない 全く満足していない 無回答
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５-２ 高齢者アンケート調査結果 

（１）調査の概要 

○本計画の策定にあたり、高齢者の外出特性を把握することを目的に、市内在住の高齢者を対

象としたアンケート調査を実施しました。 

 

▼調査の概要 

 

調査目的 
・高齢者の移動実態や公共交通に対するニーズを把握 

・今後の公共交通のあり方の検討に向けた基礎データの収集 

調査対象 ・糸島市に在住している６５歳以上の高齢者 

調査方法 ・民生委員から高齢者に直接配布、直接回収 

調査期間 回答期間：平成 28 年 10 月 15 日（土）～11 月 15 日（火） 

把握項目 

・高齢者の日常的な外出・移動の状況 

・公共交通の利用状況、公共交通に対する不満や改善要望 

・これまでの公共交通に関する取り組みに対する評価 

・公共交通のあり方に対する考え 

・分析に必要な属性 

回収状況 回収票数：452 票 

 

（２）回答者の属性 

〇回答者の年齢は 75 歳以上が約 4 割を占めています。 

〇回答者のうち、約４割が運転免許を持ち、自由に使える自家用車を持っています。一方で、運

転免許を持っていないが約 4 割を占めています。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.9%

3.3%
6.0%

41.4%

10.4%

運転免許も、自分が使える自家用車も持っている
運転免許は持っているが、自分が使える自家用車は持っていない
現在は運転免許を持っているが、近い将来、免許を返納するつもりである
運転免許を持っていない
無回答

ｎ=452

1.5% 2.4%

7.1%

22.6%

23.5%

38.9%

4.0%

54歳以下 55～59歳 60～64歳 65～69歳

70～74歳 75歳以上 無回答

ｎ=452

n= 610 

▼ 回答者の年齢 ▼ 回答者の運転免許及び自家用車保有状況 
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（３）外出目的別の外出行動 

 

外出目的 外出行動の概要 

買い物 ・回答者の約８割以上が市内に買物先を持っています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、約４割が回答しています。

家族等の送迎も含めると、約６割がマイカー利用です。 

・前原地区では、自転車や徒歩での移動が多くなっています。 

・志摩地区では、路線バスの利用が多くなっています。 

・二丈地区では、鉄道の利用が多くなっています。 

通院 ・回答者の約 8 割が市内の病院に通院しています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、全体では約３割が回答し

ています。 

・前原地区では、自転車や徒歩での移動が多くなっています。 

・志摩地区では、路線バスの利用が多くなっています。 

・二丈地区では、鉄道の利用の他、病院の送迎による移動も多くなっています。 

 

（４）公共交通の利用状況 

 

〇直近 1 ヶ月の公共交通の利用について、約 5 割が「利用した」と回答しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.1%41.4%

7.5%

利用した 利用していない 無回答

ｎ=452

▼ 公共交通の利用状況 ▼ 公共交通利用者の外出先 

33.3%

65.4%

1.3%

市内 市外 無回答

ｎ=231
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（５）公共交通利用者の外出特性 

〇公共交通利用者のうち、主な外出先について全体で約３割が「市外」を回答しています。 

〇公共交通利用目的は、約 5 割が「買物」と回答しており、特に、二丈地区では約 7 割が回答してい

ます。 

 〇利用している交通機関は、全体では「鉄道（JR・地下鉄）」が約 8 割と最も多く、また、志摩地 

区では「路線バス（昭和バス・西鉄バス）」を約６割が回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇駅・バス停までの移動手段については、６割以上が「徒歩」と回答しており、最も多い。次に、約 

１割が「自家用車（自分で運転）」を回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼ 公共交通利用者の主な外出目的 ▼ 公共交通利用者の最もよく利用する交通手段 

10.4%
6.9%

6.9%

0.4%
64.9%

1.7%
8.7%

自家用車(自分で運転) 自家用車(家族等の送迎) タクシー

バイク・原付 自転車・徒歩 その他

無回答

ｎ=231

▼ 公共交通利用者の駅・バス停までの交通手段 

76.2%

27.3%

19.9%

15.6%

4.3%

1.7%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道（JR・地下鉄）

路線バス（昭和バス・西鉄バス）

高速バス（いと・しま号）

コミュニティバス（はまぼう号）

自主運行バス（ふくよし号・いきさん号）

市営渡船（ひめしま）

無回答 ｎ=231

3.5%

48.1%

15.6%

22.5%

10.4%

通勤・通学 買物 通院 その他 無回答

ｎ=231
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（６）公共交通に対する改善要望 

〇公共交通利用者の公共交通に対する不満

点・改善点については、「便数を増やす 

ダイヤを見直す」が最も多く、約３割が

指摘しています。 

○その他、「鉄道へ乗り継ぎしやすいように

ダイヤを調整する」「駅やバス停、渡船場

での待合環境を改善する」も多く回答さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）公共交通を利用しない理由 

〇公共交通非利用者の公共交通を利用しな

い理由については、「自宅から駅・バス停

が遠い」が最も多く、約３割弱が回答し

ています。 

〇その他、「利用したい時刻にバスがない」

「目的地まで時間がかかる」が多くなっ

ています。 

  

30%

13%

9%

16%

16%

18%

10%

7%

13%

4%

4%

2%

18%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やす ダイヤを見直す（利用した

い時間にバスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調

整する（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも

遅れてくることがある）

運行ルートを見直す（自宅や目的地からバ

ス停が遠い、目的地まで行けない）

運行ルートを分かりやすくする（どのバスに

乗れば目的地まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善

する（ベンチ・待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降

口の段差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場駐輪場を

充実させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情

報提供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設

置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃を分かりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

▲公共交通利用者の公共交通に対する改善要望 

（複数回答） 

 

18%

18%

3%

26%

17%

11%

5%

13%

6%

5%

4%

7%

12%

3%

1%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい時刻にバスがない

目的地まで時間がかかる

遅れることがあるため、時間が読めない（時

刻表通りに運行しない）

自宅や目的地から駅・バス停が遠い

バスでは行きたいところへ行けない

駅やバス停での待ち時間がつらい

駅や乗り場、車両等に段差があるため、利

用しにくい

駅やバス停まで行くのが難しい、行くのが面

倒

時刻表や運賃、乗り方などがよく分からない

利用できるバスや鉄道があるのか、よく知ら

ない

運賃が高い

乗り継ぎが必要になるため面倒

そもそも交通機関を利用しようと考えたこと

がない

家族など複数人数で利用すると、運賃が高

くつく

小さな子どもを連れての利用は大変

その他

▲公共交通非利用者の公共交通を利用しない理由 

（複数回答） 
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（８）今後の糸島市における公共交通の必要性について 

〇すべての項目において「必要だと思う」「やや必要だと思う」の回答が５割を超えており、

公共交通に対するの市民の必要性が高いことが伺えます。 

〇特に、「高齢者の暮らしの足を支える公共交通」は「必要だと思う」の回答が７割を超えて

おり、高齢者に対する公共交通の必要性が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価について 

〇すべての項目において「とても満足している」「やや満足している」の回答が 5 割を下回っ

ており、市内の公共交通の満足度は低くなっています。 

〇特に、「高齢者にとっての利用のしやすさ」や「観光客等の来街者にとっての利用のしやす

さ」は、「とても満足している」「やや満足している」の回答が 2 割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.5%

7.7%

6.0%

16.6%

5.3%

12.6%

15.0%

15.0%

9.1%

24.8%

5.3%

20.6%

34.3%

19.2%

19.0%

15.7%

40.7%

17.3%

14.8%

33.6%

38.9%

19.5%

22.3%

25.7%

6.2%

9.3%

12.8%

8.4%

8.8%

8.6%

20.1%

15.0%

14.2%

15.0%

17.5%

15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学の移動に利用しやすいか
(n=452)

買物、通院など日常生活の移動に

利用しやすいか(n=452)

高齢者にとって利用しやすいか
(n=452)

福岡都市圏への移動に

利用しやすいか(n=452)

観光客等の来街者にとって

利用しやすいか(n=452)

市中心部に行きやすいか
(n=452)

そう思う ややそう思う よくわからない あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

56.4%

68.1%

75.0%

58.0%

38.7%

50.7%

6.0%

11.1%

6.9%

11.7%

14.8%

15.5%

5.5%

2.4%

1.8%

6.2%

13.7%

8.2%

2.2%

1.5%

0.9%

2.7%

5.5%

3.1%

2.4%

1.5%

0.9%

1.3%

1.8%

1.1%

27.4%

15.3%

14.6%

20.1%

25.4%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学の足を支える公共交通

(n=452)

買い物・通院などくらしの

足を支える公共交通(n=452)

高齢者のくらしの

足を支える公共交通(n=452) 

他市町との円滑な行き来を支える

公共交通(n=452)

観光客等の来街者の

移動を支える公共交通(n=452) 

市中心部にアクセスしやすい

公共交通(n=452)

必要だと思う やや必要だと思う どちらでもない あまり必要と思わない 必要と思わない 無回答

▲ 今後の糸島市における公共交通の必要性 

▲ 現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価 
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５-３ 子育て世帯アンケート調査結果 

（１）調査の概要 

○本計画の策定にあたり、子育て世帯の外出特性を把握することを目的に、市内在住の子育て

世帯を対象としたアンケート調査を実施しました。 

 

▼調査の概要 

 

調査目的 
・子育て世帯の移動実態や公共交通に対するニーズを把握 

・今後の公共交通のあり方の検討に向けた基礎データの収集 

調査対象 
・子育て支援センター（３ヶ所）で開催される子育て広場や子育て教室等の参加者 

・保育園の保護者 

調査方法 

・子育て支援センターにおいて配布・回収 

・保育園の保護者に対しては、WEB アンケートを実施し、URLが記載されたチラシを

配布 

調査期間 回答期間：平成 28 年 10 月 15 日（土）～10 月 31 日（月） 

把握項目 

・子育て世代の日常的な外出・移動の状況 

・公共交通の利用状況、公共交通に対する不満や改善要望 

・これまでの公共交通に関する取り組みに対する評価 

・公共交通のあり方に対する考え 

・分析に必要な属性 

回収状況 回収票数：201 票 

 

（２）回答者の属性 

〇回答者の年齢は、30 代が約 7 割を占め、続いて 20 代、40 代の順です。 

〇回答者のうち、約９割が運転免許を持ち、自由に使える自家用車を持っている一方で、運転免

許を持っていないが約 4%を占めています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 回答者の年齢 ▼ 回答者の運転免許及び自家用車保有状況 

15.4%

71.1%

12.4%

1.0%

20～29歳 30～39歳 40～49歳 無回答

n=201

86.1%

8.5%

4.0%

1.5%

運転免許も、自分が使える自家用車も持っている

運転免許は持っているが、自分が使える自家用車は持っていな

い
運転免許を持っていない

無回答

n=201
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（３）外出目的別の外出行動 

 

外出目的 外出行動の概要 

買い物 ・回答者の約８割が市内に買物先を持っています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、約８割が回答しています。

家族等の送迎も含めると、約９割がマイカー利用です。 

・一方、公共交通の利用は少なく、いずれも数％しか回答されていません。 

通院 ・回答者の 73％が市内の病院に通院しています。 

・主な移動手段は、自家用車（自分で運転）が最も多く、８割以上が回答していま

す。 

・一方、公共交通の利用は少なく、いずれも数％しか回答されていません。 

 

 

 

（４）公共交通の利用状況 

〇直近 1 ヶ月の公共交通の利用について、約 4 割が「利用した」と回答しています。 

〇公共交通利用者のうち、主な外出先について約 7 割が「市外」を回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 公共交通の利用状況 ▼ 公共交通利用者の外出先 

43.8%56.2%

利用した 利用していない

n=201

73.9%

18.2%

8.0%

市外 市内 無回答

n=88
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（５）公共交通利用者の外出特性 

 〇主な外出目的について、約 3 割強が「買物」を回答しており、次いで「通勤・通学」を約 3 割が回

答しています。 

 〇利用している交通機関は、「鉄道（JR・地下鉄）」が約 9 割と最も多く、また、「路線バス（昭和バ

ス・西鉄バス）」を約 1 割が回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇駅・バス停までの移動手段については、約 7 割が「自転車・徒歩」と回答しており、最も多く。次

に、約２割が「自家用車（自分で運転）」を回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 公共交通利用者の主な外出目的状況 ▼ 公共交通利用者の最もよく利用する交通手段 

▼ 公共交通利用者の駅・バス停まで交通手段 

25.0%

33.0%
5.7%

30.7%

5.7%

通勤・通学 買物 通院

その他 無回答

n=88

17.0%

6.8%

1.1%71.6%

3.4%

自家用車(自分で運転) 自家用車(家族等の送迎)

タクシー バイク・原付

自転車・徒歩 無回答

n=88

87.5%

8.0%

15.9%

8.0%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道(ＪＲ・地下鉄)

路線バス(昭和バス・西鉄バス・)

高速バス(いと・しま号)

コミュニティバス(はまぼう号)

自主運行バス(ふくよし号・いきさん号)

自営渡船(ひめしま)

無回答

n=88
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（６）公共交通に対する改善要望 

〇公共交通利用者の公共交通に対する不満

点・改善点については、「便数を増やす 

ダイヤを見直す」が最も多く、約５割が

指摘しています。 

○その他、「運行ルートを分かりやすくする」

「運行ルートや時刻表、運賃などに関す

る情報提供を充実させる」「運賃の割引制

度などを充実させる」も多く回答されて

います。 

 

 

 

 

 

 

（７）公共交通を利用しない理由 

〇公共交通非利用者の公共交通を利用しな

い理由については、「小さな子供を連れて

の利用は大変」が最も多く、約６割強が

回答しています。 

〇次いで、「自宅や目的地から駅・バス停が

遠い」を約３割弱が回答しており、その

他、「目的地まで時間がかかる」が多くな

っています。 

  

▲公共交通利用者の公共交通に対する改善要望 

（複数回答） 

 

50.0%

12.5%

6.8%

12.5%

29.5%

15.9%

8.0%

14.8%

27.3%

13.6%

4.5%

11.4%

29.5%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やす ダイヤを見直す（利用したい時間

にバスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調整する

（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも遅れて

くることがある）

運行ルートを見直す（自宅や目的地からバス停が

遠い、目的地まで行けない）

運行ルートを分かりやすくする（どのバスに乗れ

ば目的地まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善する（ベ

ンチ・待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降口の段

差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場駐輪場を充実さ

せる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情報提

供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃を分かりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

n=88

▲公共交通利用者の公共交通に対する改善要望 

（複数回答） 

 

▲公共交通非利用者の公共交通を利用しない理由 

（複数回答） 

 

19.5%

23.0%

6.2%

28.3%

13.3%

10.6%

2.7%

15.0%

8.0%

8.8%

14.2%

16.8%

13.3%

23.0%

62.8%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい時刻にバスがない

目的地まで時間がかかる

遅れることがあるため、時間が読めない（時刻表

通りに運行しない）

自宅や目的地から駅・バス停が遠い

バスでは行きたいところへ行けない

駅やバス停での待ち時間がつらい

駅や乗り場、車両等に段差があるため、利用しに

くい

駅やバス停まで行くのが難しい、行くのが面倒

時刻表や運賃、乗り方などがよく分からない

利用できるバスや鉄道があるのか、よく知らない

運賃が高い

乗り継ぎが必要になるため面倒

そもそも交通機関を利用しようと考えたことがない

家族など複数人数で利用すると、運賃が高くつく

小さな子どもを連れての利用は大変

その他

n=113
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（８）今後の糸島市における公共交通の必要性について 

〇すべての項目において「必要だと思う」「やや必要だと思う」の回答が 7 割を超えており、

公共交通に対する市民の必要性が高いことが伺えます。 

〇特に、「高齢者の暮らしの足を支える公共交通」は「必要だと思う」の回答が 8 割を超えて

おり、高齢者に対する公共交通の必要性が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価について 

〇すべての項目において「とても満足している」「やや満足している」の回答が 5 割を下回っ

ており、市内の公共交通の満足度は低くなっています。 

〇特に、「日常生活の移動に対する評価」や「高齢者の移動に対する評価」や「観光客等の来

街者の移動に対する評価」は、「とても満足している」「やや満足している」の回答が１割

前後と満足度は低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 今後の糸島市における公共交通の必要性 

76.6%

66.2%

84.6%

77.1%

56.7%

70.1%

13.4%

22.4%

10.0%

17.9%

21.4%

17.9%

7.0%

6.5%

4.0%

2.5%

14.9%

6.5%

1.5%

2.0%

0.5%

0.5%

4.0%

4.0%

0.5%

2.0%

1.5%

0.5%

1.0%

1.0%

1.0%

2.0%

1.5%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学の足を支える公共交通(n=201)

買い物、通院など、くらしの足を支える公共交通(n=201)

高齢者のくらしの足を支える公共交通(n=201)

福岡市など他市町との円滑な行き来を支える公共交通(n=201)

観光客等の来街者の移動を支える公共交通(n=201)

市中心部にアクセスしやすい公共交通(n=201)

必要だと思う やや必要だと思う どちらでもない あまり必要だと思わない 必要と思わない 無回答

5.5%

3.0%

1.5%

6.5%

1.0%

9.5%

14.4%

7.5%

9.0%

29.4%

7.5%

19.9%

40.3%

37.8%

48.3%

28.9%

46.8%

34.8%

25.4%

37.3%

27.4%

22.9%

29.4%

25.4%

12.9%

13.4%

12.4%

11.4%

14.4%

9.5%

1.5%

1.0%

1.5%

1.0%

1.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学の移動に対する評価(n=201)

日常生活の移動に対する評価(n=201)

高齢者の移動に対する評価(n=201)

福岡都市圏への移動に対する評価(n=201)

観光客等の来街者の移動に対する評価(n=201)

市中心部への移動に対する評価(n=201)

とても満足している やや満足している よく分からない あまり満足していない 全く満足していない 無回答

▲ 現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価 



63 

５-４ 九州大学大学生・教職員アンケート調査結果 

（１）調査の概要 

○本計画の策定にあたり、九州大学伊都キャンパスの学生及び教職員の通勤・通学状況や外出

特性を把握することを目的に、市内に在住する九州大学伊都キャンパスの学生・教職員を対

象としたアンケート調査を実施しました。 

 

▼調査の概要 

調査目的 

・九州大学・伊都キャンパスの学生及び教職員の移動実態や公共交通に対するニーズを

把握 

・今後の公共交通のあり方の検討に向けた基礎データの収集 

調査対象 ・九州大学・伊都キャンパスに通学する学生・教職員のうちの糸島市居住者 

調査方法 

・WEBアンケートを実施 

・九州大学の学生向けメールシステムの活用により、対象者に WEBアンケートの URL

を送付 

調査期間 回答期間：平成 28 年 10 月 17 日（月）～10 月 31 日（月） 

把握項目 

・通勤・通学時の移動状況 

・日常的な外出・移動の状況 

・公共交通の利用状況、公共交通に対する不満や改善要望 

・これまでの公共交通に関する取り組みに対する評価 

・公共交通のあり方に対する考え 

・分析に必要な属性 

回収状況 
回収票数：学生 186 票 

     教職員 101 票 
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（２）回答者の属性 

〇学生は男性が 75%、女性が 25%と男性の回答が多くなっています。 

○一方、教職員は男性や 34%、女性が 66%と女性の回答が多くなっています。 

〇学生の回答者の学年は学部 1 年生が 46%と最も多くなっています。 

○教職員の回答者の年齢は 30 代、40 代が約 4 割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学生の回答者のうち、運転免許を持ち、自由に使える自家用車を持っている方は 1 割のみで、

自分が使える自家用車を持っていない方が約6割、運転免許を持っていない方が約3割でした。 

○教職員の回答者では、約 9 割が運転免許を持ち、自由に使える自家用車を持っているとの回答

でした。 

 

 

 

 

 

  5.9%

89.1%

5.0%

運転免許は持っているが、自分が使える自家用車は持っていない

運転免許も、自分が使える自家用車も持っている

運転免許を持っていない

教職員
n=101

▼ 教職員回答者の年齢 ▼ 大学生回答者の学年 

2.0%

38.6%

37.6%

16.8%

3.0%
2.0%

２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳

５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５歳以上

n=101

45.7%

10.8%
8.1%

11.3%

9.7%

8.1%

3.8%

1.1%
1.6%

学部１年 学部２年 学部３年

学部４年 修士１年 修士２年

博士１年 博士２年 博士３年

n=186

57.0%

9.7%

33.3%

運転免許は持っているが、自分が使える自家用車は持っていない

運転免許も、自分が使える自家用車も持っている

運転免許を持っていない

学生
n=186

▼ 教職員回答者の運転免許 

及び自家用車保有状況 

▼ 大学生回答者の運転免許 

及び自家用車保有状況 
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（３）公共交通の利用状況 （通勤・通学で一番利用する交通手段） 

〇学生の回答者のうち、自転車での通学が約 5 割と最も多く、次いで、コミュニティバスが約 4

割弱でありました。 

○教職員については、7 割が自家用車（自分で運転）での回答が最も多く、次いで、コミュニテ

ィバスが約 2 割でありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8%

1.1%

2.2%

9.7%

37.1%

24.7%

51.1%

9.7%

74.3%

3.0%

4.0%

5.9%

19.8%

1.0%

5.0%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族等の送迎）

鉄道（ＪＲ・地下鉄）

路線バス（昭和バス・西鉄バス）

高速バス（いと・しま号）

コミュニティバス（はまぼう号）

自主運行バス（ふくよし号、いきさん号）

市営渡船（ひめしま）

タクシー

バイク・原付

自転車

徒歩

その他

学生

(n=186)

教職員

(n=101)

▲ 通勤・通学時の移動手段（複数回答） 
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（４）自宅出発・帰宅時刻 

〇出発時刻は学生、教職員ともに 8 時台が最も多く、次いで 9 時台が多くなっています。 

○帰宅時刻は、教職員は 16 時台～20 時台に集中していますが、学生は 17 時台と 22 時台に帰

宅するとの回答が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1%

1%

6%

54%

25%

10%

1%

2%

1%

1%

0%

0%

1%

9%

64%

23%

1%

0%

1%

0%

0%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

１１時

１２時

１３時

１６時

１９時

学生（n=186)

教職員（n=100）

0%

1%

6%

17%

15%

11%

8%

10%

17%

4%

2%

1%

3%

1%

2%

2%

1%

1%

1%

1%

8%

28%

22%

17%

12%

4%

1%

0%

0%

1%

1%

3%

0%

1%

1%

0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１４時

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時

２１時

２２時

２３時

０時

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

学生（n=186)

教職員（n=101）

▲ 帰宅時刻 

▲ 自宅出発時刻 
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（５）公共交通に対する改善要望 

〇学生、教職員ともに「便数を増やす、ダイヤを見直す」の要望が最も多く、学生では約 8 割が

回答しています。 

〇また、学生では「バスの定時性を向上させる」の意見も多くなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲公共交通利用者の公共交通に対する改善要望 

（複数回答） 

 

76%

17%

30%

18%

4%

10%

2%

7%

10%

9%

1%

3%

18%

8%

50%

14%

6%

16%

11%

5%

0%

6%

10%

8%

3%

2%

15%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やす ダイヤを見直す（利用した

い時間にバスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調

整する（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも

遅れてくることがある）

運行ルートを見直す（自宅や目的地からバ

ス停が遠い、目的地まで行けない）

運行ルートを分かりやすくする（どのバスに

乗れば目的地まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善

する（ベンチ・待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降

口の段差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場駐輪場を

充実させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情

報提供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設

置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃を分かりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

九大学生

九大教職員
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（６）今後の糸島市における公共交通の必要性について 

〇学生、教職員ともに、すべての項目において「必要だと思う」「やや必要だと思う」の回答

が６割を超えており、公共交通に対するの市民の必要性が高いことが伺えます。 

〇特に、「通勤・通学の足を支える公共交通」は「必要だと思う」の回答が８割を超えており、

九州大学へ通勤・通学する際の公共交通の必要性が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲ 今後の糸島市における公共交通の必要性 

83.3%

57.5%

56.5%

68.8%

40.3%

59.1%

8.6%

17.2%

22.6%

16.7%

23.7%

22.0%

1.6%

9.1%

15.1%

8.1%

17.2%

12.4%

2.7%

11.3%

1.6%

2.7%

12.4%

2.2%

1.1%

2.7%

2.2%

1.1%

3.2%

1.6%

2.7%

2.2%

2.2%

2.7%

3.2%

2.7%

通勤・通学の足を支える公共交通(n=186)

買い物、通院など、くらしの足を支える公共交通(n=186)

高齢者のくらしの足を支える公共交通(n=186)

福岡市など他市町との円滑な行き来を支える公共交通(n=186)

観光客等の来街者の移動を支える公共交通(n=186)

市中心部にアクセスしやすい公共交通(n=186)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要だと思う やや必要だと思う どちらでもない あまり必要だと思わない 必要と思わない 無回答

（学生）

85.1%

58.4%

77.2%

64.4%

37.6%

49.5%

10.9%

22.8%

11.9%

14.9%

33.7%

28.7%

0.0%

10.9%

5.0%

12.9%

14.9%

12.9%

2.0%

5.0%

1.0%

3.0%

6.9%

5.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.0%

3.0%

0.0%

2.0%

3.0%

5.0%

3.0%

4.0%

4.0%

通勤・通学の足を支える公共交通(n=101)

買い物、通院など、くらしの足を支える公共交通(n=101)

高齢者のくらしの足を支える公共交通(n=101)

福岡市など他市町との円滑な行き来を支える公共交通(n=101)

観光客等の来街者の移動を支える公共交通(n=101)

市中心部にアクセスしやすい公共交通(n=101)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要だと思う やや必要だと思う どちらでもない あまり必要だと思わない 必要と思わない 無回答

（教職員）
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（７）現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価について 

〇すべての項目において「とても満足している」「やや満足している」の回答が 5 割を下回っ

ており、市内の公共交通の満足度は低くなっています。 

〇特に、「観光客等の来街者にとっての利用のしやすさ」は、「とても満足している」「やや満

足している」の回答が１割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.9%

3.8%

5.4%

6.5%

2.7%

8.1%

21.5%

19.4%

21.0%

16.1%

5.9%

17.7%

7.5%

16.7%

45.2%

12.9%

28.5%

15.1%

48.4%

37.6%

19.4%

37.1%

37.6%

36.6%

14.0%

19.9%

6.5%

24.2%

22.6%

19.9%

2.7%

2.7%

2.7%

3.2%

2.7%

2.7%

通勤・通学の移動に対する評価(n=186)

日常生活の移動に対する評価(n=186)

高齢者の移動に対する評価(n=186)

福岡都市圏への移動に対する評価(n=186)

観光客等の来街者の移動に対する評価(n=186)

市中心部への移動に対する評価(n=186)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても満足している やや満足している よく分からない あまり満足していない 全く満足していない 無回答

（学生）

5.0%

1.0%

9.9%

2.0%

9.9%

18.8%

12.9%

8.9%

36.6%

5.0%

21.8%

13.9%

32.7%

43.6%

15.8%

37.6%

34.7%

39.6%

36.6%

32.7%

22.8%

38.6%

18.8%

19.8%

14.9%

12.9%

11.9%

14.9%

12.9%

3.0%

2.0%

2.0%

3.0%

2.0%

2.0%

通勤・通学の移動に対する評価(n=101)

日常生活の移動に対する評価(n=101)

高齢者の移動に対する評価(n=101)

福岡都市圏への移動に対する評価(n=101)

観光客等の来街者の移動に対する評価(n=101)

市中心部への移動に対する評価(n=101)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても満足している やや満足している よく分からない あまり満足していない 全く満足していない 無回答

（教職員）

▲ 現在の糸島市の公共交通サービスに対する評価 
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５-５ 市民等の公共交通に対するニーズ（まとめ） 

①市民の公共交通に対する満足度 

○すべてのアンケート調査結果において、「とても満足している」「やや満足している」が「全

く満足していない」「あまり満足していない」を下回っている。 

○特に住民 WEB アンケート、九大学生アンケート、九大職員アンケートでは、「全く満足し

ていない」「あまり満足していない」の回答が 5割を超えており、市内の公共交通に対する

不満が大きいことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲ 市内の公共交通に対する満足度 

2.6%

3.2%

0.0%

0.6%

0.0%

25.0%

20.8%

21.5%

32.0%

28.3%

16.7%

28.4%

42.0%

9.4%

20.2%

39.1%

36.8%

27.0%

45.3%

37.4%

16.7%

10.8%

9.5%

12.7%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民WEBアンケート(n=156)

高齢者アンケート(n=408)

子育て世代アンケート(n=200)

九大学生アンケート(n=181)

九大職員アンケート(n=99)

とても満足している やや満足している よく分からない あまり満足していない 全く満足していない
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②公共交通に対する意見 

改善要望 

○どのアンケート調査結果においても「便数を増やす ダイヤを見直す」への回答が集中し

ています。 

○その他、子育て世代アンケートでは「運行ルートを分かりやすくする」、「運賃の割引制度

などを充実させる」の回答が多く、九大学生アンケートでは「バスの定時性を向上させる」

の回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 糸島市の公共交通に対する不満・要望（複数回答） 

  

68.3%

24.4%

11.0%

17.1%

18.3%

13.4%

2.4%

19.5%

25.6%

13.4%

4.9%

7.3%

26.8%

29.9%

13.0%

8.7%

16.0%

15.6%

17.7%

10.4%

7.4%

12.6%

3.9%

4.3%

2.2%

17.7%

50.0%

12.5%

6.8%

12.5%

29.5%

15.9%

8.0%

14.8%

27.3%

13.6%

4.5%

11.4%

29.5%

76.3%

17.2%

30.1%

17.7%

3.8%

10.2%

1.6%

7.0%

10.2%

8.6%

0.5%

3.2%

18.3%

49.5%

13.9%

5.9%

15.8%

10.9%

5.0%

5.9%

9.9%

7.9%

3.0%

2.0%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やす ダイヤを見直す（利用したい時間にバスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調整する（待ち時間が短

い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも遅れてくることがある）

運行ルートを見直す（自宅や目的地からバス停が遠い、目的地

まで行けない）

運行ルートを分かりやすくする（どのバスに乗れば目的地まで行

けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善する（ベンチ・待合所を

設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降口の段差が小さいバス

など）

駅やバス停などの周辺の駐車場駐輪場を充実させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情報提供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃を分かりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

通勤・通学・日常生活

(n=82)

高齢者

(n=231)

子育て世代

(n=88)

九大学生

(n=186)

九大教職員

(n=101)
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◆鉄道利用者 

○鉄道利用者の不満・要望をみると、「便数を増やすダイヤを見直す」の回答が最も多く、

通勤・通学日常生活 WEB アンケート調査では「情報提供を充実させる」の回答も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 鉄道利用者が特に改善が必要だと感じること（複数回答） 

40.7%

15.0%

9.3%

8.4%

7.9%

14.5%

5.6%

14.0%

22.0%

6.1%

4.7%

1.9%

22.4%

13.6%

68.0%

20.0%

4.0%

14.0%

2.0%

22.0%

38.0%

8.0%

6.0%

28.0%

12.0%

19.8%

14.6%

14.6%

13.5%

10.4%

15.6%

4.2%

9.4%

11.5%

1.0%

3.1%

2.1%

15.6%

17.7%

50.0%

11.8%

5.9%

7.4%

10.3%

13.2%

10.3%

14.7%

25.0%

11.8%

5.9%

2.9%

27.9%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やすダイヤを見直す（利用したい時刻

にバスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調整する

（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも遅れて

くることがある）

運行ルートを見直す（自宅や大学・目的地からバ

ス停が遠い、大学・目的地まで行けない）

運行ルートをわかりやすくする（どのバスに乗れ

ば大学まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善する

（ベンチや待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降口の段

差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場や駐輪場を充

実させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情報提

供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃をわかりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

全体
(n=214)

通勤・通学・日常生活
(n=50)

高齢者
(n=96)

子育て世代
(n=68)

九大学生
(n=0)

九大教職員
(n=0)
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◆路線バス利用者 

○路線バス利用者の不満・要望をみると、「便数を増やすダイヤを見直す」の回答が最も多

くなっています。 

〇高齢者では、「乗り降りしやすい車両等の導入」に対する要望が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 路線バス利用者が特に改善が必要だと感じること（複数回答） 

40.0%

7.5%

10.0%

15.0%

7.5%

15.0%

15.0%

5.0%

10.0%

7.5%

2.5%

12.5%

5.0%

50.0%

16.7%

33.3%

16.7%

16.7%

16.7%

16.7%

29.4%

5.9%

11.8%

17.6%

11.8%

17.6%

29.4%

5.9%

5.9%

11.8%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

25.0%

50.0%

25.0%

25.0%

25.0%

54.5%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

50.0%

50.0%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やすダイヤを見直す（利用したい時刻に

バスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調整する

（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも遅れて

くることがある）

運行ルートを見直す（自宅や大学・目的地からバ

ス停が遠い、大学・目的地まで行けない）

運行ルートをわかりやすくする（どのバスに乗れ

ば大学まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善する（ベ

ンチや待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降口の段

差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場や駐輪場を充実

させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情報提

供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃をわかりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

全体
(n=40)

通勤・通学・日常生活
(n=6)

高齢者
(n=17)

子育て世代
(n=4)

九大学生
(n=11)

九大教職員
(n=2)
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◆コミュニティバス利用者 

○コミュニティバス利用者の不満・要望をみると、「便数を増やすダイヤを見直す」の回答

が最も多くなっています。 

〇高齢者については「運行ルートの分かりやすさ」「情報提供」「運賃」への不満・要望が多

くなっています。 

〇九大学生については「バスの定時性向上」への要望が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通に対する改善要望からの課題】 

・路線バス、コミュニティバスの便数、ダイヤに関するニーズが挙がっており、利用ニ

ーズに合わせたダイヤを設定する必要がある。 

▲ コミュニティバス利用者が 

特に改善が必要だと感じること（複数回答） 

84.3%

9.8%

25.5%

9.8%

7.8%

15.7%

3.9%

2.0%

11.8%

15.7%

3.9%

19.6%

15.7%

100.0%

100.0%

100.0%

57.1%

28.6%

42.9%

28.6%

42.9%

14.3%

42.9%

14.3%

92.6%

14.8%

48.1%

22.2%

3.7%

3.7%

11.1%

3.7%

18.5%

11.1%

75.0%

8.3%

16.7%

8.3%

25.0%

16.7%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数を増やすダイヤを見直す（利用したい時刻に

バスがない）

鉄道へ乗り継ぎしやすいようにダイヤを調整する

（待ち時間が短い、長い）

バスの定時性を向上させる（時刻表よりも遅れて

くることがある）

運行ルートを見直す（自宅や大学・目的地からバ

ス停が遠い、大学・目的地まで行けない）

運行ルートをわかりやすくする（どのバスに乗れ

ば大学まで行けるのか迷う）

駅やバス停、渡船場での待合環境を改善する（ベ

ンチや待合所を設置するなど）

乗り降りしやすい車両等を導入する（乗降口の段

差が小さいバスなど）

駅やバス停などの周辺の駐車場や駐輪場を充実

させる

運行ルートや時刻表、運賃などに関する情報提

供を充実させる

バスの接近・通過情報提供サービスを設置する

乗り継ぎに関する情報提供を充実させる

運賃をわかりやすくする

運賃の割引制度などを充実させる

その他

全体
(n=51)

通勤・通学・日常生活
(n=1)

高齢者
(n=7)

子育て世代
(n=4)

九大学生
(n=27)

九大教職員
(n=12)
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③公共交通を利用しない理由 

○通勤・通学・日常生活アンケートにおいては、「利用したい時刻にバスがない」の回答が

４割以上と集中しています。その他、「バスでは行きたいところへ行けない」、「小さな子ど

もを連れての利用は大変」、「自宅や目的から駅・バス停が遠い」の回答が多くなっていま

す。 

○子育て世代アンケートでは、「小さな子どもを連れての利用は大変」の回答が 6 割と集中

しています。その他、「自宅や目的地から駅・バス停が遠い」の回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 公共交通を利用しない理由（複数回答） 

 

  

22.8%

20.6%

4.4%

26.9%

19.4%

11.4%

3.6%

12.8%

5.8%

6.7%

8.1%

12.5%

13.1%

10.6%

24.7%

18.3%

43.3%

25.0%

5.0%

28.3%

38.3%

13.3%

8.3%

8.3%

8.3%

20.0%

16.7%

11.7%

28.3%

10.0%

18.2%

17.6%

3.2%

25.7%

17.1%

11.2%

5.3%

12.8%

6.4%

4.8%

4.3%

7.5%

11.8%

2.7%

0.5%

28.3%

19.5%

23.0%

6.2%

28.3%

13.3%

10.6%

2.7%

15.0%

8.0%

8.8%

14.2%

16.8%

13.3%

23.0%

62.8%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい時刻にバスがない

目的地まで時間がかかる

遅れることがあるため、時間が読めない（時刻表通りに運行しな

い）

自宅や目的地から駅・バス停が遠い

バスでは行きたいところへ行けない

駅やバス停での待ち時間がつらい

駅や乗り場、車両等に段差があるため、利用しにくい

駅やバス停まで行くのが難しい、行くのが面倒

時刻表や運賃、乗り方などがよく分からない

利用できるバスや鉄道があるのか、よく知らない

運賃が高い

乗り継ぎが必要になるため面倒

そもそも交通機関を利用しようと考えたことがない

家族など複数人数で利用すると、運賃が高くつく

小さな子どもを連れての利用は大変

その他

全体
(n=361)

通勤・通学・日常生活
(n=61)

高齢者
(n=187)

子育て世代
(n=113)
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◆自由に自家用車を運転できない方 

○自由に自家用車を運転できない方に絞ってみてみると、全体では、「自宅や目的地から駅・

バス停が遠い」の理由が最も多くなり、次いで、「バスでは行きたいところへ行けない」の

回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 自由に自家用車を運転できない方における公共交通を利用しない理由（複数回答） 

 

 

【公共交通を利用しない理由からの課題】 

・「利用したい時刻にバスがない」、「バスでは行きたいところへ行けない」の回答が多く、

利用ニーズはあるものの、ダイヤ、ルートの都合で利用できない市民が存在します。 

・自由に自家用車を運転できない方に絞ってみると、「駅やバス停が遠い」の回答も多く

なっており、自宅から駅・バス停へのアクセスしやすさの課題が挙げられます。 

11.4%

13.6%

3.4%

26.1%

21.6%

9.1%

10.2%

11.4%

11.4%

10.2%

8.0%

10.2%

9.1%

3.4%

3.4%

18.2%

42.9%

14.3%

42.9%

14.3%

14.3%

14.3%

14.3%

6.8%

13.5%

2.7%

27.0%

20.3%

10.8%

9.5%

12.2%

10.8%

6.8%

5.4%

9.5%

10.8%

1.4%

1.4%

18.9%

28.6%

14.3%

0.0%

42.9%

14.3%

0.0%

28.6%

14.3%

14.3%

42.9%

42.9%

14.3%

0.0%

14.3%

28.6%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい時刻にバスがない

目的地まで時間がかかる

遅れることがあるため、時間が読めない(時刻表

通りに運行しない)

自宅や目的地から駅・バス停が遠い

バスでは行きたいところへ行けない

駅やバス停での待ち時間がつらい

駅や乗り場、車両等に段差があるため、利用し

にくい

駅やバス停まで行くのが難しい、行くのが面倒

時刻表や運賃、乗り方などがよくわからない

利用できるバスや鉄道があるのか、よく知らない

運賃が高い

乗り継ぎが必要になるため面倒

そもそも公共交通を利用しようと考えたことがな

い

家族など複数人数で利用すると、運賃が高くつく

小さな子供を連れての利用は大変

その他

全体
(n=88)

通勤・通学・日常生活

（n=7)

高齢者
(n=74)

子育て世代
(n=7)
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６．糸島市における公共交通の問題点・課題  
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６-１ 糸島市における公共交通の問題点・課題 

前章までの地域特性や公共交通の現状の整理、将来のまちづくりの方向性の整理、各種

調査結果からの市民等の移動ニーズなどを踏まえ、糸島市の目指す将来像の実現に向けて

公共交通が役割を果たすための課題を次のように整理しました。 

 

 

 

●高齢社会における安全・安心のまちづくりを進め定住環境の向上を図る 

 通勤・通学等の移動を支える 

 高齢者など車を運転しない人の買い物、通院、交流などの生活移動を支える 

●九州大学の活動を支えその効果を都市活力の維持・向上につなげていく 

 市域内外から九州大学伊都キャンパスへの公共交通によるアクセスを確保し、学生や

教職員の通学・通勤やその他の活動、大学への来訪者の円滑な移動を支える 

●豊かな自然など糸島の魅力を生かした観光交流を支える 

 JR 筑前前原駅等から市内の観光資源への公共交通を確保し観光交流を支える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来像の実現に向けた公共交通の役割 

課題５ 公共交通の持続可能性の確保 

課題４ 観光交流を支える公共交通の確保 

課題１ 通勤・通学移動の利便性の向上 

課題２ 高齢者などの交通弱者の生活移動の確保 

課題３ 九州大学伊都キャンパスへのアクセスの充実 

●JR 筑肥線の利便性の向上 

●JR 筑肥線の各駅へのアクセスの利便性の向上 

●高速バス「いと・しま号」の利用促進 

●利用しやすい公共交通サービスの提供 

●分かりやすい公共交通サービスの提供 

●交通不便地域の縮減 

●高齢者の交通事故防止の観点からの公共交通の利用促進 

糸島市における公共交通の課題 
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課題１ 通勤・通学移動の利便性の向上 

本市の就業者の約 5 割が市外へ通勤しており、また通学者の約 7 割が市外へ通学してい

ます。通勤・通学先のほとんどが福岡市となっています。今後、全国的に人口減少が見込

まれる中で人口をできるだけ維持していくためには通勤・通学の利便性を確保・向上する

ことが重要となります。 

 

●JR 筑肥線の利便性の向上 

【現状・ニーズ】 

JR 筑肥線は本市の公共交通の基幹軸として、市内外を結ぶ重要な役割を担っており、公

共交通利用者の約 8 割が最もよく利用する交通手段としてあげています（WEB アンケー

ト調査）。 

【課題】 

JR 筑肥線は筑前前原駅以西は単線路線であり、日中の運行本数も筑前前原駅以東はおよ

そ 15 分間隔の運行ですが、以西はおよそ 30 分間隔となっています。筑前前原駅以西の

輸送力の強化が望まれています。 

 

●JR 筑肥線の各駅へのアクセスの利便性の向上 

【現状・ニーズ】 

JR 筑肥線は中心部市街地を走っており、市内に 9 つの駅があることから、鉄道利用者

のほとんどが徒歩で駅へアクセスしています。しかし、自動車（自分で運転）でのアクセ

スや自転車・バイクでのアクセスもそれぞれ約 1 割を占めています（WEB アンケート調

査）。 

 

【課題】 

路線バスやコミュニティバスでも駅へのアクセスの利便性を向上させる（課題 2 で記載）

とともに、自動車や自転車・バイクで駅に行き、そこから鉄道を利用する場合の利便性を

高めるために駅周辺の駐車場・駐輪場を整備することも必要です。 
 

●高速バス「いと・しま号」の利用促進 

【現状・ニーズ】 

高速バス「いと・しま」号は本市内と福岡市の天神・博多駅を結んでおり、平日では、

天神・博多方面 45 便、前原・志摩方面 41 便運行されています。公共交通利用者の約 2

割が最もよく利用する交通手段としてあげています（WEB アンケート調査）。 

【課題】 

今後、高速バス「いと・しま」号を利用しやすくし、市域外への移動の利便性を高めて

いく必要があります。 
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課題２ 高齢者などの交通弱者の生活移動の確保 

高齢者アンケート調査の結果では、高齢者の 4 割は運転免許を持っておらず、また運転

免許を持っている人の約 1 割が近い将来免許を返納するつもりであるとしており、高齢者

にとって公共交通は生活のために不可欠な役割を担っています。 

高齢者の外出目的は約 7 割（無回答を除く）が買い物、通院で、その目的地の約 8 割が

市内であり、市域内の移動を担う路線バスやコミュニティバスの役割が重要です。 

また、各年齢層から回答が得られている WEB アンケート調査の結果では、運転免許が

ない、使える自動車がないなど自家用車を使えない人は約 2 割います。 
 

●利用しやすい公共交通サービスの提供 

【現状・ニーズ】 

高齢者が買い物、通院等の移動に公共交通を利用している人の最もよく利用する交通手

段は、鉄道 76％、路線バス 27％、高速バス「いと・しま号」20％、コミュニティバス

16％で、主として市内移動を担う路線バスやコミュニティバスもよく利用されています。 

注）高速バス「いと・しま号」は市域内のバス停で乗降が可能で市域内移動にも利用されています。 

高齢者から改善点としてあげられた事項の上位5つのうち4つが利用しやすさに関する

もので、便数の増加・ダイヤ見直し（30％）、バス停等の待合環境の改善（18％）、運賃

の割引制度の充実（18％）、運行ルートの見直し（自宅に近く、行きたい目的地に行ける）

（16％）となっています。 

また、子育て世帯から改善点としてあげられた事項の上位 5 つのうち 3 つが利用しやす

さに関するもので、便数の増加・ダイヤ見直し（50％）、運賃の割引制度の充実（30％）、

バス停等の待合環境の改善（16％）となっています。 

【課題】 

このような利用者のニーズに対応して、公共交通の持続可能性に配慮しつつ、運行の効

率化とあわせて便数の増加・ダイヤ見直しを図っていくことが必要です。また、高齢者の

買い物先や通院先の施設が多く立地している鉄道沿線の中心市街地の回遊性を高め、商業

施設や医療施設などにアクセスしやすくすることも求められます。 

乗り継ぎ拠点等主要なバス停における上屋・ベンチの設置などの待合環境の改善を図る

ことも重要です。コミュニティバス等の乗り継ぎにあたっては、乗り継いだ場合の運賃が

過大にならないように運賃割引制度の充実を検討していく必要があります。 

 

●分かりやすい公共交通サービスの提供 

【現状・ニーズ】 

市域内移動を路線バスとともに中心的に担っているコミュニティバスは路線の重複や複

数のルートの路線があるなど、利用者にとって分かりにくくなっています。 

高齢者からは改善点として、運行ルートを分かりやすくする（どのバスに乗れば目的地

まで行けるか迷う）が 4 番目（16％）にあげられています。また、運行ルートや時刻表な

どに関する情報提供の充実（13％）も求められています。 

また、子育て世帯からは改善点として、運行ルートを分かりやすくするが 2 番目（30％）、

運行ルートや時刻表などに関する情報提供の充実が 4 番目（27％）があげられています。 

【課題】 

どのバスに乗ればどこに行けるのかが分かりやすいコミュニティバスのネットワークに

していくこと、それとあわせて運行ルートや時刻表などに関する情報提供を行っていくこ

とが必要です。 



81 

●交通不便地域の縮減 

【現状・ニーズ】 

一定密度（500ｍメッシュで 30 人（1.2 人/ha）以上で人が居住している地域は、ほ

とんどがバス停から 500ｍ圏に含まれていますが、市域の北部や東部の一部に公共交通網

ではカバーしきれない集落（交通不便地域）があります。 

【課題】 

地域の移動需要に的確に対応できる交通手段を地域住民等と連携して検討し、交通不便

地域の縮減を図っていく必要があります。 

 

●高齢者の交通事故防止の観点からの公共交通の利用促進 

【現状・ニーズ】 

高齢者で自家用車の運転が不安と思っている人は、現在は 1 割弱ですが、将来は 6 割以

上（無回答を除く）にのぼります。また、また運転免許を持っている人の約 1 割が近い将

来免許を返納するつもりであるとしています（高齢者アンケート調査結果）。 

また、高齢者の交通事故の増加を背景に 75 歳以上の高齢者には免許更新に際して講習

予備検査と高齢者講習が義務づけられるなど、高齢者の交通事故防止対策が強化されてい

ます。 

【課題】 

このようなことを受けて、高齢者にとって分かりやすく利用しやすい公共交通を実現す

るとともに、自家用車を運転できるうちに、車中心から公共交通をうまく使う生活スタイ

ルへ転換する意識の醸成が必要になります。 

さらに交通事故防止の観点から、高齢者の運転免許返納を促進する方策を検討していく

必要があります。 

 

課題３ 九州大学伊都キャンパスへのアクセスの充実 

【現状・ニーズ】 

本市においては、九州大学（伊都キャンパス）の活動を支え、その効果を都市活力の維

持・向上につなげていくことが成長戦略に掲げられています。 

伊都キャンパスへの移転は、平成 17 年度に始まり、平成 23 年度末（第Ⅱステージ）

では学生・教職員数は約 10,800 人となっています。現在は最終の第 3 ステージにあり、

平成 30 年度の移転完了時には学生・教職員数は約 18,700 人となる予定です。 

これまでも大学移転の進捗に合わせて、周船寺駅～産の宮～九州大学路線の新設、増便、

大学におけるバス停の新設、車両購入や大型化などの取組みを進めてきています。また、IC

カードの導入に合わせて大学と連携して学生・教職員の運賃割引も実施しています。 

九州大学の学生・教職員の通学・通勤で一番利用する移動手段は、コミュニティバスは

学生 37％、教職員 20％、路線バスは学生 10％、教職員 6％となっており、学生・教職

員の通学・通勤手段として公共交通は大きな役割を担っています。学生については自転車、

バイク・原付、徒歩を除くと、ほとんどがコミュニティバス、路線バスを利用しています。

（九州大学大学生・教職員アンケート調査結果） 

学生・教職員からは改善点として、便数の増加・ダイヤの見直しが多く（学生 76％、教

職員 50％）求められています。次いで、学生からはバスの定時性の向上（30％）あげら

れています。 
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【課題】 

平成 30 年度末の九州大学の移転完了に向けて、大幅に増加が見込まれる学生・教職員

の大学へのアクセスを支えるために、増便や大型車両の導入等による輸送力の強化を図る

必要がある。車両の大型化による定時性の向上についても検討を行う必要があります。 

また、運行ルートも JR 筑肥線各駅と大学とを効率的に結ぶことを主眼に、市内居住の

大学生の大学へのアクセスにも配慮して、現在のルートを検証し、必要な見直しを行う必

要があります。 

移転の最終ステージ（第Ⅲステージ）には、附属図書館等の施設、人文社会科学系や農

学系の移転が予定されており、それに伴い必要なバス停を新設する必要があります。 

 

課題４ 観光交流を支える公共交通の確保 

【現状・ニーズ】 

糸島市への観光入込客数は増加傾向にあり、平成 26 年には約 580 万人にのぼり、本市

の活力の維持・発展に重要な役割を担っています。糸島市に来てから観光地までの移動手

段は自家用車が 83％を占めており、市内バスは0.5％にとどまっています。 

【課題】 

糸島市観光振興計画においても、前原から観光地までの二次交通アクセスが課題として

あげられています。 

現在の観光動向は玄界灘に面した地域ではドライブを兼ねた観光が中心となっているこ

ともあり自家用車による移動が大半を占めており、観光に特化した公共交通の充実には難

しい点もありますが、既存の公共交通でもアクセスできる観光地も多いことを踏まえて、

観光交流においても現在の公共交通の活用を促進していく必要があります。また、観光タ

クシーの活用について検討していく必要があります。 

 

▼観光資源の立地と現在の公共交通網 
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課題５ 公共交通の持続可能性の確保 

市民生活や様々な都市活動にとって「移動」は不可欠な要素であり、自家用車を運転し

ない高齢者などの交通弱者の生活移動や福岡都心部への移動など自家用車の利用が適さな

い移動においては公共交通が重要な役割を果たしています。また、高齢化の進展に伴い身

体上の不安等から自動車を運転できなくなる人が増え、公共交通の必要性は一層高まりま

す。 

しかし、糸島市における公共交通は、ＪＲ、高速バスいと・しま号を除き、路線バス、

コミュニティバス、渡船で赤字運行が続いており、国や県、糸島市が赤字を補てんして運

行している状況にあります。人口減少・高齢化の進展に伴い行財政もますます厳しくなっ

てきており、赤字運行が続けばサービスを縮小せざるを得ない状況になることも想定され

ます。 

そのような状況に陥らないように、より効率的な運行や利用促進を図っていくことが必

要です。 

ここでは、赤字補てんを行っている路線バス、コミュニティバス、自主運行バス、渡船

（姫島航路）について、持続可能性の確保の観点から、その問題・課題を整理しています。 

 

①路線バスに関する問題点・課題 

ここでは、市が赤字補助を行っている 4 路線（前原～加布里～芥屋、前原～船越、前原

～谷、前原～道目木～芥屋）についての問題点・課題について整理します。 

 

運行状況 

○芥屋線（加布里経由）、船越線、野

北線は平日 7 本～10 本の運行を確

保していますが、芥屋線（道目木経

由は）、平日のみ上下 1 本ずつの運行

に留まっています。 

 

利用状況 

   ○平成 25 年度以降、芥屋線（加布里経由）、船越線、野北線は増加傾向にありますが、

芥屋線（道目木経由）は通学対応の路線であり、学生数の減少に伴い利用者数は年間

1,000 人程度で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上り 下り 上り 下り
芥屋線（加布里経由） 10 10 10 9
船越線 8 8 7 7
野北線 7 8 7 6
芥屋線（道目木経由） 1 1 0 0

平日 土曜・休日

6.0 6.1 5.2 5.2 5.5 

5.3 4.3 
3.3 3.5 3.9 

3.2 
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芥屋線（道目木）

野北線

船越線

芥屋線（加布里）

（万人）

▼ 路線バスの運行本数 

▲ 路線バスの利用者数の推移 
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運営状況 

〇芥屋線（加布里経由）、船越線、野北線については、国・県からの補助を受けつつ、運

行を継続している状況にあり、糸島市からも約 1,460 万円の財政支出を行っています。 

○芥屋線（道目木経由）は、利用者が少ないため国・県からの補助金は受けてなく、糸島

市から約 120 万円の財政支出を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題点と課題 

【問題点】 

・路線バスは各路線とも運行経費に見合う利用はなく、赤字運行を行っています。便に

よっては利用が僅かとなっている区間もあります。 

・現状では国や県の補助金を充当して運行を継続していますが、今後利用が落ち込むと

国や県の補助を受けられなくなり、市の財政負担が増大する懸念があります。 

 

【今後の検討課題】 

・財政負担を軽減するための運行効率化 

・新たな需要の発掘に向けた検討 

・適正な運賃体系の検討 

 

 

  

（単位：千円）

欠損額
国・県
補助金

糸島市
負担額

路線バス 31,981 16,179 15,802
芥屋線（加布里経由） 10,167 6,582 3,586
船越線 9,173 4,215 4,958
野北線 11,446 5,383 6,064
芥屋線（道目木経由） 1,195 - 1,195

▼ 路線バスの運営状況：平成 27年度 
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②コミュニティバスに関する問題点・課題 

運行状況 

○九大線（波多江経由、高田経由）

曽根線（有田経由）、前原今宿線等

は 1 日 10 本を超える本数が運行

されていますが、九大線（油比・馬

場線）や井原山線（篠原経由）では、

1 日１、2 本しかなく、路線により、

運行本数にばらつきがあります。 

○また、九大線（高田経由）や井原

山線（篠原経由）では、土曜・休日

は運行されていません。 

〇井原山線や曽根線など、運行ルー

トが複数に分かれている路線があ

る一方、重複している路線もあり、

利用者にとって、分かりづらくなっ

ています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆高齢者アンケートで寄せられた意見  

▼ コミュニティバスの運行本数 

運行ルートが複数に

分かれている路線 

・コミュニティバスを利用したい時があるが、ルートが良くわからない。 

・バスに乗りたいけど、どこから乗ってどこまで行くのかが分からない。 

・バス停に運行ルートのマップを表示して欲しい。どこをどう通って行くのかが

不明で不安。 

井原山線と曽根線が重複 

上り 下り 上り 下り
初深江線 6 6 6 6
九大線（波多江経由） 17 16 5 4
九大線（泊経由） 4 5 3 4
九大線（油比・馬場経由） 1 2 1 1
九大線（高田経由） 10 12 0 0
白糸線 9 8 8 7
雷山線 8 7 5 4
井原山線（篠原経由） 2 1 0 0
井原山線（202号線経由） 4 4 4 3
曽根線（有田経由） 10 13 8 8
曽根線（波多江駅、あごら経由） 7 5 6 6
川原線 8 8 6 6
前原今宿線 17 17 9 9
市街地循環線 8 13 10 10

平日 土曜・休日
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利用状況 

〇コミュニティバスの利用状況は年々増加しており、平成 27 年度の利用者数は約 25 万 5

千人と平成 23 年度に比べ、6 万 9 千人増加しています。 

○路線別にみると、九大線が九州大学伊都キャンパスへの移転が進んだため、9 万 2 千人の

利用と平成 23 年度に比べ 3 万 5 千人増加しています。また、前原今宿線も 3 万 7 千人

の利用があり、平成 23 年度に比べ 6 千人増加しています。 

〇一方、利用者が一人もいないバス停があり、運行の効率化が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ コミュニティバスの利用者数の推移 
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運営状況 

〇コミュニティバスの利用者数は増加傾向であるものの、全路線とも、国・県からの補助

を受けつつ、運行を継続している状況にあり、糸島市からも合計約 3,800 万円の財政

支出を行っています。 

○路線別にみると、九大線（波多江経由）が収支率 86％と高いが、雷山線、井原山線、

市街地循環線では収支率が 30％を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題点と課題 

【問題点】 

・井原山線や曽根線など、運行ルートが複数に分かれている路線がある一方、重複して

いる区間もあり、利用者にとって、分かりづらくなっています。 

・利用者数は増加しているが、一人も利用しないバス停もあり、効率化が必要です。 

・コミュニティバスは各路線とも運行経費に見合う利用はなく、赤字運行を行っていま

す。便によっては利用が僅かとなっている区間もあります。 

・そのうち、市街地循環線は平成 26 年 1 月より運行開始したものの、利用は低迷して

おり、収支率も低くなっています。 

・九大線は利用者が多く、収支率も高いが、利用者からは更なる増便の要望が高くなっ

ています。 

 

【今後の検討課題】 

・利便性向上と運行効率化に向けたルート・ダイヤの検証 

・新たな需要の発掘に向けた検討（バスマップ・時刻表の配布 等） 

・適正な運賃体系の検討 

 

 

 

 

 

 

  

▼ コミュニティバスの運営状況：平成 27年度 

白糸線 16,415 2,766,936 8,004,827 -5,237,891 1,565,000 3,672,891 -84.4 35% 224
雷山線 11,970 2,314,991 8,501,016 -6,186,025 1,848,000 4,338,025 -93.8 27% 362
曽根線波多江経由 7,264 1,006,542 2,719,348 -1,712,806 512,000 1,200,806 -81.2 37% 165
曽根線有田経由 12,990 1,494,160 3,691,961 -2,197,801 657,000 1,540,801 -76.8 40% 119
井原山線 12,642 2,475,164 8,502,720 -6,027,556 1,801,000 4,226,556 -91.4 29% 334
川原線 19,593 3,495,859 8,666,272 -5,170,413 1,545,000 3,625,413 -76.9 40% 185
前原今宿線 36,146 5,946,439 13,221,209 -7,274,770 2,174,000 5,100,770 -70.9 45% 141
九大線波多江経由 55,164 8,754,008 10,177,699 -1,423,691 425,000 998,691 -18.0 86% 18
九大線泊・油比経由 6,690 2,575,875 3,840,440 -1,264,565 378,000 886,565 -42.5 67% 133
初深江線 24,360 2,650,695 7,039,916 -4,389,221 1,311,000 3,078,221 -79.5 38% 126
市街地循環線 17,177 3,654,041 15,700,415 -12,046,374 3,470,000 8,576,374 -98.9 23% 499
高田線 26,453 3,797,204 4,842,999 -1,045,795 1,045,795 -27.8 78% 40

計 246,864 40,931,914 94,908,822 -53,976,908 15,815,000 38,161,908 -73.3 43% 155

一人当たりの市財政
負担額（円/人）

キロ当たり損益
（円/km）

収支率
運送収入
（円）

営業費用
（円）

営業損益
（円）

国庫補助額
（円）

市補助額
（円）

年間利用者
数（人）
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③自主運行バス 

運行状況 

○福吉校区、一貴山校区ともに、3 ルートをそれぞれ週 1 日 2 往復運行しています。 

〇運転手は校区内のボランティアにより運行されており、福吉校区では 15 人が、一貴山校

区では 20 人がボランティア運転手として登録しています。 

 

利用状況 

〇自主運行バスの平成 27 年度の利用者数は 5,156 人であり、年々増加しています。 

○校区別にみると、福吉校区（ふくよし号）は、年々増加傾向でありましたが、平成 27 年

度の利用者数は 2,250 人であり、前年度に比べ 440 人減少しています。 

○一貴山校区（いきさん号）は平成 24 年度運行開始以降、年々増加しており、平成 27 年

度の利用者数は 2,906 人と、前年度に比べ約 500 人増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：糸島市資料 

※集計期間：各年 4月 1日～翌年 3月 31日 

▲ 自主運行バスの利用状況 

 

問題点と課題 

【問題点】 

・運行開始後、一定の利用はあるものの、地区によっては週に 1 日しか運行しないため、

利用者の外出移動に制約があります。 

・ボランティア運転手も高齢者が中心であり、今後、運転能力の低下による交通事故の

危険性の増加や、退職による運転手不足等が懸念されます。 

 

【今後の検討課題】 

・公共交通不便地域における自主運行バスの展開 

・ボランティア運転手の確保 
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④姫島航路 

運行状況 

〇市営渡船ひめしまは、糸島市が運航する岐志と姫島を結ぶ航路で、１日４往復、毎日運航

しています。 

〇岐志では昭和バス「芥屋線」に接続しています。 

〇平成 28 年3 月より新船が就航しており、バリアフリー対応等、快適性が向上しています。 

 

利用状況 

〇市営渡船ひめしまの平成 27 年度の利用者数は 37,599 人であり、10 年間で約 4,000

人減少しています。 

〇市営渡船ひめしまの利用者は、約３割が島民で、約７割は学校関係者や行商、釣り客、観

光客などが占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：糸島市資料 

※集計期間：各年 4月 1日～翌年 3月 31日 

▲ 市営渡船の利用状況 

 

運営状況 

〇姫島航路の平成27年度の損益は、収入約1800万円に対し、費用が約6000万円と、

約 4200 万円の損失が生じています。 

 

問題点と課題 

【問題点】 

・姫島の過疎化の進展により、今後さらに姫島航路の利用客数が減少すると予想され、

損失額の増大が危惧されます。 

 

【今後の検討課題】 

・観光利用による利用客数の増加 
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７．計画の基本方針及び目標  
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７-１ 糸島市における公共交通のあり方（目指す将来像）と基本方針 

（１）糸島市が目指す将来像 

 

 

 第 1 次糸島市長期総合計画基本構想では、将来都市像として「人も元気 まちも元気 

新鮮都市 いとしま」を掲げ、高齢社会において人々が快適かつ安全・安心に暮らすこ

とができ、また、九州大学の「知」の活用と豊かな自然など糸島の魅力を生かした活力

あるまちの実現を目指している。 

 都市構造については、第 1 次糸島市都市計画マスタープランにおいて、糸島市版拠点

連携型都市「都市と農山漁村が共存・持続するまち」の実現を目指している。 

・拠点間が効率的に結ばれ一体性の高い市域の創出 

・知の拠点である九州大学との連携 

・高齢社会に対応した自動車に過度に依存しない環境の実現 

 

 

（２）地域公共交通の役割 

 

 
 

●高齢社会における安全・安心のまちづくりを進め定住環境の向上を図る 

 豊かな自然環境と福岡市都心部への良好なアクセス環境を生かした福岡都市圏の魅

力ある住宅都市としての定住基盤を整える 

 高齢社会の進展に伴い重要性が一層高まる、高齢者や学生など車を運転しない、車を

持たない人の市域内外の買い物、通院、交流などの生活移動を支える 

●九州大学の活動を支えその効果を都市活力の維持・向上につなげていく 

 広域交通軸である JR 筑肥線の各駅や市内各地区から九州大学伊都キャンパスへの

公共交通によるアクセスを確保し、学生や教職員の通学・通勤やその他の活動、大学

への来訪者の円滑な移動を支える 

 伊都キャンパス、市内の良好な住宅地と JR 筑肥線の各駅や都市機能が集積した拠点

とを結び、公共交通での生活移動を支えることにより、大学関係者の移住・定住環境

を整える 

●豊かな自然など糸島の魅力を生かした観光交流を支える 

 行楽シーズンの車の渋滞の問題への対応も踏まえ、JR 筑肥線の筑前前原駅等から市

内の観光資源への公共交通を確保し観光交流を支える 

 

 

  

人も元気 まちも元気 新鮮都市 いとしま 
～糸島市版拠点連携型都市 「都市と農山漁村が共存・持続するまち」～ 

拠点が連携・役割分担する一体性の高い市域を創出し、 
安全・安心な暮らしと「知」の拠点である九州大学との連携を 

支える役割を公共交通は担う 
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（３）地域公共交通の役割発揮に向けた方向性 

糸島市の将来像の実現に向けて地域公共交通が果たすべき役割発揮に向けた取組みの方向性

（方策）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の通勤・通学、買い物、通院、交流など、公共交通による生活移動については、

主として市域外へは JR 筑肥線と路線バス・コミュニティバス、市域内は路線バス・コ

ミュニティバス、渡船が担っています。 

 JR 筑肥線は、本市の公共交通の基幹軸として広域移動の中核を担っており、その機能

の充実を図るとともに、駅周辺施設の整備等により鉄道利用の利便性を高めていきま

す。 

 路線バス・コミュニティバスは、居住地と JR 筑肥線の各駅や市中心部（鉄道沿線）を

結び、JR と接続した市域外への移動と、駅周辺に多く立地する店舗、医療施設、公共

施設等への移動とを担っていることを踏まえ、分かりやすく、利便性と効率性のバラン

スのとれたルート・ダイヤへの見直しを行います。 

・現在のコミュニティバスは、路線間の重複が多く、便ごとにルートが異なるなど非常

に分かりにくいため、分かりやすく利用しやすい運行ルート・ダイヤとします。 

・JR 筑肥線新駅を活用したネットワークを形成します。 

 市中心部の JR 筑肥線沿線や国道 202 号沿いには、店舗、医療施設などが多く立地し

ており、これらをより利用しやすくしていく必要があります。このため、中心部を循環

する市街地循環線の役割を明確にし、多様な施設にアクセスしやすいルート・ダイヤと

するとともに、他の公共交通からの乗継利便性を高めていきます。 

 市営渡船については、新船が導入され、円滑な乗継ダイヤも設定されていることから、

観光交流等の利用者の増加を促進し、その維持を図ります。 

 

快適で安全・安心な暮らしを支え、分かりやすく利用しやすい公共交通体系の構築 

拠点が連携・役割分担する一体性の高い市域を創出し、 

安全・安心な暮らしと「知」の拠点である九州大学との連携を支える公共交通 

 

快適で安全・安心な暮らしを支え、分かりやすく利用しやすい公共交通体系の構築 

九州大学の活動を支え、まちづくりとの連携が図られやすい公共交通体系の構築 

観光交流を支える公共交通体系の構築 

地域全体で連携・協働しながら支える持続可能な公共交通体系の構築 

【取組みのポイント】 

分かりやすく、利用しやすい 公共交通ネットワークの形成 
 行きたいところへ、どの路線を使えば良いかすぐ分かる 

 目的地へ迂回なく短時間で行くことができる 

 公共交通でもそんなに不便なく行けると思ってもらえる 
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 平成 30 年度予定の九州大学伊都キャンパスへの移転完了に伴い、学生・教職員数はさ

らに増加することとなっており、移転の進捗に合わせて JR 筑肥線各駅から大学への輸

送力の強化と利便性の向上を図ります。 

 その際、市内居住の学生・教職員の利便性にも配慮して行います。 

 市内外から大学への公共交通でのアクセスはJR筑肥線とコミュニティバスが担ってお

り、特に学生から要望の多い便数・ダイヤ改正や定時性の確保等利便性の向上の観点を

踏まえて、コミュニティバスのルート、便数・ダイヤの見直しを行います。 

 

 

 

 本市への観光入込客数は 580 万人（平成 26 年）であり、増加傾向が続いています。

鉄道駅から海・陸の観光スポットへの公共交通の利便性は低く、多くが自動車利用とな

っています。 

 自動車以外での来訪者が糸島での観光交流を楽しめるよう JR 筑肥線筑前前原駅等か

ら観光スポットへの公共交通でのアクセス性の向上を図ります。 

 

 

 

 地域全体で連携・協働しながら地域公共交通を支えていくことが重要であり、高齢社会

における地域公共交通の必要性など市民の意識の醸成を図ります。 

 公的な財政負担に限界があることを踏まえ、利用促進と運行の効率化を図り、利用促進

のための情報提供を充実します。 

 公共交通不便地域の縮減に向けて、地域が主体となった自主運行バスの導入を促進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州大学の活動を支え、まちづくりとの連携が図られやすい公共交通体系の構築 

観光交流を支える公共交通体系の構築 

地域全体で連携・協働しながら支える持続可能な公共交通体系の構築 
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■ 糸島市における公共交通の課題と地域公共交通の役割発揮に向けた方向性の関係整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題５ 公共交通の持続可能性の確保 

課題４ 観光交流を支える公共交通の確保 

課題１ 通勤・通学移動の利便性の向上 

課題２ 高齢者などの交通弱者の生活移動の確保 

課題３ 九州大学伊都キャンパスへのアクセスの充実 

●JR 筑肥線の利便性の向上 

●JR 筑肥線の各駅へのアクセスの利便性の向上 

●高速バス「いと・しま号」の利用促進 

●利用しやすい公共交通サービスの提供 

●分かりやすい公共交通サービスの提供 

●交通不便地域の縮減 

●高齢者の交通事故防止の観点からの公共交通の利用促進 

快適で安全・安心な暮らしを支え、分かりやすく利用しやすい

公共交通体系の構築 

 JR 筑肥線は、その機能の充実を図るとともに、駅周辺施設の

整備等により鉄道利用の利便性を高めていく。 

路線バス・コミュニティバスは、分かりやすく、利便性と効

率性のバランスのとれたルート・ダイヤへの見直しを行う。 

市中心部の JR 筑肥線沿線等に多く立地する施設が利用しや

すいよう市街地循環線のルート・ダイヤの見直しを行う。 

市営渡船は、観光交流等の利用者増加を促進し維持を図る。 

九州大学の活動を支え、まちづくりとの連携が図られやすい公

共交通体系の構築 

 九州大学伊都キャンパスへの移転に合わせて JR 筑肥線各駅

から大学への輸送力の強化と利便性の向上を図る。 

 九州大学へのアクセスについては、市内居住の学生・教職員

の利便性にも配慮する。 

観光交流を支える公共交通体系の構築 

 自動車以外での来訪者が糸島での観光交流を楽しめるよう

JR 筑肥線の筑前前原駅等から市内の観光スポットへの公共

交通でのアクセス性の向上を図る。 

地域全体で連携・協働しながら支える持続可能な公共交通体系

の構築 

 地域全体で連携・協働しながら地域公共交通を支えていくと

いう市民の意識の醸成を図る。 

 公的な財政負担に限界があることを踏まえ、利用促進と運行

の効率化を図る。 

 公共交通不便地域の縮減に向けて自主運行バスの導入を促進

する。 

【地域公共交通の役割発揮に向けた方向性】 

将来像の実現に向けた 
公共交通の役割 

●高齢社会における安全・安心のまち

づくりを進め定住環境の向上を図

る 

通勤・通学等の移動を支える 

高齢者など車を運転しない人の

買い物、通院、交流などの生活移

動を支える 

●九州大学の活動を支えその効果を

都市活力の維持・向上につなげてい

く 

市域内外から九州大学伊都キャ

ンパスへの公共交通によるアクセ

スを確保し、学生や教職員の通学・

通勤やその他の活動、大学への来訪

者の円滑な移動を支える 

●豊かな自然など糸島の魅力を生か

した観光交流を支える 

 JR 筑前前原駅等から市内の観光

資源への公共交通を確保し観光

交流を支える 

【糸島市における地域公共交通の課題】 
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７-２ 公共交通ネットワークの将来イメージ 

（１）公共交通ネットワーク形成の考え方 

○市域を東西に貫く JR 筑肥線を本市における公共交通の基幹軸として位置づけ、JR 筑

肥線を軸に公共交通ネットワークを形成します。 

 JR 筑肥線は市域外への移動の役割を担うとともに、市内に新駅を含めると 10 の駅が

あることから、市域の内々移動の役割を担います。 

○通勤・通学を中心に本市と福岡市の天神・博多駅を結ぶ高速バス「いと・しま号」は、

JR 筑肥線を補完し、市域外への広域移動の役割を担います。 

○路線バス・コミュニティバスは、次の 3 つの役割を担い、それぞれの役割発揮に向けて

効率的で利便性の高いネットワークを形成します。 

 市中心部の JR 筑肥線の各駅と九州大学伊都キャンパスを結び、鉄道と一体となった

利便性の高いネットワークを形成するとともに、路線沿いの市内居住の学生等の居住

地と大学を結びます。（九大線） 

 市内郊外から各地域に近い拠点を経由して JR 筑肥線の各駅を結び、鉄道と一体とな

った利便性の高いネットワークを形成するとともに、中心部を循環するコミュニティ

バスと乗り継ぐことにより、市中心部に立地する商業施設、医療施設、公共施設等の

都市機能施設へのアクセスを確保します。（路線バス、郊外と中心部を結ぶコミュニテ

ィバス） 

 市中心部に立地する主要駅及び商業施設、医療施設、公共施設等の都市機能施設を循

環する路線を設定し、主要駅等で路線バス・他のコミュニティバスから乗り継ぐこと

により、市役所、伊都文化会館、健康福祉センター「あごら」、医師会病院等の広域都

市機能施設へのアクセスを確保します。（市街地循環線） 

○自主運行バスはコミュニティバス運行が困難な地域における買い物支援等の移動を担

う。 

○路線バス・コミュニティバス間の乗継拠点は、待合環境等を考慮して、主要な鉄道駅等

において設定します。 

○渡船は、姫島と岐志を結び路線バスと接続することにより、姫島から市域内外へのネッ

トワークを形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼ 糸島市の公共交通ネットワークの構成イメージ 

九州大学 

姫島 

JR 筑肥線 

路線バス 

コミュニティ

バス 

自主運行バス 

渡船 

市街地循環線 
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（２）各公共交通機関の位置づけ・役割 

公共交通ネットワークにおける各交通機関・路線の位置づけ・役割を以下のとおり設定します。 

 

 

交通機関 

位置づけ 

ネットワークにおける役割 対象路線 交通結節点 広域 

交通 

域内 

交通 

鉄道 ● ○ 

 通勤・通学、買い物・通院等の目的

での主として福岡市や唐津市等との

広域移動を担う。 

 市域内の移動を担う。 

JR 筑肥線 筑前前原駅等 

JR 筑肥線の各駅 

高速バス ● ○ 

 通勤・通学を中心に福岡市の天神・

博多駅との移動を担う。 

 加布里及び志摩地域等の沿線では、

市域内の生活移動を担う。 

いと・しま

号 

初（P&R） 

路線バス － ● 

 志摩地域における通勤・通学、買い

物・通院等の目的での地域内の拠点や

JR 筑肥線筑前前原駅への移動を担

う。 

 筑前前原駅から芥屋・野北などの海

沿いの観光スポットへの観光交流の

ためのアクセスを担う。 

芥屋線、野

北線、 

船越線 

筑前前原駅 

コミュニ

ティバス 

－ ● 

 市内各地域から JR 筑肥線の駅への

アクセスを確保し、鉄道との接続によ

り、通勤・通学、買い物・通院等の目

的での市域外への広域移動を担う。 

 市街地循環線等との接続により市内

各地域から市中心部の公共施設や商

業・医療等施設への生活移動を担う。 

白糸線 

雷山線 

井原山線 

曽根線 

川原線 

初深江線 

前原今宿線 

筑前前原駅 

筑前前原駅 

波多江駅 

新駅 

周船寺駅 

筑前前原駅ほか 

筑前前原駅、今宿

駅 

－ ● 

 JR 筑肥線各駅から大学への輸送力

の強化と利便性の向上を図ることに

より、市内外の学生・教職員等の大

学へのアクセスを担う。 

九大線 筑前前原駅 

波多江駅 

周船寺駅 

－ ● 

 路線バス、他のコミュニティバスと

接続することにより、市内各地域から

中心部の公共施設や商業・医療施設へ

の移動を担う。 

市街地循環

線 

筑前前原駅 

新駅 

波多江駅 等 

自主運行

バス 
－ ● 

 コミュニティバス運行が困難な地域

における買い物支援等の移動を担う。 

福吉校区 

 

 

一貴山校区 

福吉駅、鹿家駅、 

大入駅、筑前深江

駅 

一貴山駅、筑前深

江駅 

タクシー － ● 

 路線バス、コミュニティバス等では

対応しきれない移動を担う。 

 路線バスでは対応しきれない観光交

流のための個別の移動を担う。 

  

航路 － ●  姫島から岐志へのアクセスを担う。 姫島航路 芥屋線岐志バス停 

注）１．位置づけ ●：主たる機能、○：補完的な機能 

▼ 各交通機関・路線の位置づけ・役割 
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（３）糸島市における公共交通ネットワークのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九大伊都キャンパス

新駅設置

自主運行バスの運行

◆コミュニティバス（九大線）
JR筑肥線各駅から大学への輸送力の
強化と利便性の向上を図ることにより、
市内外の学生・教職員等の大学へのア
クセスを担う。

◆コミュニティバス（市街地循環線）
路線バス、他のコミュニティバスと接続
することにより、市内各地域から中心
部の公共施設や商業・医療施設へ
の移動を担う。

◆路線バス
志摩地域における通勤・通学、買い物・
通院等の目的での地域内の拠点やJR
筑肥線筑前前原駅への移動を担う。
筑前前原駅から芥屋・野北などの海沿
いの観光スポットへの観光交流のためのア
クセスを担う。

◆姫島航路
・姫島から岐志へのアクセスを担う。

◆自主運行バス
コミュニティバス運行が困難な地

域における買い物支援等の移動
を担う。

◆コミュニティバス
市内各地域からJR筑肥線の駅へのア
クセスを確保し、鉄道との接続により、通
勤・通学、買い物・通院等の目的での
市域外への広域移動を担う。
市街地循環線等との接続により市内
各地域から市中心部の公共施設や商
業・医療等施設への生活移動を担う。

◆JR筑肥線
通勤・通学、買い物・通院等の目的で
の主として福岡市や唐津市等との広域
移動を担う。
市域内の移動を担う。

姫島

自主運行バスの運行

自主運行バスの運行

自主運行バスの運行
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７-３ 計画の目標及び数値指標 

これまでに示した地域公共交通の課題、地域公共交通の役割発揮に向けた方向性及び地域公

共交通ネットワークイメージなどを踏まえて、８つの目標を設定し、評価する数値目標の指標

を以下のように設定します。 

 

方策１．快適で安全・安心な暮らしを支え、分かりやすく利用しやすい公共交通体系

の構築 

 

目標１．市域外への公共交通での移動の利便性の向上 

市域外への通勤・通学者も多く、また、買い物や通院のために市域外へ外出する人も少な

くありません。市域外への公共交通での移動の利便性を確保することは、定住環境の向上の

観点からも重要であり、広域移動の中核を担う鉄道利用の利便性を高めていく必要がありま

す。 

 

◆鉄道利用の利便性向上の効果は利用者数に現れると見込み、数値指標として、市域内の

JR 筑肥線 1 日平均利用者数を設定しています。 

数値指標 ①    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

市域内の JR 筑肥線 1 日平均利用者数 人 27,200 32,000 

 

目標２．公共交通での市中心部への移動の分かりやすさや利便性の向上 

郊外部から市中心部への公共交通での移動は、路線重複や便ごとに異なるルートなど分か

りにくく、また、運行時間が長いという課題があります。一方で便数増などダイヤ改善の要

望があります。これらの課題や要望に対応して、コミュニティバスのルート、ダイヤ等を見

直し、居住地から市中心部への所要時間の短縮と便数増を図るなど、利用しやすくしていく

必要があります。 

 

◆市中心部への移動の分かりやすさや利便性の向上の効果は居住地と市中心部を結ぶコミ

ュニティバスの利用者数に現れると見込み、数値指標として、コミュニティバス（九大

線、市街地循環線を除く）の年間利用者数を設定しています。 

数値指標 ②    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

コミュニティバス（九大線、市街地循環

線を除く）の年間利用者数 
人 145,700 160,000 

 

◆市中心部への移動の分かりやすさや利便性の向上の効果は居住地と市中心部を結ぶ路線

バスの利用者数に現れると見込み、数値指標として、路線バス（4 路線）の年間利用者

数を設定しています。 

数値指標 ③    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

路線バスの年間利用者数 人 122,900 135,000 
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目標３．市中心部内の回遊性の向上による中心部の都市機能施設へのアクセス性の向上 

市中心部の JR 筑肥線及び国道 202 号沿いには公共施設、商業・医療施設などの都市機能

施設が立地しており、多様な施設をより利用しやすくする必要があります。市街地循環線の

役割を明確にし、その役割に沿ったルートや乗継利便に配慮したダイヤへの見直し、乗継拠

点の整備、乗り継ぎしやすい運賃制度の導入検討等を行う必要があります。 

 

◆市街地循環線の役割を明確にし、その役割に沿ったルートの設定、その他関連する取組

みの効果は市街地を循環するコミュニティバスの利用者数に現れると見込み、数値指標

として、コミュニティバス（市街地循環線）の年間利用者数を設定しています。 

数値指標 ④    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

コミュニティバス（市街地循環線）の年

間利用者数 
人 17,500 19,000 

 

 

目標４．姫島島民の日常生活を支える航路の維持 

姫島航路は、姫島と岐志を結んでおり、姫島島民の日常生活にとって不可欠の役割を果た

しています。姫島の人口減少等により、利用者の減少が続いており、観光施策と連携し、新

規需要の取り込みを推進していく必要があります。 

 

◆姫島航路について、観光施策と連携した新規需要の取り込み推進の効果は姫島航路の利

用者数に現れると見込み、数値指標として姫島航路の年間乗船客数を設定しています。 

数値指標 ⑤    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

姫島航路の年間乗船客数 人 37,600 39,500 

 

 

方策２．九州大学の活動を支え、まちづくりとの連携が図られやすい公共交通体系の

構築 

 

目標５．公共交通での九州大学へのアクセスの利便性の向上 

九州大学の移転の進捗に合わせて JR 筑肥線各駅から大学への輸送力の強化と利便性の向

上を図ります。そのため、便数・ダイヤや定時性の確保等利便性の向上の観点を踏まえて、

コミュニティバスのルート、便数・ダイヤの見直しや車両の大型化を図ります。 

 

◆JR 筑肥線各駅から大学への輸送力の強化と利便性の向上の効果は九州大学へのアクセ

スを担うコミュニティバス（九大線）の利用者数に現れると見込み、数値指標としてコ

ミュニティバス（九大線）の年間利用者数を設定しています。 

数値指標 ⑥    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

コミュニティバス（九大線）の年間利用

者数 
人 91,900 110,000 
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方策３．観光交流を支える公共交通体系の構築 

 

目標６．JR筑肥線から観光スポットへアクセスできる公共交通の利用環境の向上 

糸島市への観光入込客数は増加傾向が継続しており、自動車以外での来訪者が糸島での観

光交流を楽しめるよう JR 筑肥線筑前前原駅等から観光スポットへの公共交通の利用環境の

向上を図る必要があります。 

 

◆JR 筑肥線筑前前原駅等から観光スポットへの公共交通の利用環境の向上の効果は、観光

客の市内移動手段の公共交通（市内バス）の割合に現れると見込み、数値指標として糸

島市観光入込客動向調査における糸島市内の移動手段の「市内バス」回答割合を設定し

ています。 

数値指標 ⑦    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

糸島市観光入込客動向調査における糸島

市内の移動手段の「市内バス」回答割合 
％ 0.5 1.0 

 

 

方策４．地域全体で連携・協働しながら支える持続可能な公共交通体系の構築 

 

目標７．市民の公共交通に対する理解の促進 

人口減少・高齢化の一層の進展などの環境変化を踏まえると、公共交通の重要性は一層高

まるものと考えられ、高齢社会における地域公共交通の必要性や持続可能性の確保などに市

民の理解を高める必要があります。 

 

◆高齢社会における地域公共交通の必要性など市民の理解を高める取組みの効果は、高齢

者の暮らしを支える公共交通を必要だと思う人の割合に端的に現れると見込み、数値指

標として高齢者の暮らしを支える公共交通を必要だと思う市民の割合を設定しています。 

数値指標 ⑧    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

高齢者の暮らしを支える公共交通を必要

だと思う市民の割合 
％ 87.2 92 

 

◆地域公共交通に対する市民の理解を高める取組みの効果は、公共交通の持続可能性など

にも理解が深まり、公共交通サービスに対する満足度にも現れると見込み、数値指標と

して糸島市の公共交通サービスに満足している市民の割合を設定しています。 

数値指標 ⑨    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

糸島市の公共交通サービスに満足してい

る市民の割合 
％ 27.6 38 

注）「とても満足している」と「やや満足している」を合わせた割合。 
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目標８．市民による地域公共交通の運営への参画 

一定の居住人口密度があるエリアについては路線バスやコミュニティバスが運行していま

すが、人口が密度低く広がっているエリアでコミュニティバスの運行が困難な公共交通不便

地域が残されています。このような地域では地域が主体となり運営し、市がそれを支援する

形での公共交通を導入し、公共交通不便地域を縮減していく必要があります。 

 

◆市民による地域公共交通の運営への参画に向けた取組みの効果は、バス利用促進協議会

設置地区（校区）数に端的に現れると見込み、数値指標として設定しています。 

数値指標 ⑩    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

バス利用促進協議会設置地区（校区）数 地区 3 6 

 

 

◆地域との協働による公共交通不便地域の縮減に向けた取組みの効果は、自主運行バスの

運営地区（校区）数に端的に現れると見込み、数値指標として設定しています。 

数値指標 ⑪    

数値指標 単位 現況値 目標値（H33 年度） 

自主運行バスの運営地区（校区）数 地区 2 4 
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８．取り組みの方向性と施策展開  
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８-１取り組みの方向性 

１） 計画の目標の達成に向けた取り組みの方向性 

計画の目標達成に向けて、以下のような施策を展開していきます。 

■取り組みの方向性             ■目標                   ■目標達成に向けた施策                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① JR 筑肥線の機能の充実 

施策② JR 筑肥線の駅周辺施設の充実 

施策③ 高速バス「いと・しま号」の利用環境の向上 

施策① 分かりやすく利便性の高いコミュニティバスの

ネットワークへの見直し 

施策② 路線バス・コミュニティバスと鉄道との 

乗継環境の整備 

施策③ バス待ち環境の整備 

 

 

施策③ バス待ち環境の整備上 
施策① 市街地循環線の役割に対応した見直し 

施策② 市街地循環線に乗り継ぎしやすい運賃制度の 

導入 

施策① 公共交通マップ等の作成・提供 

施策② モビリティ・マネジメント等の展開 

施策① バス利用促進協議会の設置によるバス利用状況

のモニタリング 

施策② 地域が主体となった自主運行バスの導入促進 

施策① 大学移転に合わせた JR 筑肥線各駅から大学への 

輸送力の強化と利便性の向上 

施策① 観光施策と連携した新規需要の獲得 

施策① 鉄道駅における観光情報とバス情報の提供 

施策② 観光スポットへアクセスする公共交通の充実 

目標１．市域外への公共交通での移動の利便性の向上 

 

目標２．公共交通での市中心部への移動の分かりやすさや 

利便性の向上 

 

目標３．市中心部内の回遊性の向上による中心部の 

都市機能施設へのアクセス性の向上 

 

目標４．姫島島民の日常生活を支える航路の維持 

目標５．公共交通での九州大学へのアクセスの利便性の向上 

快適で安全・安心な暮らしを支え、分かり

やすく利用しやすい公共交通体系の構築 
方策１ 

九州大学の活動を支え、まちづくりとの 

連携が図られやすい公共交通体系の構築 
方策２ 

地域全体で連携・協働しながら支える 

持続可能な公共交通体系の構築 
方策４ 

目標６．JR 筑肥線から観光スポットへアクセスできる 

公共交通の利用環境の向上 

目標７．市民の公共交通に対する理解の促進 

 

目標８．市民による地域公共交通の運営への参画 

筑肥線は、その機能の充実を図るとともに、駅周辺

施設の整備等により鉄道利用の利便性を高めていく。 

路線バス・コミュニティバスは、分かりやすく、利便性

と効率性のバランスのとれたルート・ダイヤへの見直し

を行う。 

市中心部の JR筑肥線沿線等に多く立地する施設が利用

しやすいよう市街地循環線のルート・ダイヤの見直しを

行う。 

市営渡船は、観光交流等の利用者増加を促進し維持を図る。 

快適で安全・安心な暮らしを支え、分かりやすく利用

しやすい公共交通体系の構築 

九州大学伊都キャンパスへの移転に合わせて JR 筑肥線

各駅から大学への輸送力の強化と利便性の向上を図る。 

九州大学へのアクセスについては、市内居住の学生・教

職員の利便性にも配慮する。 

九州大学の活動を支え、まちづくりとの連携が図られ

やすい公共交通体系の構築 

 

・地域全体で連携・協働しながら地域公共交通を支えてい

くという市民の意識の醸成を図る。 

・公的な財政負担に限界があることを踏まえ、利用促進と

運行の効率化を図る。 

・公共交通不便地域の縮減に向けて自主運行バスの導入を

促進する。 

地域全体で連携・協働しながら支える持続可能な公共

交通体系の構築 

観光交流を支える公共交通体系の構築 方策３ 

・自動車以外での来訪者が糸島での観光交流を楽しめるよ

う JR 筑肥線の筑前前原駅等から市内の観光スポットへ

の公共交通でのアクセス性の向上を図る。 

観光交流を支える公共交通体系の構築 
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８-２ 目標達成に向けた施策展開 

それぞれの公共交通が担う役割も踏まえ、取り組みの方向性に従って以下のような施策を展

開していきます。 

【目標１】 

市域外への公共交通での移動の利便性の向

上 

【施策①】 

JR筑肥線の機能の充実 

①目 的 

 JR 筑肥線の新駅の設置や複線化の促進を通じて、本市の公共交通の基幹軸である鉄

道の機能を充実し、その利便性を高める。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 新駅の設置 

 浦志・篠原地区に新駅を設置し、鉄道の徒歩利用圏を拡大し、鉄道利用を促進する

とともに、送迎車両による渋滞の緩和を図る。 

 JR 筑肥線の複線化促進 

 JR 筑肥線は筑前前原以西が単線の運行であり、複線化により、より優れた速達性

や増便など鉄道の利便性を高めるため、「筑肥線複線化電化促進期成会」の活動等

を通じて国土交通省や交通事業者に対して複線化の要望を継続する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

新駅の設置 
糸島市、 
交通事業者 
など 

 
 
 

    

JR 筑肥線の複
線化 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

  

 

  

駅舎等整備 

要望活動を実施 

駅舎供用 
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【目標１】 

市域外への公共交通での移動の利便性の向

上 

【施策②】 

JR筑肥線の駅周辺施設の充実 

①目 的 

 駅施設について、高齢者や障がい者など誰でも円滑に鉄道を利用できる環境を整える

とともに、鉄道駅周辺の駐車場・駐輪場などの整備を促進することにより、鉄道を利

用しやすい環境を整備する。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 鉄道駅周辺の駐車場・駐輪場などの整備検討 

 鉄道駅周辺の駐車場・駐輪場の整備を検討し、鉄道駅へのアクセスの利便性を高め

る。 

 駅施設のバリアフリー化 

 バリアフリー化されていない駅施設について、利用者の動向を踏まえ、駅施設の改

善を検討する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

鉄道駅周辺の駐
車場・駐輪場な
どの整備検討 

糸島市、 
交通事業者 
など 

 
 
 

    

駅施設のバリア
フリー化 

糸島市、 
交通事業者 

     

  

 

 

  

方針検討・調整、優先度の高い駅から順次実施 

方針検討・調整、実施 
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【目標１】 

市域外への公共交通での移動の利便性の向

上 

【施策③】 

高速バス「いと・しま号」の利用環境の向上 

①目 的 

 志摩地域においてパークアンドライドを実施することにより、福岡市への移動を担う

高速バス「いと・しま号」を利用しやすくし、市域外への移動の利便性を高めるとと

もに、マイカー移動を抑制する。 

※パークアンドライドとは、自宅から最寄りの駅や停留所、目的地の手前まで自動車で行って駐車（パー

ク）し、そこから公共交通機関（鉄道やバス等）を利用（ライド）して目的地まで移動する方法です。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 パーク＆ライドを継続実施 

 平成 27 年度実施の「イオン志摩ショッピングセンター」パークアンドライドを継

続実施し、その利用促進を図る。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

パークアンドラ
イドを継続実施 

交通事業者、 
商業事業者、 
糸島市、福岡
市 

 
 
 
 

    

 

 

 

  

実施・評価検証を随時実施 
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【目標２】 

公共交通での市中心部への移動の分かりや

すさや利便性の向上 

【施策①】 

分かりやすく利便性の高いコミュニティバスのネ

ットワークへの見直し検討 

①目 的 

 居住地から市中心部や JR 筑肥線との接続による市域外への移動の役割を重視し、コ

ミュニティバスのネットワークへ見直すことにより、分かりやすく利便性の高い公共

交通とする。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 コミュニティバス（九大線、市街地循環線を除く）の路線・ルートの見直し 

コミュニティバス（九大線、市街地循環線を除く）は、路線間の重複や便ごとにルー

トが異なることなど複雑で分かりにくい体系となっている。また、迂回ルートも多く、

所要時間が長くなっている便もあるなど、市中心部への速達性の課題がある。 

 

 このような課題に対応して、分かりやすく、居住地から市中心部への移動の利便性

の高いネットワークへ見直す。 

 雷山線、曽根線、井原山線は路線重複をなくし、雷山線は筑前前原駅、曽根線は新

駅、井原山線は波多江駅とを、迂回なしに結ぶ分かりやすい路線・ルートとする。 

 川原線は、居住地と周船寺駅及び波多江駅（乗継拠点）を結ぶルートとし、筑前前

原駅までは行かず路線短縮を図る。 

 白糸線は、白糸と筑前前原駅を結び、市街地循環線の見直しとあわせて、白糸線が

半導体センターや水素センター等への通勤に対応した移動を担う。 

 コミュニティバスの各路線は、筑前前原駅、新駅及び波多江駅に設置する乗継拠点

での乗継により、中心部の公共施設や商業・医療施設を利用できるようにする。 

 1 便の運行時間の短縮により、運行の効率化を図り、増便や要望の多いバス停の新

設を検討する。 

 JR 筑肥線とほぼ重複し、相当区間が市域外を走る前原今宿線の廃止を検討する。 

 現行のバス停は基本的に維持する。 

 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

コミュニティバ
ス（九大線、市
街地循環線を除
く）の路線・ル
ートの見直し 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 
 
 

    

 

 

 

 

  

ﾈｯﾄﾜｰ
ｸ検討 
・調整 

実施、評価検証 
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【目標２】 

公共交通での市中心部への移動の分かりや

すさや利便性の向上 

【施策②】 

路線バス・コミュニティバスと鉄道との乗継環境

の整備 

①目 的 

 円滑な乗継を実現するダイヤの見直しや公共交通の情報提供により、路線バス・コミ

ュニティバスと鉄道との乗継環境を整備し、公共交通を利用しやすくする。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 円滑な乗継を実現するダイヤの見直し 

 路線バス・コミュニティバスが JR 筑肥線の駅で鉄道と円滑に乗継ができるようダ

イヤ調整を行う。 

 公共交通乗継マップの作成・提供 

 鉄道、路線バス・コミュニティバス、航路の路線図や乗継情報を示した総合時刻表

を作成・提供する。 

 バスロケ―ションシステムの導入 

 スマートフォンやタブレットなどを活用して、バスの時刻表や乗継情報、バス運行

のリアルタイム情報（どのバス停にいるかの接近情報）を提供するバスロケ―ショ

ンシステムの導入を検討する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

円滑な乗継を実
現するダイヤの
見直し 

交通事業者、 
糸島市 

 
 
 

    

公共交通乗継マ
ップの作成・提
供 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

バスロケ―ショ
ンシステムの導
入 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

 

 

 

  

検討 実施、随時見直し 

検討 作成・提供 

検討 
モデルシステム 
作成・試行 
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【目標２】 

公共交通での市中心部への移動の分かりや

すさや利便性の向上 

【施策③】 

バス待ち環境の整備 

①目 的 

 バス待ち環境を整備し、バスを利用しやすくする。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 バス停の上屋やベンチの整備 

 主要なバス停の上屋、ベンチなどの整備を地域と協力しながら進める。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

バス停の上屋や
ベンチの整備 

糸島市、 
交通事業者 
市民（地域） 

 
 
 

    

  

 

  

随時実施 
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【目標３】 

市中心部内の回遊性の向上による中心部の

都市機能施設へのアクセス性の向上 

【施策①】 

市街地循環線の役割に対応した見直し検討 

①目 的 

 市街地循環線のルートを見直し、市中心部内での回遊性を高め、路線バスや他のコミ

ュニティバス路線と接続することにより、市街地中心部に立地する公共施設、商業・

医療施設などの都市機能施設をより利用しやすくする。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 市街地循環線のルート・ダイヤの見直し 

 市街地循環線を市中心部を回遊するコンパクトなルートとし、JR 筑肥線及び国道

202 号沿いに立地する公共施設、商業・医療施設などを結ぶ。 

（市役所、伊都文化会館、健康福祉センターあごら等の公共施設、医師会病院な

どの医療施設、大型小売店舗などを回ることができるルートとする。） 

 乗継拠点の設定・整備 

 主要駅等に設置する乗継拠点において、路線バスや他のコミュニティバスと接続す

ることにより、市内全域から中心部の都市機能施設利用の利便性の向上を図る。 

 乗継拠点においては、バス間のダイヤ調整を行うとともに、バス待ち環境を整備す

る。 

（筑前前原駅、新駅、波多江駅等に乗継拠点を設置する。） 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

市街地循環線の
ルート・ダイヤ
の見直し 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

乗継拠点の設定 
・整備 

糸島市、 
交通事業者 

     

  

 

  

ﾙｰﾄ・ﾀﾞ
ｲﾔ等
検討 
・調整 

実施、評価検証 

実施、評価検証 

乗継拠
点の設
定検討 
・調整・
整備 
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【目標３】 

市中心部内の回遊性の向上による中心部の

都市機能施設へのアクセス性の向上 

【施策②】 

市街地循環線に乗り継ぎしやすい運賃制度の

導入検討 

①目 的 

 乗り継ぎに伴う運賃抵抗を軽減し、路線バス・コミュニティバスと市街地循環線の乗

継により、市中心部の公共施設や医療・商業施設を利用しやすくする。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 市街地循環線に乗り継ぎしやすい運賃制度の導入検討 

 市内の路線バス・コミュニティバスは 200 円の均一料金制となっている。市街地

循環線への他のバスからの乗り継ぎがしやすいよう運賃割引制度を導入する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

市街地循環線に
乗り継ぎしやす
い運賃制度の導
入検討 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

  

 

 

【目標４】 

姫島島民の日常生活を支える航路の維持 

【施策①】 

観光施策と連携した新規需要の獲得 

①目 的 

 姫島の人口減少等に伴う航路利用者の減少に対応して、観光施策と連携して新規需要

の取り込みを図ることにより、姫島島民の日常生活にとって不可欠の役割を果たして

いる航路の維持を図る。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 観光施策と連携した航路情報の提供 

 姫島における観光振興施策の実施と連携して、渡船情報とあわせたポスター・パン

フレット、ウェブサイト等多様な媒体で観光情報を提供する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

観光施策と連携
した航路情報の
提供 

糸島市、 
交通事業者、 
地域住民 

 
 
 

    

  

 

  

検討・随時実施 

運賃制度

の検討 
実施、評価検証 試行 

実施 
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【目標５】 

公共交通での九州大学へのアクセスの利便

性の向上 

【施策①】 

大学移転に合わせた JR 筑肥線各駅から大学

への輸送力の強化と利便性の向上 

①目 的 

 平成 30 年度末の大学移転完了に向けて、コミュニティバス（九大線）の輸送力の強

化と利便性の向上を図り、九州大学の活動を支える。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 増便、大型車両の導入による輸送力強化 

 平成 30 年度末の大学移転完了に伴い、学生・教職員は大幅に増加し、関係する来

訪者も増加すると見込まれる。これらに対応するために、移転の進捗に合わせて増

便、大型車両の導入等の輸送力の強化を図る。 

 ルートの検証及びバス停の新設 

 コミュニティバス九大線は大きくは 3 つの系統（ルート）があり、その検証を実施

し、必要な見直しを行う。 

 九大線（高田経由）については、川原線（周船寺駅～波多江駅）の便数、前原今宿

線を廃止した場合の影響を考慮して、必要な便数を確保する。 

 これまでも大学移転の進捗に合わせて、九大センターゾーン入口バス停、九大理学

部前バス停を新設してきた。今後、新たな組織・施設の移転に伴い必要なバス停を

新設する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

増便、大型車両
の導入による輸
送力強化 

糸島市、 
交通事業者、 
（九州大学） 

 
 
 

    

ルートの検証及
びバス停の新設 

糸島市、 
交通事業者、 
（九州大学） 

 
 
 

    

  

 

 

 

  

随時、輸送力強化 

検討 バス停新設・検証評価 
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【目標６】 

JR 筑肥線から観光スポットへアクセスできる

公共交通の利用環境の向上 

【施策①】 

鉄道駅における観光情報とバス情報の提供 

①目 的 

 主要な鉄道駅（観光案内所）で糸島市の観光情報と公共交通でのアクセス方法の状況

を合わせて提供することにより、鉄道での来訪者が観光交流を楽しめるよう支援し、

自動車以外での観光入込の拡大を図る。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 観光・公共交通マップの作成・提供 

 観光情報と公共交通情報（路線・時刻表）を一体的に記載した観光・公共交通マッ

プとバス時刻表を作成し、筑前前原駅（観光案内所）等で提供する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

観光・公共交通
マップの作成・
提供 

糸島市、 
交通事業者 
糸島市観光
協会 

 
 
 

    

  

 

  

検討・作成 提供、随時見直し 
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【目標６】 

JR 筑肥線から観光スポットへアクセスできる

公共交通の利用環境の向上 

【施策②】 

観光スポットへアクセスする公共交通の充実の

検討 

①目 的 

 JR 筑前前原駅等主要駅から、市内の観光スポットへアクセスする二次交通を充実さ

せ、自動車以外での観光入込の拡大を図る。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 路線バスの土日祝日の増便の検討 

 路線バス（芥屋線、船越線、野北線）は、市北部海岸線に沿って立地する多くの観

光スポットにアクセスできるが、便数が十分ではなく、観光移動に利便性が高いと

はいえない。 

 これら路線バスの行楽シーズンの土日祝日の増便についての調査・検討を行い、実

施の可否を判断する。 

 観光タクシーの活用 

 観光交流のための公共交通機関として観光タクシーを位置づけ、その活用を図る。 

 タクシーで観光スポットを巡るモデルコースを、市ホームページ等で情報提供を行

う。 

 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

路線バスの土日
祝日の増便の検
討 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

観光タクシーの
活用 

糸島市、 
交通事業者
糸島市観光
協会 

 
 
 

    

 

 

  

検討・調整 実施 

調査・検討 
評価 
判断 
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【目標７】 

市民の公共交通に対する理解の促進 

【施策①】 

公共交通マップ等の作成・提供 

①目 的 

 公共交通を利用しない人は公共交通に関する情報を知らないことが多いため、まず、

公共交通について知ってもらうことが重要である。また、公共交通を利用している人

に対しては、より便利に利用してもらえる情報を提供することにより一層の利用促進

を図ることができる。このようなことから、公共交通の利用にあたって必要な情報を

まとめて示す公共交通マップを作成し提供する。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 公共交通マップの作成・提供 

 鉄道、路線バス・コミュニティバス、航路の路線図や各交通機関のダイヤをまとめ

て示した総合時刻表からなる公共交通マップを作成・提供する。 

 公共交通マップには、各公共交通機関の利用の仕方や生活でよく行く公共施設や医

療・商業施設の場所も示して、外出に際して使ってもらえるマップとする。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

公共交通マップ
の作成・提供 

糸島市、 
交通事業者 

 
 
 

    

 

 

  

作成・提供 検討 
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【目標７】 

市民の公共交通に対する理解の促進 

【施策②】 

モビリティ・マネジメント等の展開 

①目 的 

 市民一人ひとりの生活スタイルに公共交通が定着するように、モビリティ・マネジメ

ント（ＭＭ）等の広報・啓発活動を行う。 

※モビリティ・マネジメント（ＭＭ）とは、一人ひとりのモビリティ（移動）が、過度に自動車に頼る状

態から公共交通や自転車などを「かしこく」使う方向へと自発的に転換することを促す、コミュニケー

ションを中心とした取組みをいいます。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 モビリティ・マネジメントの実施 

 自動車に過度に依存する生活スタイルを見直し、自動車を「かしこく」使っていく

（公共交通も合わせて使っていく）ことを考えてもらうモビリティ・マネジメント

を実施する。 

 モビリティ・マネジメントの方法は、コミュニケーション型のアンケート調査、ワ

ークショップの開催、出前講座等による働きかけなど、様々な方法があり、対象者

や地域の実情に合わせて選択する。 

 アンケート調査手法では、公共交通マップなどの情報提供とあわせて、公共交通利

用を呼び掛ける啓発情報などを提供し、自動車利用の抑制と公共交通の利用を考え

てもらうことにより生活スタイル（生活移動のスタイル）の見直しを働きかける。 

 生活スタイルの転換期にある次のような対象者を中心に実施する。 

 特に、高齢者については、高齢者による自動車事故防止の観点から、運転免許更新

時における高齢者講習など様々な機会を捉えて、また、高齢者の集まりへの出前講

座等も含む様々な手法で運転免許返納と公共交通利用の促進を優先的に働きかけ

るとともに、公共交通への転換促進のための支援策を検討する。 

■モビリティ・マネジメントの実施イメージ 

対象 対象 概 要 

学校ＭＭ 生徒 ○高校への進学を控える中学生を対象に、情報提供や働きかけ

を実施し、高校への通学等の移動のみならず、日常の移動に

公共交通を利用する意識を醸成する。 

高齢者ＭＭ 高齢者 ○高齢者を対象に、高齢者による交通事故の危険性を周知する

とともに、公共交通の利用方法や情報を提供し、日常の移動

に公共交通を利用する意識を醸成する。 

○あわせて、自動車の運転は危険と感じる高齢者に対して、運

転免許証の返納を働きかける。 

転入者ＭＭ 転入者 ○市外からの転入者を対象に、自動車利用による生活移動のス

タイルが定着する前に、情報提供や働きかけを実施し、自動

車に過度に依存しない生活スタイルの構築を促す。 
   

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

モビリティ・マ
ネジメントの実
施 

糸島市 
 
 
 

    

  
  

実施方法等の検討 順次実施 
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【目標８）】 

市民による地域公共交通の運営への参画 

【施策①】 

バス利用促進協議会の設置によるバス利用状

況のモニタリング 

①目 的 

 持続可能な公共交通の実現に向けては、行政・交通事業者・地域（市民）が一体とな

って、利用促進や改善策の検討・実施を行っていく必要がある。そのような取組みを

行う体制として、バス利用促進協議会を設置し、その中でバス利用状況を把握・共有

し、利用促進策や改善策を検討するモニタリングを実施することが重要である。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 校区別バス利用促進協議会の設置 

 雷山校区、長糸校区、怡土校区では設置されているが、路線バス、コミュニティバ

スの沿線にある他の校区においても校区別バス利用促進協議会の設置を促進する。 

 バス利用促進協議会におけるバス利用状況のモニタリングの実施 

 バス利用促進協議会において、定期的にコミュニティバスの利用状況を把握・共有

し、その結果を踏まえて予め結んだ協定に基づき改善策や路線変更・運賃見直し・

廃止を検討する。 

 バス利用促進協議会のない校区においては、標準的な基準に基づき利用状況を評価

し、その結果に基づく改善策等を地域に提案する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

校区別バス利用
促進協議会の設
置 

糸島市、 
交通事業者、 
市民（地域） 

 
 
 

    

バス利用状況の
モニタリングの
実施 

糸島市、 
交通事業者、 
市民（地域） 

     

   

 

  

協議会設置の促進 

順次モニタリングの実施 準備 

準備 
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【目標８）】 

市民による地域公共交通の運営への参画 

【施策②】 

地域が主体となった自主運行バスの導入促進 

①目 的 

 人口が密度低く広がっておりコミュニティバスの運行が困難な地域では地域と行政

が協働する形での公共交通を導入し、公共交通不便地域の縮減を図る。 

②取り組み方針及び取り組み内容 

 自主運行バスの導入促進 

 地域コミュニティやＮＰＯと行政の協働による運行。 

 地域住民で合意の上、自ら運行ルートやダイヤを作成することで、地域住民の生活

実態に即した公共交通手段を確保する。市は、ルート・ダイヤの作成を支援すると

ともに、車両や運行コストなどを負担する。 

 既に、福吉校区、一貴山校区で本格運行しており、他のまとまった交通不便地域に

おいても、自主運行バスの導入を促進する。 

③実施主体とスケジュール 
 

取り組み内容 実施主体 
スケジュール 

H29 H30 H31 H32 H33 

自主運行バスの
導入促進 

糸島市、 
市民（地域） 

 
 
 

    

   

 

 

 

 

 

  

導入促進、順次計画策定→実証運行→本格運行 
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９．今後の進め方  
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（１）実施主体とリスク分担 

本計画を進めるにあたっては、「行政」「交通事業者」「住民」が連携し、一体となって、計画目

標の達成に向けて取り組む必要があります。それぞれの役割分担を明確にし、リスク分担を行い

ながら新たな交通体系を構築していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域公共交通まちづくりの推進体制 
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（２）ＰＤＣＡサイクルの構築 

PDCA サイクルには、次期計画に向けた目的に対する計画期間を見据えたマネジメントと、

毎年一歩ずつステップをあがっていくためにその年ごとに確認するためのマネジメントがあり、

これらを組み合わせることで、計画の達成に向けた継続的な改善を推進します。 

目標達成状況の確認（Check）にあたっては、計画期間のマネジメントには本計画で掲げる

指標及び目標値を活用し、ステップアップのマネジメントには施策のアウトプットを評価しま

す。また、評価と計画の見直し（Ａｃｔｉｏｎ）にあたっては、総合計画や都市計画マスター

プランの動向を踏まえるとともに、社会経済の構造が大きく変化し、当初計画策定時に設定し

た様々な前提条件の修正が必要になった場合には、適宜見直しを行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域公共交通のマネジメントのイメージ 

 

▼各 PDCAサイクルの概要 

項目 計画期間のＰＤＣＡ 1年ごとのステップアップのＰＤＣＡ 

Ｐ（計画） ・地域公共交通網形成計画の策定 ・各路線の運行計画の策定 

・利用促進策などの実施計画の策定 

Ｄ（実行） ・計画に掲げる各種施策の実行 ・地域公共交通の運行 

・利用促進策などの展開 

Ｃ（評価） ・各種施策の実行による、市民の移動への効

果などの評価 

※糸島市地域公共交通会議において実施 

・利用状況の評価 

・施策実施効果の評価 

※糸島市地域公共交通会議において実施 

Ａ（改善） ・地域公共交通網形成計画の見直しの検討 

※糸島市地域公共交通会議の意見を踏まえ

実施 

・運行の見直し 

・利用促進策の見直し 

※糸島市地域公共交通会議の意見を踏まえ

実施 

 

 

 

 

 

  

Plan
（計画）

Check
（評価）

Action
（改善）

Do
（実行）

P

C

A

計画期間のマネジメント

ステップアップの
マネジメント
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▼評価のために収集するデータと収集方法 

目標 数値指標 
収集する 

データ 
収集方法 実施主体 

実施 

時期 

目標１．市域外への公共

交通での移動の利便性の

向上 

JR 筑肥線

の利用状況 

市域内の JR

筑肥線 1 日平

均利用者数 

市域内各駅の

年間の 1 日平

均乗降客数 

交通事業者

による集計 

JR 九州 

糸島市 年１回 

目標２．公共交通での市中心部

への移動の分かりやすさや利

便性の向上 

コミュニティ

バスの利用状

況 

コミュニティ

バス（九大線、

市街地循環線

を除く）の年間

利用者数 

各路線の利用

者数 

交通事業者

による集計 

交通事業者 

糸島市 

年１回 

 路線バスの利

用状況 

路線バスの年

間利用者数 

各路線の利用

者数 

交通事業者

による集計 

交通事業者 

糸島市 
年１回 

目標３．市中心部内の回

遊性の向上による中心部

の都市機能施設へのアク

セス性の向上 

コミュニティ

バスの利用状

況 

コミュニティ

バス（市街地循

環線）の年間利

用者数 

市街地循環線

の利用者数 

交通事業者

による集計 

交通事業者 

糸島市 
年１回 

目標４．姫島島民の日常

生活を支える航路の維持 

姫島航路の

利用状況 

姫島航路の年

間乗船客数 

姫島航路の乗

船客数 

糸島市によ

る集計 

糸島市 
年１回 

目標５．公共交通での九

州大学へのアクセスの利

便性の向上 

コミュニティ

バスの利用状

況 

コミュニティ

バス（九大線）

の年間利用者

数 

九大線の利用

者数 

交通事業者

による集計 

交通事業者 

糸島市 
年１回 

目標６．JR 筑肥線から観

光スポットへアクセスで

きる公共交通の利用環境

の向上 

観光客の糸

島市内の公

共交通の利

用状況 

観光客の糸島

市内の移動手

段の「市内バ

ス」回答割合 

糸島市観光入

込客動向調査 

糸島市によ

る集計 

糸島市 
計画期

間終了

年度 

目標７．市民の公共交通

に対する理解の促進 

市民の公共

交通に対す

る理解の促

進 

高齢者の暮ら

しを支える公

共交通を必要

だと思う市民

の割合 

公共交通に対

する市民の意

向 

市民アンケ

ート（市に

よる調査） 

糸島市 

計画期

間終了

年度 

  糸島市の公共

交通サービス

に満足してい

る市民の割合 

公共交通に対

する市民の意

向 

市民アンケ

ート（市に

よる調査） 

糸島市 
計画期

間終了

年度 

目標８．市民による地域

公共交通の運営への参画 

市民による

地域公共交

通の運営へ

の参画 

バス利用促進

協議会設置地

区（校区）数 

バス利用促進

協議会設置状

況 

糸島市によ

る集計 

糸島市 

年１回 

自主運行バス

の運営地区（校

区）数 

自主運行バス

の運営地区の

状況 

糸島市によ

る集計 

糸島市 

年１回 
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参考 １ 糸島市地域公共交通会議設置規程 

糸島市地域公共交通会議設置規程 

平成22年１月１日 

告示第14号 

 （設置） 

第１条 道路運送法（昭和26年法律第183号）第９条第４項及び道路運送法施行規則（昭和26年

運輸省令第75号）第９条第２項の規定に基づき、地域住民の生活に必要な旅客運送の確保その

他旅客の利便増進を図るために必要な事項を協議するとともに、地域公共交通の活性化及び再

生に関する法律（平成19年法律第59号）第６条第１項の規定による地域公共交通網形成計画及

び地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平成23年３月30日国総計第97号、国鉄財

第368号、国鉄業第102号、国自旅第240号、国海内第149号及び国空環第103号）第２条第１項

第１号の規定による生活交通確保維持改善計画の作成及び実施に関する協議を行うため、糸島

市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を所掌する。 

 (1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関すること。 

 (2) 市営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関すること。 

 (3) 生活交通の在り方一般に関すること。 

(4) 地域公共交通網形成計画の作成（変更を含む。）及び実施に関すること。 

(5) 生活交通確保維持改善計画の作成（変更を含む。）及び実施に関すること。 

 (6) その他市長が必要と認めること。 

 （組織） 

第３条 交通会議は、委員20人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命し、又は委嘱する。 

 (1) 市の職員 

 (2) 一般乗合旅客自動車運送事業者その他の一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団

体の代表者 

 (3) 市民代表 

 (4) 九州運輸局長又はその指名する者 

 (5) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表者 

 (6) 市内に存する道路の道路管理者又はその指名する者 

 (7) 糸島警察署長又はその指名する者 

 (8) 学識経験を有する者 

 (9) 市長が特に必要と認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 欠員が生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会長及び副会長） 

第５条 交通会議に会長及び副会長それぞれ１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 
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３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

 （会議） 

第６条 交通会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 交通会議は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 交通会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

４ 交通会議において必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その説明若しく

は意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

 （協議結果の取扱い） 

第７条 交通会議において協議が整った事項については、関係者はその結果を尊重し、当該事項

の誠実な実施に努めるものとする。 

 （幹事会） 

第８条 交通会議に、次に掲げる事項について審査するため、幹事会を置くことができる。 

 (1) 申請内容の事前審査に関すること。 

 (2) バス路線の休廃止の申出に関すること。 

 (3) 既に実施している乗合旅客運送事業で、事業計画の変更（大規模な休廃止等は除く。）そ

の他必要と認められる措置の変更に関すること。 

 (4) その他交通会議の運営に関すること。 

２ 幹事会の委員は、交通会議の委員のうちから会長が選任する。 

３ 幹事会に代表幹事及び副代表幹事それぞれ１人を置き、幹事会の委員の互選によりこれを定

める。 

４ 幹事会において必要と認めるときは、会議に幹事会の委員以外の者の出席を求め、その説明

若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

５ 第１項第２号及び第３号に規定する事項については、幹事会の決議をもって交通会議の決議

とすることができる。 

 （庶務） 

第９条 交通会議の庶務は、企画部地域振興課において処理する。 

 （補則） 

第10条 この告示に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、平成22年１月１日から施行する。 

 （施行期日） 

１ この告示は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この告示の施行の際現に改正前の第３条第２項の規定により任命され、又は委嘱されている

委員は、改正後の第３条第２項の規定により任命され、又は委嘱された委員とみなす。 
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■ 糸島市地域公共交通会議 委員名簿 

 

 

 

  

氏　　名 所　属　・　役　職 規程　第３条

会　長 馬場　貢 糸島市　企画部長
糸島市長又はその指名す
る者

副会長 柚木　利道 糸島市行政区長会　会長 市民代表

委員 小島　裕之
昭和自動車株式会社
自動車事業本部　副部長

一般乗合旅客自動車運送
事業者

委員 森田　秀規
昭和自動車株式会社

タクシー事業部　福岡西部事業所　所長

一般旅客自動車運送事業
者

委員 小山　登
一般社団法人福岡市タクシー協会
常務理事

旅客自動車運送事業者の
団体

委員 中原　輝夫 ＪＲ筑前前原駅　駅長
その他市長が必要と認める
者

委員 友池　隆 糸島市シニアクラブ連合会　会長 市民代表

委員 西　正博
九州運輸局
福岡運輸支局長

九州運輸局長又はその指
名する者

委員 池川　寿美
昭和自動車株式会社
バス乗務員代表

一般旅客自動車運送事業者の
事業用自動車の運転者が組織
する団体

委員 大枝　良直
九州大学大学院　工学研究院
環境都市部門　准教授

学識経験を有する者

委員 堺　裕之
福岡県　企画・地域振興部
交通政策課　交通総務係長

その他市長が必要と認める
者

委員
（前任） 中村　智
（後任）川原　綾二

福岡県　糸島警察署
交通課長

糸島警察署長又はその指
名する者

委員 林田　雄二
福岡国道事務所
福岡西維持出張所長

市内に存する道路の道路管理
者又はその指名する者

委員 酒井　一郎
福岡県福岡県土整備事務所
前原支所　庶務課長

市内に存する道路の道路管理
者又はその指名する者

委員 友池　光洋
糸島市　建設都市部
建設課長

市内に存する道路の道路管理
者又はその指名する者

委員 林　良典
糸島市　建設都市部
都市計画課長

その他市長が必要と認める
者
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参考 ２ 用語説明 

 

用  語 説    明 

IC カード 

ICは、integrated circuit（集積回路）の略で IC を組み入れた

カード。キャッシュカードやクレジットカード、プリペイドカー

ドなどに利用される。従来の磁気カードに比べ、大量の情報を記

録でき、また偽造されにくいという特徴をもつ。データの読み書

きには専用の端末を必要とし、カードの接点を通じて行われる。

また、カードに記録されたデータを電波で送受信する非接触型

IC カードも、交通機関の定期券や身分証などで広く普及してい

る。 

NPO 

「 NPO 」 と は 「 Non-Profit Organization 」 又 は

「Not-for-Profit Organization」の略称で、様々な社会貢献活

動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配することを目的とし

ない団体の総称。 

したがって、収益を目的とする事業を行うこと自体は認められる

が、事業で得た収益は、様々な社会貢献活動に充てることになる。 

PDCA 

PDCA とは、Plan（計画）、Do（実行）、Check（検証）、Action

（改善）の頭文字をとった言葉で、事業活動を円滑に進めるため

の業務プロセスの一つ。 

回遊性 
買い物客が、店舗内や商店街を歩き回ること。（「回遊性のある街

づくり」など） 

協働 

複数の異なる主体が何らかの目標を共有し、ともに力を合わせ活

動すること。本計画においては、住民、交通事業者、行政という

異なる主体が、公共交通の運行及び維持を目的に取り組むことを

意味する。 

拠点連携型都市構造 

都市の無秩序な拡散を抑制し、都市機能の集積を促進する集約拠

点とその他の地域を公共交通ネットワークで有機的に連携させ

る 

グリーン通勤 
周辺地域の渋滞問題や地球温暖化等、さまざまな問題への対処と

して、マイカー通勤から、電車やバス、自転車・徒歩など、環境

にやさしい交通手段で通勤すること。 

公共交通不便地域 

鉄道やバスなどの公共交通を利用することが困難な地域のこと。

一般的には、鉄道駅から半径 800ｍ～1,500ｍ程度、バス停か

ら半径 300～500ｍ程度の範囲から外れる地域をさしている。 

公共交通ネットワーク 

「ネットワーク」とは、網の目のように作った組織、系列、つな

がりそのものを言う。ここでは、鉄道やバスなどが、市民等が移

動（利用）しやすいように網の目状に体系化されていることを意

味する。 

交通結節点 

人や物の輸送において、複数の同種あるいは異種の交通手段の接

続が行われる場所であり、「交通機関の乗り換え・乗り継ぎ」が

行われているほか、地域の中心拠点エリアを形成する場所であ

る。 
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用  語 説    明 

高齢化率 
65 歳以上の高齢者人口（老年人口）が総人口に占める割合のこ

と。 

コミュニティバス 

地域住民の利便性向上等のため一定地域内を運行するバスで、車

両使用、運賃、ダイヤ、バス停位置等を工夫したバスサービスの

こと。略して「コミバス」と呼ぶことがある。 

自家用有償運送 

過疎地域での輸送や福祉輸送といった、地域住民の生活維持に必

要な輸送について、それらがバス・タクシー事業によって提供さ

れない場合に、その代替手段として、国土交通大臣又は事務・権

限の移譲を受けた地方公共団体の長から登録を受けた市町村や

ＮＰＯ等が自家用車を使用して有償で運送できることとする制

度を 『 自家用有償旅客運送登録制度 』 としている。 

指定管理者制度 
自治体が住民の福祉増進を目的として設置した施設（「公の施

設」）を、民間事業者・団体等を指定して管理運営させる制度。 

自主運行バス 

市が車両購入費、燃料費、保険料、修繕費などの運行費を負担し、

地域（校区）は、ボランティアの運転手やスタッフにより、バス

の運行を行うもの。 

速達性 目的地へ早く到着すること。 

中山間地 平地の外縁部から山間部で傾斜地が多いような地域。 

定住 一定の場所に住居を構え、そこに住みつくこと。 

都市機能 

都市が持つ都市としての機能を指す。例として、電気や水道の供

給、交通手段の提供、行政機能、および商業、教育、観光の場と

しての機能などが含まれる。 

都市計画マスタープラン 

都市計画法に基づく「市町村の都市計画に関する基本的な方針」

のことであり、長期的視点にたった都市の将来像を明確にし、そ

の実現にむけての大きな道筋を明らかにしている市町村が作成

する計画である。 

二次交通 拠点となる空港や鉄道の駅から観光地までの交通のこと。 

乗継拠点 
目的地へ向かう手段として利用する複数の同種・異種の交通機関

が接続している場所。 

パーク＆ライド 

自宅から最寄りの駅や停留所、目的地の手前まで自動車で行って

駐車（パーク）し、そこから公共交通機関（鉄道やバス等）を利

用（ライド）して目的地まで移動する方法。 

バスロケーション・システム 
走行中のバスの位置や行先などを、バスを待つ利用者へ知らせる

ことができるシステム。 
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用  語 説    明 

バリアフリー 

対象者である障がい者を含む高齢者等の社会的弱者が、社会生活

に参加する上で生活の支障となる物理的な障害や、精神的な障壁

を取り除くための施策、若しくは具体的に障害を取り除いた事物

および状態を指す用語。 

モニタリング 
状態を監視、または、状態を把握するために，観測や測定を行っ

たり、製品・サービスについての感想や評価を調べること。 

モビリティ・マネジメント

（MM） 

一人ひとりのモビリティ（移動）が、過度に自動車に頼る状態か

ら公共交通や自転車などを「かしこく」使う方向へと自発的に転

換することを促す、コミュニケーションを中心とした取組み。 

 

  

 


